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　みかるはエレノアに変身した姿を鏡に映し、最後のチェックをしていた。

　大きな緑の瞳に、長い睫まつげ。ゆで卵を剝むいたようなツルリとした肌はだはみずみずしく、白い。

　元気なだけが取とり柄えのみかるとは正反対の容姿。

　エレノアはエルフの母を持つ、スタホード国の高貴で美しい姫君だ。

　彼女を崇すう拝はいする国民からは癒いやしの力だけでなく、自然を豊かにする力があると信じられている。だから今年の豊作も、しばらく留る守すにしていたエレノアがスタホードの国に帰ってきてくれたからだと、国民は信じて疑わない。

　だが事実は違う。見た目こそエレノアだが、中身は現役高校生のみかるなのだ。

「完璧」

　そう呟つぶやいてくるりと回転すると、ピンクブロンドの髪が煌きらめき、裾すそ広がりのドレスが揺れる。

　この姿を何度見ても、母親そっくりに化ばけている自分に驚きを隠せない。それでもエレノア独特の優雅な物腰や言葉遣いなどにもずいぶん慣れた。

「姫、準備はよろしいですか？」

　背後から掛けられたローラの声にみかるは振り返る。

「ええ、ローラ。行きましょう」

　みかるは港の宿屋に急きゆう遽きよ設しつらえられた控え室から廊ろう下かに出ると、話し合いの場とした奥の部屋へと向かった。

　これから会う相手は一ひと筋すじ縄なわではいかないだろうと言われているし、困難なことは十分理解している。

　いつも以上に気持ちを引き締めたみかるは、ローラによって開かれた扉の奥へ足を踏み入れた。宿屋の計はからいで立派なテーブルに、裾に金きん糸しの刺し繡しゆうが入ったテーブルクロスが敷かれ、繊せん細さいな彫ほりが成された脚を持つ椅い子すも、見るからに真新しいものが用意されていた。

　部屋の壁には風景画が掛けられ、窓際には花か瓶びんからあふれ出しそうなほどの花が飾られている。それを背にするようにして男は椅子に座っていた。

「こちらは我がスタホード国の高貴なる姫君、エレノア・ソールズ様であらせられる。失礼のなきよう、心して話され……」

「ようやく会えたぜ、俺のエレノアっちゃん！」

　男は嬉うれしそうな笑顔でローラの言葉を遮さえぎって叫ぶと、駆かけ足で近づいてきた。そんな男とみかるの間にローラが入る。

「それ以上、姫様に近づかれぬよう、どうぞ、お席についたままでお話しください」

「ケチくせえな」

　剣に手を掛けたローラの言葉に男は不満げに鼻を鳴らしたものの、おとなしく元の席に腰を下ろした。

　オレンジがかった茶色の髪。日に焼けた肌はほどよい小麦色をしていて、口元からのぞく歯はやけに白く見える。

　高い頰ほお骨ぼねに、スッと通る鼻筋は男らしい顔立ちを引き立てていた。二ふた重えの瞼まぶたに黒目がちの瞳がどこか親しみやすさを与えるものの、その奥に隠された鋭するどい眼がん光こうが、見た目どおりの男ではないことを気づかせる。

　彼がスタホードの港を占せん拠きよしている海かい賊ぞくだ。

「姫はこちらに」

　みかるは海賊の向かいに座ったものの、二人の間には五メートルほどの距離がある。

　なんだか話し合うには遠いような気がするが、ローラに言わせるとこれでも近すぎるらしい。

「本日はお忙しいところお時間をいただきありがとうございます」

「久しぶりだ、元気にしてたか？」

「あの……わたくし、以前にお会いした覚えがないのですが」

「おいおいおい。どうしちまったんだよ、エレノアっちゃん。俺の船に乗せてやったことあっただろうよ」

『エレノアっちゃん』となれなれしく呼ばれることにも驚くが、船に乗せてやったと言われても、そんなことがあったなどとは誰からも聞かされていない。

　もしかして過去にあったのだろうかと、みかるは真横に立つローラに目め配くばせしたが、首を左右に振られた。

　その様子を海賊も見ていて、やけに悲しそうに顔を歪ゆがめる。

「……え、ちょ、待てや。俺のこと忘れたって言わねえよな？」

「そのようにおっしゃられても、わたくしはお会いしたことがございません」

「夢の中でさんざっぱら、会ったじゃねえか」

　海賊は信じ難がたいことを言って口を尖とがらせた。

「……貴方あなたの妄もう想そうではありませんか？」

「え、ちげ～よ。エレノアっちゃんてよ、エルフだろ？　エルフってな、夢でいろいろやれるって聞いてるぜ。夢ん中で話したり、手ぇつないだり、ちゅ～したり。んな～……いろいろ」

　頰に手を当ててとてつもない妄想に浸ひたっている海賊にみかるは目を丸くしたが、ローラは冷ひえた眼まな差ざしを送っていた。しかも相変わらずローラの手は剣に添そえられていて、海賊に対して気を許していないことがわかる。

「わたくしは純粋なエルフではありません。わたくしの母がエルフで、父は普通の人間なのです。ですからそのようなことはできません」

「え……あ～……そうだったな。ちぇ～。まあいいか。最初からやり直しでも、同じようにすりゃ～いいってことだ」

　彼の夢の中ではどれほど二人の関係が進んでいたのか、想像しない方がいいだろう。

　みかるがそう決めて口を開こうとすると、先に海賊の方が言葉を続けた。

「俺はガイ・ラスカル。ブラック・クサントスの船せん長ちようだ」

「ラスカル様。このたびはお会いいただきありがとうございます」

　テンションの高いガイに内心では驚きつつも、みかるはいつもどおり微笑ほほえむ。

「そりゃ、俺の台詞せりふだぜ、エレノアっちゃん。熱い俺のラブレターにようやく応こたえてくれたってことだろ。まあ、なんだ。結婚式は甲かん板ぱんで盛大にやってだな、ハネムーンは南の島だ。エレノアっちゃんは細いが、まあ……三人くらい産んでくれよ。男、女、男。本当は六人くらい欲しいんだけどなあ」

「海賊、そのような恥はじ知らずな妄想をまた口にするなら、この場で斬って捨てるぞ」

「ローラ。よいのです」

「ですが、姫様」

「あくまで妄想ですもの」

　本気で怒っているローラを宥なだめ、言葉を続ける。

「……ラスカル様がおっしゃるようなお手紙を拝見したことはございません。いつ頃お送りくださったのでしょう？」

「ガイでいいぜ。ああ、いつって最近は一ヶ月前か。つうか手紙は何度も送ってあるんだぜ。俺のあっつい恋心をしたためたやつをよ」

　確かにジュリアンが手紙の話をしていたが、内容までは聞かされていない。ただガイの口調からすると、かなり迷惑な内容のものをジュリアンは受け取ってきたことがわかる。

「……そうか、わかった。エレノアっちゃんの父ちゃんが隠したんだな。くっそ～なんだよ。これもはじめっからやり直しか？」

「ラスカル様。わたくしが今日、お話ししたいことは……」

「だからガイでいいんだって。俺とエレノアっちゃんの仲だからな」

　みかるを眺ながめながらニヤニヤしているガイを無視し、みかるは毅き然ぜんとした態度を崩くずさずに言った。

「かねてからお願いしていた港の件なのですが」

「やっぱ、こうやって間近で見るといいねえ。もうゾクゾクするほど綺き麗れいで、俺、照れちゃうなあ」

「聞いてくださっています？」

「ああ、聞いてる。本当に睫が長いな。ばっさばっさ音がしそうだぜ。目もでっかい。胸も尻もちっちぇえけど、まあ……一人産んだら、でっかくなるわ」

　聞いていると言いながらガイは一人で妄想に浸っている。そんなガイを見ない振りをして、みかるはさらに言葉を続けた。

「……貴方の船が港を占領しているだけでなく」

「続けろ。肌は真っ白なのに、唇くちびるやほっぺはピンク色で、いい」

「さらには威い嚇かくすることもあるそうですね。これではわたくしの国の収穫物を他の国へ輸出することができません」

　こちらは真剣に話をしているのに、ちゃかすようなことばかり口にするガイに、みかるは知らず表情を曇くもらせていた。

「だろうなあ……ん、ムッとした顔もかわゆいじゃねえの」

「ふざけてないで、本当にわたくしの話を聞いていただけています？」

「聞いてるぜ。……なあ、エレノアっちゃんからしたら、俺は自分の国の港を占領した悪者かもしれねえけど、俺はエレノアっちゃんのために居座ってやってるんだぜ」

　ガイはふてぶてしい態度で両腕を組んで、愛あい想そのいい笑顔を浮かべている。

　だが、「相手のためを思って云うん々ぬんしている」と口にする相手が一番、計算高くて食えないことをみかるは知っていた。

　こういう男が父親の商売相手にいたからだ。

「どういう意味ですの？」

「この国は周囲を切り立った山に囲まれてっからよ、守りにはいい。けどよ、ある意味攻めやすいともいえるんだぜ。港があっからな。なのにこの国は貧乏だからって全ての船を売っちまうし、さらに兵士もいねえ。エレノアっちゃんの留守を狙って攻め入ってくる奴もいたかもしれねえ。そんな危機からこの俺が守ってやってたんだぜ。ほめてくれよな」

「……貴方のご厚意に国を代表して感謝いたします。ですが今年は我が国は大変な豊作。商売が成り立てば、港を守る兵士も再雇用できます。今後は安心してわたくしどもに港を任せてくださいますね」

「俺は……エレノアっちゃんが大好きだからよ。いいぜ、って格好よく立ち去りてえけど、海賊だからなあ。愛と金は別。無料奉仕はしねえんだ」

　ガイはそこで言葉を切り、こちらの態度を測っているようだ。やはりそうきたかと思いつつもみかるは笑みを浮かべたまま次の言葉を待った。

「……あ、でも。エレノアっちゃんが、俺の嫁よめに来てくれるんなら、話は別だぜ」

「わたくし、ノークレーブス国のフィリップ王子と『婚約の華』を交わしておりますので、残念ですが貴方からの申し出にお応えすることができません」

「んじゃ、俺はここに居座って、エレノアっちゃんを口く説どくか～」

　本当にそういう気があるのかは別にして、ガイはまんざらでもない顔をしている。

　そこでみかるはガイが食いついてくるだろうネタを披ひ露ろうすることにした。

「わたくしの国は、伝説の海賊と呼ばれたエド・ブラッドリーが生涯をかけて集めたという宝の隠し場所を示す地図を所有しております」

「なんだって!?　マジでか。あ……わかった。巷ちまたでガキ相手に売る、くそしょうもない観光用の地図で俺を騙だます気だろ？」

　ガイは本気で驚いたのか、組んでいた腕を解ほどいて身を乗り出した。そんな自分の無意識の行動を否定するかのように、呆あきれた顔を取り繕つくろい、脚を組む。

　だがガイの瞳には、宝の地図のことを知りたくて仕方がないといった強烈な好奇心が灯ともっていることをみかるは見み逃のがさなかった。

「いいえ。エルフにしか読めない仕掛けになっている地図で、羊よう皮ひ紙しに書かれたものではないのです」

「エレノアっちゃんが持ってるのか？」

「ええ。最近、見つかったものですが、我が国を守護する偉大なる魔導師ホワイトが、間違いなく本物だと申しております」

　ホワイトは天あまの邪じや鬼くで気まぐれな男だが、彼が他に類を見ない力を持つ魔導師であることは、この国の小さな子供から近隣諸国の名だたる王にまでよく知られた事実だ。
















「なら、本物に違いねえ。よし、わかった。そいつを俺にくれるっていうなら、港を明け渡してもいいぜ。エレノアっちゃんには後ろ髪を引かれるっけどよ。宝の地図に弱よええのは海賊の性さがなんだ」

　ガイは調子のいいことを言い、手のひらを向けて伸ばしてきた。

　もちろんすんなり宝の地図を渡す気などない。

「財宝は大変な数に上るだろうと言われています」

「ああ、らしいな」

「三対七でいかがでしょうか？」

　みかるはそう言って、誰もが魅了されるという微笑みを浮かべた。

「あれ～エレノアっちゃん。それって、分け前を寄よ越こせっていうのか？　エレノアっちゃんらしくねえよ。……ちなみに七が俺の取り分だよな？」

　みかるは首を左右に振る。

「わたくしどもの国が七の取り分ですわ」

「エルフは富に無関心だって聞いてるけどよ、そいつは噓うそか？　嫌いやだよ、俺のエレノアっちゃんが強ごう欲よくなことを口にするのは」

　どちらが強欲なのかはわかっているはずなのに、ガイはやけに傷ついた顔をしてみせる。

「ですからわたくしは純粋なエルフではありません。それに我が国は今、大変な借金で困こん窮きゆうしております。財宝を全てお渡しするわけにはいかないのです」

「……まあ、そりゃあ、俺もわかってるけどよ……わかった。取り分は一対九だ。ちなみに九が俺の取り分」

　互いに一歩も譲ゆずらない笑顔で見つめ合っていたが、みかるの方が立ち上がった。

「少しお互いに休憩を入れた方がよさそうですわね」

「そうだな。で、エレノアっちゃん。休憩の後、地図を見せてくれるんだよな？　魔導師が太たい鼓こ判ばんを押したとしても、偽にせ物ものってこともあるだろうし」

「ええ。用意させましょう」

　今、宝の地図の存在を知ったガイには少し考える時間が必要なのだ。この休憩を利用し、部下を使って真しん偽ぎを確かめようとするに違いないだろうから。

「楽しみだぜ～」

　ガイも立ち上がると、みかるより先に部屋を後にした。
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　夏休みに入ってすぐ、みかるの母親が突然「お母さんは異世界から来たの」と言いだした。

　母親の母、みかるにとっての祖そ母ぼがエルフだという事実も聞かされたが、もちろんすぐには信じなかった。

　それでも自分の世界と母親の生まれた世界を行いき来きすることのできるネックレス『静かなる星』を身に着けたみかるは、文明社会とは無縁の世界に足を踏ふみ入れることができた。

　期待に胸を膨ふくらませていたものの、母親の生まれ故郷であるスタホードの国は、莫ばく大だいな借金を抱かかえていて、城の一部でもある傾いた北の塔を補修することもままならない経済状態だった。

　母はそんな国の姫君であり、エレノア・ソールズと呼ばれていた

　最大の問題は、母はみかるの生まれた世界へ来て十六年経たっているのだが、この世界では母が消えてからまだ二年しか経っていなかったことだろう。

　さらに母親はノークレーブス国の第二王子であるフィリップと『婚約の華』を交かわしていて、今もその婚約は継続されていたのだ。

『婚約の華』は男女ともにあり、ノークレーブスのような大国にのみ認められた制度だ。

　まず伴はん侶りよにしたい相手を五名まで選ぶ。

『婚約の華』を交わしている間、選ばれた五名は他の男性、女性と婚約や結婚することはできない。その中から最終的に一人の人物を選び、『華の誓ちかい』を立てると、結婚の運びとなるらしい。

　エレノアはすでに結婚しているし、みかるという娘もいる。だからエレノアを一いち途ずに想うフィリップとの『婚約の華』を解消したいのだが、契約中に半年ごと支払われる準備金を頼りにしていることもあり、できないでいる。

　このスタホードの借金を少しでも減らすべく、みかるは日々、エレノアに変身して、姫としての役目を果たしつつ、みかるとしても奮ふん闘とうしている最中だった。

　だが借金というのは少し返すことができても新たな問題が起こり、それ以上の金が必要になるものだ。

　特に城という目立つ場所で問題が起こると、金がなくてもなんとかしなければならなくなる。

　スタホードの城は、胸きよう壁へきを見下ろす位置にある円筒が周りを監視するように建っていた。

　屋根は深い紫色をしていて、平らな部分と円えん錐すい形のものがあり、その裾すそに出し狭はざ間まが作られ侵入を拒こばむ作りになっている。

　手入れされていたらきっと立派な城なのだろうが、目をこらして見ると白い壁は表面があちこちはがれ、雨染みのような黒い汚れが屋根の下にあった。建物の端にある塔には枯かれた蔦つたが絡からまっていて、なんだかみすぼらしい。

　さらに近づいてよく見ると、ささくれてぼろぼろになっている窓まど枠わくもあれば、石いし畳だたみのあちこちに穴が開いて、土がのぞいていた。

　もっとも問題なのは、北の塔が傾いていることだった。

　国民もあれを見ると借金の多さよりこの国の行く末が不安になると噂うわさしているらしい。貧びん乏ぼうな国だと思われるのは事実だから仕方ないが、国の将来を危あやうくさせるような見た目の悪いものを放置しておけない。

　みかるは斜ななめになっている塔から視線を逸そらし、振り返った。

「改修工事のお金って……やっぱりないよね」

　集まったローラやディーン、ショーンにマイクは見上げすぎたのか、塔と同じようにみな三十度傾いて立っている。

「へそくりすら……ないですね」

　細こま々ごまとした雑事が得意なショーンはまだ斜めに立ったままで頭を搔かき、ため息をつく。

「へっぽこ魔導師がちょいちょいとやりゃ、まっすぐになるんじゃねえのかよ」

　剣士のディーンは面倒くさそうにそう言い、目を擦こすってあくびをする。

　後ろの髪が寝ね癖ぐせで立っているのだが気づいていないようだ。

「私はへっぽこではないと何度言わせる」

　魔導師のホワイトは表情を変えることなくそう言ったが、彼に手伝う気などさらさらないことはわかっている。

「も～ホワイト」

「どうかしたか？」

　この世界にようやく慣れたみかるの口調はうち解けたもので、応酬するホワイトも相変わらずマイペースだ。

「なんでもいいから、やれるのやれないの？」

　女剣士のローラが腰に手を当てて詰め寄る。剣士と言っても羨うらやましいほどのスタイルで、容姿もあでやかだ。

「この塔は土台が上の重みでヒビが入って歪ゆがんでいるんだぞ。それをただまっすぐにしたら崩壊するのは目に見えているだろう」

「ほんっとうに使えない魔導師よね」

「ああ、よく言われる」

　ホワイトはローラの辛しん辣らつな言葉に気分を害することなく、微笑ほほえみすら浮かべている。

　彼は天あまの邪じや鬼くなところがあって、言動も予想がつかないことが多い。

「……こういうのはやはり専門の方に依頼した方がいいと思います。素しろ人うとが手を出したら危険ですよ」

「あのな、この国はおまえの生まれ故郷と違って、金がねえんだよ。だから自分たちでなんとかしようって朝早く集まったんだろうが。いい加減、空気よめっての」

　馬番のマイクの言葉にディーンが嚙かみついた。

　マイクは富めるクリミナ国の出身なので、スタホードの貧乏さがまだ理解できていない。

「じゃあさ、木で周囲をこう支ささえてから、下をコンクリートとかで固めちゃったら？」

「コンクリート？」

　自分の世界でなら可能なことを思わず口にしていたみかるは、両手を振って誤ご魔ま化かす。

「……ううん。なんでもない、こっちのこと。じゃあ、とりあえず中の荷物を出して、崩れないように木で支えようよ。支えた木の上から布でもかけておいたら、外から見えないし、改修中に見えて格好もつくんじゃない？」

　ここに来てもう数週間経つ。みかるも、母の父でもある王様や、かつては母の友人だった人たちともずいぶん親しくなった。

　そのせいか、みかるの意見もみな聞いてくれるようになった。

「そうね。男どもに木を切ってもらって、私とみかるは中のものを片付けましょうか」

「賛成！」

　みかるは拳こぶしを振り上げて賛成の声を上げ、早速北の塔に足を踏み入れた。
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　塔の中は予想以上に埃ほこりっぽく、うっすらと視界に霧きりがかかっているようにも見えた。塔の内側は時計回りに階段が造られており、途中途中に小さな部屋が造られている。どの部屋も蜘く蛛もの巣が張っていたり、ネズミの糞ふんが転がっていたりと、衛生面は最悪のようだ。

「うっわ～すっごい埃。ローラ、ここってどのくらい誰も入ってないの？」

「そうねえ……二年は誰も入ってないんじゃないかしら。一度、お金に換えられるものを探しに入ったくらい。それ以来ね」

　昼間なのにカンテラを片手に明かりの足りない塔の階段を歩き、部屋のある階で足を止めて、中を確認する。

　だが埃っぽいばかりで金目のものなど当然、見あたらない。

「もう一度探したら何かあるかな？」

「ないと思うわよ。汚い服とか、使えないテーブルや椅い子すとか……がらくたばっかりだわ……。運ぶのは大変だから、窓から落とせる大きさのものは落として、マイクに拾わせるのが一番ね。落ちた勢いで壊れたら、薪まきにする手間が省はぶけるし」

　部屋の窓から顔を出し、下を確認しながらローラは言う。

「すっごくそれ……やってみたい」

「楽しいことじゃないわよ」

　部屋には窓が取り付けられているものの、すでに腐くさって窓が半分しかなかったり、閉められたまま腐り開かない窓もある。机や椅子も座ったり手をつくと簡単に壊れそうだ。これでは薪にするしかないだろう。

「私の世界じゃ絶対にできないことだもん」

「まあ……どこの世界でもあんまりやらないわね……ずぼらなことだわ……でもほら、人手がないし、女手で運ぶのは重すぎるしね。仕方ないわよ」

　みかるはローラを手伝って、不要なものを窓から落とし、さらに上の階へと向かった。最後の部屋は毛布なども端に積み上がっていて、層のように見える埃がたまっていた。

「ここは……他よりひどいね」

　鼻を摘つまんで中に入ったみかるは、すでに腐り落ちた窓の名残なごりに近づき、外を見た。

「わ～すっごくいい眺ながめ」

　部屋は汚いものの、さすがに最上階ともなると、素す晴ばらしい景色が見られる。

　城の背後にある湖は澄すんでいて、鏡のように周囲の景色を映し出していた。周囲の切り立った山やま肌はだは、人の手が入るのを拒こばんでいるかのようだ。けれど湖の岸辺には色とりどりの鮮あざやかな花が咲き乱れており、白い石が並べられている。

「湖の手前にある石って……お墓？」

「そうよ」

「じゃあ、ママのおじいさんのお墓とかあるの？」

「いいえ。あれはこの国に来て亡なくなった旅人のものよ。引き取り手のないどこの誰かわからない人がほとんど。この国ではそういう人たちも手厚く葬ほうむる習慣があるのよ。それにあそこはいつでも季節ごとに花が咲き乱れていて、花が絶えないの。だから死者を慰なぐさめる場所としては最適なのよ」

　あの白い石の数だけ見知らぬ旅人が命を落とし、異国のこの地で葬られてきたのだろうか。あそこで眠る人たちはどうしてここで死ななくてはならなかったのだろう。故郷へ帰ることができなくて寂さびしくないのだろうか。それとも、いつでも美しい花に囲まれたこの場所を気に入ってくれているだろうか。

「……じゃあ歴代の王様のお墓は？」

「そこはとても立派だから一度、見せてあげたいんだけど……ほら、ホワイトが道を崩しちゃったでしょう？　だから行けないのよね」

「あ、聖なる山のこと？」

　聖なる山にはトンネルをくぐった先に神殿が建てられているらしく、そこからしかみかるの住む世界に戻ることができないそうだ。だが、そこへたどり着くための唯一のトンネルが、土ど砂しや崩れで埋うまってしまった。

　だからみかるもこの世界でしばらく生活することになったのだ。

「そうそう」

「ええっと、じゃああっちが港？　あの黒くて大きな船は……やっぱり海かい賊ぞくの船？」

　湖とは逆の方向に海が広がっているのだが、港にはひときわ大きい船が停てい泊はくしている。

　スタホードの港はあの海賊船に占領されていて、頭の痛い問題となっているのだ。

「そうよ。本当にあの海賊船は邪魔で仕方ないわ。……さあ、そろそろ仕事に戻りましょう」

「わかった」

　海賊船のことを出すとみんなこんなふうに話を逸らす。ローラも例外ではない。

　みかるは窓から顔を引っ込めると、部屋の端に折り重なるようにして積まれている毛布をそっと引っ張り出して、何もないことを確かめてから、窓から落とした。

「わ～なにこれ。くっさ～！」

　毛布の一番下から、ぺしゃんこになった革かわの鞄かばんが出てきた。だがやたらに臭くさい。

「みかる……こっち向けないで」

「こういうとき、ビニールのゴミ袋があったら便利なのにって思う」

「ビニール？」

「私の世界にあるの。こういう臭いのを完璧に遮しや断だんしてくれるんだ」

「そんな便利な袋があればいいわね。でも……臭いわよ」

　みかるは鞄の中身をそっと床に出して、何か金めのものはないか探した。

「そういえば、ずっと不思議に思ってたんだけど、この世界の文字は読めないのに、ローラとは言葉が通じるよね。どうしてだと思う？」

「ホワイトが言ってたわよ。その『静かなる星』のおかげだって。ただエルフはもともとどの種族とも会話ができるのよ。動物とも話せるエルフもいるらしいわ。みかるの場合、ネックレスのおかげとは驚きだけど」

　この『静かなる星』は母から譲ゆずり受けたネックレスだ。

　チェーンの部分はよく見ると光の当たり具合で様さま々ざまな色に見える透明な石が連つらなってできている。トップには半円を描く金色の細い月が三つ連なり、真ん中に雫しずくのような水晶が浮いていた。その水晶は糸でつながれていることもなく、仕掛けはわからないが、文字どおり月の真ん中に浮いている。

　これは自分の世界とこの世界を行き来できる通行証の役目も果たしていた。

「へ～そうなんだ。じゃあ、外はずしたら話ができなくなるのかな？」

「ホワイトの話じゃエルフの血を引いているから、いつの間にか耳から入る言葉に頭が慣れて外しても大丈夫になるらしいわ。でも文字はちゃんと勉強しないとだめだそうよ」

　ローラは意味深な視線を向けて、にんまりと笑う。

　みかるが読み書きを習う理由をよく知っているからだ。

「じゃあ……これからもがんばる」

「手紙の返事を書かなくちゃならないものね～」

「そ……そうじゃないよ。……あれ、これ……なんだろう」

　汚れた布を引きはがすと中から真っ白な紙が出てきた。他のものは薄汚れているのに、これはまるで新品のような白さだ。

「真っ白ね」

「王様が使ってるような羊よう皮ひ紙しじゃなくて、すごく白くてなんだかつるつるしてるね。……下に何か書いてある……」

　真っ白な紙の下に何か文字のようなものが書かれているのだが、みかるには文字なのかもわからない。

　だがローラは驚きの声を上げる。

「これはエルフの文字だわ。しかもかなり古い形ね。読めるとしたらホワイトしかいないわ」

「不自然だよこれ。上が真っ白で下に文字があるってさ。……もしかしてこの白い場所に何か書いてあったのかなあ？」

　汚れの全くない白い紙を床に広げてみたが、広げた瞬間に折り目が消える不思議な紙だ。

　確かにこういう紙を扱うのはエルフだけのような気がする。

「言われてみると、確かに変ねぇ。他に何か入ってない？」

「紙みたいなものは劣れつ化かしてないけど……他のは……ぼろぼろ」

　鞄の中を探してみたが、丸まった埃しか出てこない。

「埃っぽくて鼻がむずむずしてきたわ」

「これ、ホワイトに見せてくるっ！　……あいたっ！」

　みかるは紙を丸めて持つと、部屋から出ようと駆けだした。けれど、慌あわてて出ようとしたからか、躓つまずいて扉とびらに顔面を打ち付けた。

　打ち付けた鼻に触れるとなんだか生なま暖あたたかい液体が手につく。

「みかるっ、大丈夫!?」

「痛……あれ、はな……鼻血が出ちゃった……」

「擦っちゃだめよ。……しばらくこうして摘んでおけば血も止まるわ」

　ローラは布を取り出してみかるの鼻を押さえた。次に手て際ぎわよくみかるの指を誘って、布の上から鼻を摘ませてくれた。

　みかるはおとなしく鼻を摘んでいたが、持っていた紙に新たな柄が浮かんでいるのを見つけてローラを呼んだ。

「……ドーダ」

「しゃべらないの」

　ローラは背を向けたままそう言い、机の引き出しを開けて中を見ている。

「ドーダっで」

「何、どうしたの？」

「見で」

「見でって？」

　みかるの呼びかけにようやくローラは側へ戻ってきてくれたが、みかるが広げた紙を見下ろして、驚きに目を見開いた。

　真っ白だった紙にはいつの間にか地図らしき図柄が浮かんでいたからだ。

「……どういうこと？」

「わがんだい」

「だめよ。鼻、押さえてて。ホワイトを呼んでくるから」

　言われたとおり鼻を押さえて待っていると、ローラがホワイトを連れて戻ってきた。

　ホワイトは紙に浮かんだ図柄を見た瞬間、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「この下のエルフ語は『高貴なる者が道を示すだろう』と書かれている。この紙には特殊な方法で地図が描かれていて、エルフの血が触れると地図が浮かぶようになっているんだ。エルフがよく使う特殊な伝達方法だが、おまえの血に反応したんだろう。鼻血でも血は血だからな」

「これってさ、宝の地図っぽくない？　だって航こう路ろに島が書かれていて、真ん中にピカッて光るマークがされてるし……」

「宝の地図かどうかはわからんが……この紙も図柄が浮かび上がる方法も、確かにエルフにしか作れない紙だ。不思議だ。なぜこんなものがここにある？」

　ホワイトの最後の言葉は自分自身に問いかけているようにも聞こえた。なんでも知っているように見えるホワイトだが、知らないこともあるようだ。

「それよりこれって誰かの鞄だよね。王妃様のものとも思えないし、ママのものとも思えないんだけど……誰の？」

「この様子では百年はゆうに経っているな。なぜここにこんなものがあるのか、私が来る前のものだからいきさつは知らん……。待て、他にも何か刻きざまれている。『エド・ブラッドリーの宝はここにあり……』」

　紙の裏側に小さな字で書かれているのを見つけてホワイトが言う。みかるはエド・ブラッドリーがどういう人物なのかわからないが、ローラは半分口を開けたまま驚きよう愕がくしていた。

「エド・ブラッドリーって、有名な海賊と同じ名前じゃない。彼が活躍したのはちょうど百年ほど前よね。生涯をかけて集めた数え切れない財宝は今も発見されていないって言われているし、時期も合ってるわ」

「じゃあ、やっぱりこれって宝の地図だよっ！　海賊ときたら宝物。そうでしょ？」

「同姓同名ということもあるだろう」

　ホワイトは興味がそれほどないのか、淡たん々たんとした口調でそう言った。みかるは海賊の財宝というだけで興奮しているのに。

「……あれ、まだ何か硬いものがあるんだけど……鞄に縫ぬい込まれてるみたい」

　鞄を探さぐると底板の下に何かがあるような感触がした。手で探っても底に縫い込まれているようで、取り出せない。

「待って、私が切ってあげる」

　ローラはみかるから鞄を受け取ると、持っていた短剣で底を破って、中身を取り出した。

　中から出てきたのは純金製の短剣で、鞘さややグリップに手間のかかる装飾がされており、大きな宝石がいくつもはめ込まれていた。

　これが本物なら相当の価値があるに違いない。

「……わぁ……綺き麗れいな短剣」

「エド・ブラッドリーといえばいつも腰につけていたっていう、七つの宝石をちりばめた短剣が有名なんだけど、まさか……それかしら？」

　ローラに言われてみかるは宝石の数を数えてみた。赤や青など色や形は様々だが、確かに七つついている。

「……七つついてる。やっぱり海賊のものだよね？　ホワイト、そうだよね？」

「さて、どうかな」

　ホワイトだけがあくまで慎重な態度を崩さない。けれどみかるとローラは、煌きらめく短剣に魅み入いられたように、興奮していた。
















「本物よホワイト！　すごいわ……この短剣。なんて綺麗なのかしら……」

「でも……なんで有名な海賊の宝の地図とか短剣がこの北の塔にあるの？」

「私は知らん」

「ジュリアン様なら何か知ってるんじゃないかしら」

　北の塔の問題など頭からすっかり消え失せ、宝の地図でいっぱいになったみかるは、ジュリアンの元へと駆けだしていた。
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　ジュリアンはちょうど大臣たちとの朝の話し合いを終えたところで、自室でお茶を飲んでいた。ワゴンの傍かたわらには、先ほど北の塔にいたはずのショーンが立っていて、みかるの話に驚いている。

「そうだねえ、私も思い当たることがないんだが……日誌を見ればわかるかもしれないよ」

　顎あごを撫なでながらジュリアンはそう言う。

「日誌？」

「代々の王の日々を書き留めたものだよ。この国で亡くなった旅人のことなら、どこかに記載があるはずだ。日誌はショーンが管理している。ショーン、忙しいところ悪いんだがみかるのいう地図のことを示した記述を探してやってくれないか？」

「かしこまりました」

「ありがとう、王様」

「みかる。日誌を探すのもいいが、時間になったら戻ってきなさい。いいね」

　午後三時から、ジュリアンは一般の謁えつ見けんを受け付けていて、人々からもたらされる問題に耳を傾ける。その場で解決することもあれば、そうでないものもあるが、みかるもエレノアの姿で参加しているのだ。

「わかった」

　みかるはローラとともに、ショーンを追って地下の倉庫へと向かった。

　ここもかなり埃っぽかったが、北の塔よりは空気も綺麗で、変な臭いはない。

「百年ほど前から探せばいいですね……ええっと……」

　ショーンは棚たなの柱に書き込まれた年代を追い、百年前に書かれた日誌が並べられている棚を探し始めた。

「エルフにしか読めない手紙を持っていたとすると、エド・ブラッドリーはもしかするとエルフに渡したくてこの国を訪れたのかもしれません」

「エルフに持ってきたって？　ここってそんな昔からエルフっていたの？」

　みかるはショーンの後ろに立って、傍らのローラに問いかける。

「ジュリアン様がメレディス様と結婚する前は、この国はエルフたちが訪れる唯一の国だったのよ。まあ……ジュリアン様がメレディス様を娶めとったことで、エルフの王が激怒して……以来、やってこなくなったんだけど」

「……来なくなった理由が結構あからさま。結婚しちゃったんだから少しくらい会えるようにしてあげたらいいのにね」

　エルフは人間と交まじわることを禁きん忌きとしている。だからジュリアンとメレディスの結婚は人間側からは誇ほこらしく思われているものの、エルフ側からすると、恥はじなのだそうだ。

　もっともエルフは不死に近い存在だが、人間の住む場所では身体からだがもたないらしい。メレディスも例外ではなく、特にエレノアを産んでからというもの、床とこに伏せる日が増えたそうだ。妻を深く愛すればこそ、ジュリアンはメレディスにエルフの国へ戻るよう説得した。

　愛し合いながらも会えない二人の話は、みかるも胸が痛む。

「仕方ないわ。エルフと人間の間には深い溝みぞがあるから……」

「あ……これかもしれません、ええっと……今から百年ほど前ですね。老人のようです。城にたどり着いたときにはすでに病やまいに冒おかされていたようですね。医師が流行はやり病かもしれないと、北の塔に隔かく離りして治療したようですが、三日後に亡くなられています」

　目的の日誌を見つけたショーンは該当の場所に目を通すと、かいつまんで内容を説明した。

「そのとき自分はエド・ブラッドリーだって名乗ってないの？」

　ショーンの広げる日誌をのぞき込みながら、ローラは聞く。

「口がきけないほど容態は悪かったようですね」

「ここじゃなくて、直接エルフの国へ行くのってだめだったのかな」

　みかるの問いにショーンは首を左右に振る。

「エルフの国は西の果てにあると言われているのですが、特別な船でなければたどり着けないのですよ。だからまだエルフに会えるかもしれない、この国に来たのでしょうね」

「エルフに宝の地図を渡してどうしたかったのかな。だってエルフと宝って似合わない気がするんだけど」

　富や権力といったものから一番遠い存在がエルフだと聞いている。だからエルフはそんなものなど欲しがらないはずだ。なのにどうしてエド・ブラッドリーはエルフに宝の地図を渡そうとしたのか。

　それとも実は違う理由があったのか。

「返したかったのかもよ。相当な財宝を強奪して隠していたらしいから、中にはエルフの宝物もあったのかもしれないわ」

「エド・ブラッドリーは年老いて病気になったこともあって、過去の罪を償つぐないたいという気持ちに駆られたのかもしれませんね」

　確かにそう考えると話は通じる。

　普通の人間からすると価値のないものでも、エルフにとっての宝がそこに含まれていたのかもしれないのだ。

　だが宝は宝。金銀財宝がどこかで唸うなっているはず。

　エルフの宝はエルフに返してもいいと思うが、それ以外は借金返済に使えるはずだ。

「相当な財宝なんだよね？　海賊の宝を手に入れたらスタホードの借金を完済できたりしない？　ねえ、宝のありかが描かれた地図があるんだから、ダメ元で探しに行こうよっ！」

「では、私がエド・ブラッドリーについて少し情報を集めてみます。もしかするとすでに宝物が誰かの手で発見されたかもしれませんしね」

「お願い、ショーン。……なんだかわくわくしてきた～！」

　みかるが興奮した声を上げていると、意外なことにローラが冷静な口調で言った。

「でもねえみかる。もしこの地図が本物でもこの国には船がないのよ。しかも海賊に港を占領されているでしょう？　どうにもならないわ」

　みかるはこんなに興奮しているのに、他のみんなが冷静なのが気に入らない。

「……え～でも。財宝だよ。宝物だよ」

「あら、もうこんな時間。みかる、準備をしないとね。この話はエレノア姫のお仕事が終わってからにしましょう」

「みかる様のお仕事が終わる頃には、エド・ブラッドリーに関する詳しい情報が集まっていますよ」

　ローラとショーンに宥なだめられたみかるは、少しの間、財宝のことを忘れることにした。これからエレノアに変身して行う仕事もとても大切なことだったからだ。

「わかった」

　みかるは渋しぶ々しぶ頷うなずくと、ローラにせかされるまま次の準備に取りかかった。
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　週に一度行われる一般の謁見には、たくさんの人がやってくる。

　スタホードに住む国民限定で、謁見に身分は関係ない。ただ、謁見の人数は十名と決まっているため、朝早く配布される予約のチケットを巡めぐって、毎回ちょっとした混雑が起きる。それでもおっとりした国民性から喧けん嘩かになったり、殺さつ傷しよう沙ざ汰たは皆かい無むだ。

　内容も崩れた道路や決壊した堤防の補修といった本当に必要なことばかりで、エレノア姫を間近で見たいからという者は意外なことにいなかった。

　謁見は一階の大広間で行われる。

　大広間の上座は階段状に高くなっていて、王と王妃の椅子が並んであり、僅わずかに間が開いた位置にエレノアの椅子が用意されていた。

　階段の一番下の左右にディーンとローラが警護に立つ。広間の入り口にはマイクが立っていて、予約を確認して扉を開けるようになっていた。以前は、国民の誰もがその様子を見学できるようになっていたらしいが、今は警備上の問題から中止されている。

　大広間の入り口から階段上にある玉ぎよく座ざまで赤い敷しき物ものが一直線に敷かれ、訪れた者を圧倒する。

　スタホードは確かに貧乏な国ではあるが、権威まで損そこなわれてはいないようだ。

　みかるはいつもどおりジュリアンの傍らで、国民たちの要望に耳を傾けていた。だが、最後に訪れた男の訴うつたえに、天からの啓けい示じにも似た運命を感じた。

「ジュリアン王、エレノア姫、ご両名におかれましては、ますます麗うるわしくご健康のご様子、誠に喜ばしく存じます」

　中年の男は浅黒い肌の色をしているのに、どういうわけか上から下までピンク色の衣い装しようを着ていた。そのピンクの服の色に何か意味があるのか、それとも実は制服で、本人は嫌いやなのに無理やり着せられているのか。いや、単に好きな色なのか。

　みかるはジュリアンの傍らに座りながらも、目が覚めるようなピンク色の服を眺め、その理由を頭の中で想像していた。

「かねてより希望しておりましたが、これ以上待てず、今月中にどうしても叶かなえていただきたいことがございます」

　どこかせっぱ詰まった口調ではあったが、ジュリアンは何もかもわかったふうに答える。

「……わかっているよ。港のことだね」

「何度も同じお願いを申し上げるのは心苦しいところですが、今年は二年ぶりの豊作。ですがせっかくの収穫物も他国に売ることができなければ、結局税金を納めることもままなりません。また農民たちも汗水流して育てた収穫物を売ることができずに腐らせるようなことになりましたら、今後の労働意欲にも響きます。なんとしても港の解放をお願いしたい」

「善ぜん処しよしよう」

「恐おそれ多いと存じますが、もう少し発言をお許し願えますか？」

　ピンクな男は片かた膝ひざをついたまま、少しばかり顔を上げて、ジュリアンに切実な表情を向けた。

　服の色以外、男はまともそうに見えるし、事実まともな内容を口にしている。

　港を海賊から解放してほしいという訴えだ。

　もし宝の地図を使って財宝を探すにしても、港が海賊に占領されていては、それもできないだろう。ここで港の話が出たのは偶然ではないと、みかるには思えてならない。

「構かまわんよ」

「港を占領している不届きな海賊は姫様となら話し合ってもいいと言っていると聞き及およんでおります。もし姫様に……」

「……ならん。言葉が過ぎるぞ」

　珍めずらしく発言者の言葉を遮さえぎり、ジュリアンは不快さを隠すことなくそう言った。

　当然、男もジュリアンの滅めつ多たにない態度に驚いたのか、慌てて頭を下げて謝罪する。

「……申し訳ございません。お怒りは覚悟で申し上げましたこと、心よりお詫わびいたします」

「お父様……わたくしはこの者よりもう少し内容を詳しく伺うかがいたいのですが」

「いけないね、エレノア」

「ですが……」

　さらに意見をしようとしたが、ジュリアンは認めず、話を終わらせてしまった。

「港の件は改めて大臣たちと協議することを約束しよう」

「……ありがとうございます。ジュリアン様、エレノア姫、お二ふた方かたのご健康とご繁はん栄えいを」

　ピンク色の姿をした男は、そそくさとその場を去っていった。彼が広間から出ると、代わりにマイクが入ってきて「本日は終了です」と言い、扉を閉めて鍵を掛ける。

「王様、海賊がエレノア姫となら話し合いを持ってもいいって話、初めて聞いたんですけど、本当なんですか？」

「書簡は何度も届いているよ。だからこちらからも話し合いの場を持ちたいと書簡を送っているんだがねえ……返事はいつもエレノア姫となら話し合いのテーブルに着くというものだったんだよ。私にはとてものめない条件だ」

　ジュリアンはため息交じりにそう言い、椅子から腰を上げる。みかるもつられるように、席を立つ。

「まったく……姫が戻ってきたから、桃もも色いろ男だん爵しやくが余計なことを言いだしたんだろうな」

　ディーンは剣を両肩にかけて、面おも白しろくなさそうにそう言った。その表現にみかるは思わず声を上げて笑う。

「ももっ……桃色男爵！　それピッタリ。……すっごく受けた」

「これ、ディーン。滅多なことを言うんじゃない」

「あ、いけねぇ。……でもジュリアン様。みんな言ってますよ。桃色男爵って。なんであいつ、ピンク色の服が好きなんだろうなあ……おっさんがあんな色を着ても可か愛わいくねえのによ」

「だからといって黄色い格好をされたくないだろう？　それより、みかる。港の件は首を突っ込まないことだよ。いいね」

　みかるの行動を先読みしたジュリアンが、意外と強い口調でそう言った。

　けれどみかるはここで諦あきらめる気はない。

「……嫌です……って言ってもいいですか？」

「みかる」

「だって、ずっと港が海賊に占領されたままじゃ、みんなの利益にならないんでしょう？　せかくの収穫物も売れないままだと、結局、税収が上がらないってことだから、この国は貧乏なまんまってことだし。それにせっかく利息も返したのに、元の借金額に戻るってことですよね。でも海賊がエレノア姫としか話さないって言うなら、まずはそこを突破口にして策さくを練ねったらいいと思うんだけど……だめ？」

　寂しげな表情をつくり、見つめられたら誰もあらがえないと言われるエレノアの宝石のような緑の瞳を、ジュリアンにまっすぐ向ける。相手がみかるだとわかっていても、ジュリアンがエレノアのお願い攻撃に弱いことをみかるは心得ていた。

「だがねぇ、みかる」

「借金返済の秘ひ訣けつ、第二十条。『儲もうけが絡からむときは、誰とでも一度はテーブルに着いて話し合え』。王様もそう思いませんか？」

「……ああもう、みかるには敵かなわないねえ。だが、まずはみなと話し合って決めよう。いいね」

　最後まで心配から気の進まなかったジュリアンを説得し、海賊と会うことを強引に決めたのはみかるだったのだ。
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　みかるは緊張をほぐすため、ローラを伴ともない話し合いの場となる宿屋を出た。

　すでに日が暮れた外にはエレノアが港を訪れるということを耳にした人たちが、我が国の高貴な姫君を一目見ようと港に集まっており、大変な騒さわぎになっている。

　だがガイの部下たちが港に入る道を封ふう鎖さし、港に住まう人々にも規制をかけてくれたため、混乱を避けることができた。

　こういうガイの心遣いには感謝するが、だからといって甘い顔をする気はない。

　百年はゆうに経たった後、発見された宝の地図だ。借金で首が回らなくなっているスタホードにとって、運命の導きとしか思えない大発見だった。

　どうにかして宝を見つけて借金を少しでも減らし、できるなら完済したい。

「なんなの、あのなれなれしい態度。何度、刺さしてやろうと思ったか」

　ローラは二人きりになれる埠ふ頭とうの先端まで来ると、ようやく口を開いた。

「ほんと、食えない海かい賊ぞくよね。でも、調子よくて肝かん心じんなことはのらくらしてるけど、すっごく交渉上手な人だと思う。お父さんの商売相手にああいう人がいるんだよね。あれって天性だから気をつけないとあっという間に押し切られちゃう」

「そうよ、言いくるめられないよう、気をつけないとね。あいつへらへらしてるけど、テーブルにあった金の水差し盗とったのよ」

　左右に行ったり来たりしながらやっぱり剣に手を掛けている。

　よほどガイが気に入らないようだ。

「見たの？」

「盗ったのを見たわけじゃないんだけど、最初あったはずの水差しがないうえに、あいつのポケットが膨ふくらんでるのよ。気を許しちゃだめよ」

「え～それ最悪。海賊ってやっぱやばいんだね。一ひと筋すじ縄なわじゃいかないかも」

　傍かたわらに停てい船はくしている船を見上げて、みかるはため息をついた。

　船体は黒く、同じように黒い帆ほが折りたたまれているマストは三本ある。船せん首しゆ飾りには真っ黒の馬が突き出ていて、額ひたいから長い角つのが生はえていた。船体に小さな窓がいくつもあるのは、大たい砲ほうが設置されている場所なのだろう。

「三層くらいのデッキがあるようね。砲ほう門もんもたくさんあるわ」

「昔はこの国にもこういう船があったの？」

「そうね……立派なのが数すう隻せきあったわよ。借金のために売っちゃったけどね。ま……メンテナンスを考えたらあってもお荷物になってたでしょうし、売れるうちに売ってよかったと今だから言えるわね。ほんの二年ほど前にはこの小さな港にひしめき合うように商船もやってきていたのに……」

　あでやかな赤い髪を撫なで上げてそう言ったが、ローラの目はどこか寂さびしげだ。この港がたくさんの船でにぎわっていた頃を思い出しているのだろう。

　港町は、海賊たちが利用しているのもあってか、それほど寂れては見えないが、海賊船がぽつんと停まっている港はやはり活かつ気きが足りない。

「海賊がここから出て行ったら商船も戻ってきてくれるよ」

「そうね……特に今年は豊作だし、海賊には出て行ってもらわないと困るわ……あら、あれはショーンじゃないの？」

　活気の失われた港町を眺ながめていたローラが驚いた声を上げた。

　視線の先を追うと、城にいるはずのショーンがこちらへ駆かけてくるのが見えた。

「ショーン、どうしたの？　何かあった？」

　ローラの言葉にショーンは額の汗を拭ぬぐって言った。

「先ほど、早馬が城の方へ到着したので知らせに来たのです」

「早馬？」

　みかるが首を傾かしげると、ローラがクスリと笑う。

「急ぎの知らせのことよ」

「そんなに急ぎって何？」

「もうすぐフィリップ王子がお忍しのびで訪ねてこられるとの連絡が来たんです」

「はあっ!?　そ……それって、困る」

　みかるは左の人差し指にはまっている青い石のついた指輪を見下ろした。

　魔導師のホワイトが作ってくれたこの指輪こそが、みかるがエレノアに変身できるアイテムだった。

　変身することができるのは一日三時間。石の向きを回すと変身し、石が赤く変わってきたら、変身が切れる警告だ。真っ赤になったら元のみかるの姿に戻る。次に変身ができるのは石が青く戻ってからだった。

「あとどのくらいなの？」

「まだ石は青いから……あと一時間くらいはもつと思うんだけど……フィリップ王子がいつ頃来られるのかわからないし……その頃には変身が解とけてる気がする」

「海賊との話し合いも大事なのですが、王が急ぎ姫にお戻りをと」

　ショーンの言葉にみかるは首を左右に振る。

「まだ契約書にサインしてもらってないからだめだよ」

「いけません。フィリップ王子をお迎えする準備を整えなくてはならないのです。王は数日臨時で警備の兵士を雇やとうおつもりですし」

「あ～だめだめ。余計な出しゆつ費ぴはだめ。借金返済の秘ひ訣けつ、第二十三条。『見み栄えは張るな、あるものでまかなえ』っていうし」

　確かに大国の王子を迎えるには相応の準備が必要だろうが、だからといって借金を増やすような出費は避けなければならない。

　それは向こうも理解してくれているだろうし、ささやかな歓迎でもフィリップはきっと喜んでくれるはず。

「ですが……」

「フィリップ王子もスタホードが困こん窮きゆうした状態だってご存じだし、ありのままを見てもらうのが一番だって。でも……お忍びって意味がよくわからないんだけど？」

「普通はたくさんの警護やお付きの人を連れてこられるんだけど、お忍びの場合ごく少数の護ご衛えいのみで来られるの。こちらの事情を気遣ってのことなんでしょうね」

　ローラの説明にみかるは思わず笑顔が浮かんだ。

　やはりフィリップはこの国の状況をよく理解してくれている。

「でもさ、港には海賊の船がいるのにどうやってくるのかな？」

「この国を囲む山を越える方法もあるんだけど日数がかかりすぎるの。だから船で来るはずよ。この港は確かに海賊が陣取ってるんだけど、決して入港を妨さまたげてるわけじゃないの。ただ……馬ば鹿か高いのよ、入港料が」

「え、それは聞いてないよ。じゃあ……勝手に取ってるの？」

　だから港町の活気はそれほど落ちていないし、ついこの間、『幸せ仮面』と呼ばれる義賊が船を利用してやってきたことも頷うなずける。

「そうなの。だから商売船が入ってこないの。ここ二年、農作物が不作だったこともあって、入港料に見合った取引ができなかったからよ……あ、ホワイト」

　いつも唐とう突とつに現れるホワイトが、今までずっとそこにいたような顔で、ローラの傍らに姿を現した。

　すさまじい美び貌ぼうを備えた魔導師は、冷ひややかなライラックの瞳をローラに向け、およそ言葉を発することが想像できないとも言われる美しい唇くちびるを動かした。

「ローラ、おまえも城に戻って準備を手伝えとジュリアンが言っているぞ。姫のことは私が引き受けよう」

「……珍しいわね」

「時にはな。なんだその疑いに満ちた目は」

「別に。じゃあ、私はショーンと城に戻って準備をしてくるわ。……一人で大丈夫？」

「ホワイトがいるから大丈夫。あとは契約書にサインをもらうだけだから」

　みかるはローラたちを見送り、姿が見えなくなったところで、ホワイトを振り返った。

「ホワイト、聞いていい？」

「なんだ？」

「何か企たくらんでない？」

　ホワイトは意味ありげに目を細めて口の端を上げたが、問いに対する答えは違うものだった。

「いや。それよりあの海賊はなかなかにしたたかだぞ」

「うん。それはわかる」

「しかも、姫を略りやく奪だつしようと企んでいる」

　さらっととんでもないことを口にするホワイトに、みかるの方が驚いた。

「ええっ！　どうしてそんなことを知ってるの？」

「小耳に挟はさんだ」

　どうやって情報を得たのかはこの際おいて、問題は海賊がやはり一筋縄ではいかないことだろう。

「……じゃあ、財宝の地図で釣つっても、あの勢いじゃ姫も地図も略奪する気でいるのかな？」

「可能性はかなり高い」

「ホワイトはどうすればいいと思う？」

「奴の策さく略りやくに乗ってみるのも手だぞ」

　どういう理由からホワイトがそう言ったのかはわからないが、エレノアの魅力を行使したいと思っても、もうすぐこの姿は元に戻る。略奪後の言い訳が問題だ。

「略奪されても……私、あと少ししかこの姿もたないよ。それに略奪された後、どうしろっていうの？」

「変身が解けても適当に理由をつけたらいいだろう。そうだな、略奪された場合、自動的に姫の侍じ女じよと入れ替わる魔法がかかっているとでも言えばいい。こいつを護衛に付けてやる。海賊船でおまえを守ってくれるだろう」

　ホワイトがそう言うと、足あし下もとから今までどこにいたんだろうと思うほど唐突に黒い毛を持つオオカミが姿を現した。

　大型犬よりよりもう一回り大きなオオカミで、ホワイトの使い魔だと聞いている。

　以前、このオオカミはノークレーブスの城内でみかるを馬鹿にする警備隊長の腕を嚙かみ切ったことがある。腕はホワイトにより見事くっつけられたが、あれ以来みかるはオオカミの姿を見ていなかった。

「オオカミさんだ～。久しぶりに見た。そういえば名前はなんていうの？」

「ディーン」

「えっ!?　剣士のディーンとオオカミさんが同じ名前なの？　うっわ～……最悪。ホワイトの使い魔だったらもっといい名前つけてあげられたんじゃないの？」

　エレノアを守る剣士の一人、ディーンと同じ名を持つオオカミが可か哀わい想そうに思ってそう言ったのだが、オオカミはなぜか鼻の頭に皺しわを寄せ、牙きばを見せた

「あれ……怒ってる。どうして？」

「このオオカミは、あのがさつでデリカシーの欠片かけらもないディーンと同じ名を気に入っているようだからな。そう呼んでやれ」

　ホワイトの説明にさらにオオカミのディーンは上唇をめくれさせ、鋭するどい牙を見せて唸うなる。

　ディーンと呼ばれたいのか、それとも嫌いやなのかよくわからない行動だ。

「ややこしいけど……わかった」

「では詳しい打ち合わせだ」

　ホワイトの計画を聞き、最初は無む謀ぼうそのものだとみかるには思えたが、エド・ブラッドリーの財宝を全て横取りするには必要なことだと理解した。

　へらへら笑っていてもガイはあれで有名な海賊だ。非常にしたたかなのは話してみてわかっている。しかも隙すきを見せたら金めのものは全て彼のポケットに消えるのだ。そんなガイを出し抜くのは相当難しいことに違いない。

「行って戻るまでの間は、私の魔法で拘こう束そくできる。この港に戻ってきてからが勝負だぞ」

「わかった。……難しそうだけどやってみる。でも海賊船に乗れるんだよね。ちょっとわくわくしてきた」

　海賊の話は映画でいろいろ観たが、その世界に入ることができるとは思いも寄らなかった。

　誰かの肩にはいたずら好きのサルや、大きな鳥が乗っていたりするのだろうか。ちょっとしたことで剣を交まじえたり、海の怪物と戦うことがあるのだろうか。

　実際に会うと怖こわい気もするが、今のところ好奇心の方が勝まさっていた。

「おまえは面おも白しろい」

「どうして？」

「こういう話をするとたいていはこう言われるものだ。『どうせならホワイトがその財宝の隠し場所に行って持って帰ってきてくれたら早いし、面倒ないだろう』とな」

　ホワイトは忌いま々いましげにそう言い、フンと鼻を鳴らした。

　強大な力を持つと言われるホワイトだ。きっと今までもそんなふうに言われ、腹を立ててきたに違いない。みかるだって考えなかったわけではないのだ。

「確かにそうなんだけど……苦労せずに手に入れたものは決して身につかないってよくパパに言われてきたからかな。どんなことでもまず努力しないと、ありがたみも達成感もないし。これって変なの？」

「いや、さすがエレノアが夫として選んだ男だ。なかなかいい教育をする」

「ありがとう。そう言ってもらえるとすごく嬉うれしい」

　エレノアをこの国から奪ったと言っても過言ではない立場のみかるの父だ。あまりよく思われない中、逆にほめられると嬉しくなる。

　嬉しくてにこにこしているみかるに、ホワイトは触れてほしくないことを言った。

「そういえば、フィリップの来訪は予定外だったな。おまえは嬉しいだろうが」

「え……あ……」

「名前が出ただけでなんだ、おどおどするな。おまえは高貴なエレノアだ。フィリップなど下しも僕べにするくらいの気でいろ」

　ホワイトからするとエルフ以外は全て下しも僕べ対象なのだろうが、みかるにとってフィリップは特別な人だ。

　そんな考え方など絶対にできない。

「下しも僕べって……無茶苦茶言わないでよ」

「だが今はフィリップなどどうでもいい。まずはあの海賊を宝の地図で釣り上げてこい。おまえの度ど胸きようならやれる」

「やるわ！　宝の地図の名にかけてっ！」

　みかるがガッツポーズをするとホワイトは片かた眉まゆを上げた。

「……」

「なに？」

「エレノアの姿でそのポーズはやめておけ」

　ホワイトの言葉にようやく自分の姿を思い出し、みかるは手を下ろして背を伸ばした。
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　休憩が終わり、みかるはホワイトを伴って宿屋の二階に戻った。

　ガイはすでに席に着いていて、こちらの姿を見るなり身を乗り出し、右手を振る。

　が、みかるは気づいた。壁にあったはずの風景画の一つがなくなっているのだ。さすがに絵かい画がをポケットには隠せないだろうが、この場合、犯人はガイしかいない。

　だが今は、財宝の地図の交渉に戻るのが先だ。

「さ～エレノアっちゃん。財宝の地図を見せてもらおうかな～」

「ホワイト」

　優雅な手つきでホワイトは胸元から地図を取り出し、ガイの前に置いた。

　ガイは喜き々きとした目つきでそれを見下ろしていたが、しばらく眺ながめて怪け訝げんな顔になる。

「あっれ～……こいつに肝かん心じんな地図がないのは……どうしてなんだ～」

「記憶されては困りますので。ですが下にエルフ語が書かれているのがわかると思います」

「エレノアっちゃん、俺、そんな根性の悪い男に見える？」

　ガイは面白くなさそうだが、海賊を頭から信じられるほど、みかるはお人ひと好よしではなかった。

「そうではありません。ただの保険です」

「これだけじゃ、本物とは思えねえな」

「ホワイト、あれを」

　今度は細こまやかな細さい工くがされた純金製の短刀を取り出したホワイトが、エドの目の前でそれらを行いき来きさせた。ガイの目はその動きに合わせて右へ左へと動く。

「……うおっ……こいつは……エド・ブラッドリーが生涯手放さなかったという七つの宝石がついた短剣かよ？」

「ええ。宝石の大きさから見て、偽にせ物ものではないことはわかってもらえるはずです。地図と一緒に発見されました」

「触らせろよ……」

　ホワイトはガイの手が触れる前に、短剣を手のひらから消した。マジックとは明らかに違うこういう芸当ができるのもホワイトだけだろう。ガイは消えた短刀について文句を言うことなく腕組みをして、しばらく考えた後、口を開いた。

「一対九」

「いいえ、二対八。八が我が国のものです」

　みかるの言葉に、ガイが慌あわてて言った。

「ちょ、待てや。そんな綺麗な顔で交渉しないでくれよ～。三対七。七が俺の取り分」

「……船と行き帰りをつけてくださって、四対六。六がもちろん我が国の取り分です」

「あ？　船賃込みで俺が四か？　そりゃあ……エレノアっちゃん、強ごう欲よくだぜ」

「嫌ならよろしいのですよ。ですがその地図を読むにはエルフの血が必要なのです。わたくしの血はそれほど安いものなのでしょうか」

　凜りんとした態度のみかるに、ガイは無む造ぞう作さに頭を搔かいた。苛いらついているようだが、話自体は信じてくれているようだ。

「エレノアっちゃんの覚悟をくんで、わかった、五対五で決まりだ。これ以上はいくらエレノアっちゃんの頼みでも譲ゆずれねえぞ。まあ……ちゅ～してくれるなら、もちょっと色付けてやってもいいけどなあ、どう？」

　唇を指差すガイに、エレノアは微笑して言った。

　エレノア相手にここまで言い切る男も珍めずらしいが、たとえ振りだけでもできない。

「では、五対五で、お願いします」

「え～……ちゅ～嫌いか。俺は好きだけどな」

　ここでそんなことを言われるとは思っていなかったみかるは、思わず頰ほおを朱に染めていた。

「赤くなっちゃって、可か愛わいいなあ、やっぱり。その唇を見てたら食っちゃいたくなるよ」

「あの、それで……いつ出発してくださいます？」

「そうだな、必要なものを船に積むのに一日はかかる。そっちの人間が乗船できるのは最大二名だ。もちろんエレノアっちゃんが乗ってくれてもいいぜ。大歓迎だ」

　ガイは愛あい想そがいい顔を向けるが、みかるは首を左右に振った。

「いいえ、わたくしではなく代理の者を行かせます」

「だってよ～地図を読むのにエレノアっちゃんの血がいるんだろ？」

「用意して持たせます。安心してください。ホワイト、契約書を」

　ホワイトは今度は契約書を胸元から取り出し、ガイの前に広げた。

　ガイは興味津しん々しんといった表情で見下ろしている。

「この契約書は、ここにいる魔導師ホワイトが用意した特別なものです。わたくしはすでに終えています。あとは貴方あなたの血でサインをしていただくことで、契約が成立します」

「血って……ちょ、それ、やばくないか？」

「貴方が契約を違たがえるようなことがなければ、なんの問題もありません。それとも実はわたくしの家臣から地図を奪ったり、海上でひどい目に遭あわすようなことを考えられていたのですか？」

　みかるの言葉にガイは慌てて手を左右に振る。

「いや……そりゃあない、ない。わかった。俺も男だ。約束は約束だ。だがまず内容を確認してだな……」

　ガイはそう言いながら契約書を手に取り、読み上げ始めた。

「え～一、手に入れたエド・ブラッドリーの財宝は全て五対五で分配する。二、スタホードの港を出てスタホードの港に戻るまでの間、他の船への略奪行為をしない。三、また船に乗せたスタホードの者に対し、できるだけ安全を保証し、また客人として礼れい儀ぎを尽つくすこと。四、宝を分配後、港は速やかに明け渡すこと。……なんだこれ」

「書かれたとおりです。条件をのんでいただけますか？」

「港を明け渡すのはもちろんいいが、二度と来るなってことか？」

　そこまで海賊を厄やつ介かい者もの扱いしているわけではなく、ただ正常な港に戻したいだけなのだ。

　だから物資の補給や、港町で美お味いしい酒を飲むために立ち寄ってくれるのは海賊船であっても大歓迎だった。

「いいえ。寄き港こうはいつでもしてくださって結構です。ですが入港料を搾さく取しゆすることはご遠えん慮りよ願います」

「あはは……わかった。この程度ならいいぜ。サインしよう」

　ばつの悪そうな顔をしたまま、ガイは短刀の先で指先を軽く突き、滲にじんだ血でサインを書いた。それをホワイトが確認した後、みかるに向かって頷く。

「これで契約成立です。本日はありがとうございました。我が国の民ともども、ガイ・ラスカル様のご厚意に感謝いたします。ではまた明日、そちらへ乗船させる者を連れてお会いしたいと思います」

　今度はみかるが先に立ち上がったが、ガイは座ったままで両手を組み肘ひじをテーブルにつけて、にっこりと微笑む。

「待ってるよん、エレノアっちゃん。また明日な」

「ええ。水差しや絵画は元の場所に戻しておいてくださいね。あるべきものがあるべき場所にありませんと、とても困りますわ」

「……かてえこと言うなよ～」

　ガイが悪びれずそう言うので、みかるはチラリとホワイトに目め配くばせした。

　その様子を見たガイは慌ててポケットから水差しを取り出す。

「ちょっと借りてただけだって。はは」

　ただの微笑ではない、裏に隠されたしたたかさをガイに感じつつ、みかるは軽く会え釈しやくをして部屋を後にした。

　負けられない勝負は始まったばかりだった。
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　外はよりいっそう闇やみが濃くなっていて、頭上には星々が煌きらめいていた。だが星の輝きよりも美しい王子の姿を見つけて、みかるは本当に驚いた。

「フィ……フィリップ王子」

「もう少し早く着く予定でしたが、驚かせてしまいましたか」

　フィリップはまばゆいばかりの金髪を肩に滑すべらせ、自分の愛する女性だと信じて疑わない、変身したみかるの右手を取ると、軽いキスを落とした。

　よくある社交辞令の挨あい拶さつだとわかっていても、みかるの心臓は鼓こ動どうを速め、フィリップの青い瞳に魅みせられる。
















「早馬の知らせは耳にしておりましたが、今日、お会いできるとは思っておりませんでしたので……少し」

「姫、お会いできるのをどれほど待ち望んでいたか……おわかりか？」

「わたくしも……とても嬉しく思います」

「そろそろ手紙のお返事がいただける頃かと、一日千せん秋しゆうの思いでお待ちしておりました。ですがいつまで経っても、姫からの便りは届かず。心を痛めておりました」

「……あ……」

　手紙はまだ読んでいないのだ。

　最初は、母宛あてのものだから自分の世界に戻って渡そうと考えていた。けれど不測の事態からしばらく元の世界に戻ることができなくなり、慌てて読み書きの練習を始めた。けれど、そう簡単に読み書きができるわけもなく、フィリップからの手紙は未いまだ引き出しの中に収まったままだ。

「今、お返事をいただいてもよろしいか？」

「あの……わたくし……」

　読んでいないというと、フィリップを悲しませるだろうし、かといって読んでもいない手紙に返事などできるわけもない。

「……あっ！」

　突然、麻あさ袋ぶくろが頭からすっぽりと被かぶせられ、周囲は闇に包まれた。

　袋の中に何か仕込まれているのか、なんだか甘ったるい匂いがする。

　ホワイトとの打ち合わせはすんでいたがこんなに早く、ガイが行動に移すとは思わなかった。

「姫っ！　おまえたちは何者だっ！」

　爽さわやかなフィリップのものとは思えない怒りを含んだ声が上がると、次に剣が交わる鋭するどい音が響き渡った。

　こうなることをみかるは予想していた。けれどフィリップは何も知らされていない。

　だから必要のなかった戦いが行われているのだ。

　どちらも怪け我がなどしてはいけないし、まして死など考えたくない。

「……やめてっ、その人を傷つけないでっ！」

　みかるは自分でも信じられないほどの大声で叫んだが、先ほどからの妙な匂いのせいか、不意に意識を失った。
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　頭がまだくらくらしていたが、意識が戻ってきた。

　目は開いているのにまだ周囲は暗く、麻あさ袋ぶくろの中に今も閉じ込められていることに気づく。

　それでも柔やわらかい場所に転がされているのか、ふかふかした感触は伝わってくる。ただ自分の身体からだだけでなく、地面が揺れているのは、船がすでに港を出たからに違いない。

「船長キヤプテン、いくらなんでも相手は一国のお姫様ですよ。こういう強引な手は気が進みません」

　見知らぬ男の声が聞こえてきた。

「は、姫だろうが、エルフだろうが、一回、やっちまったら、エレノアっちゃんだって俺にメロメロだっての」

　これはあのガイの声だ。

　ホワイトが言っていたとおり、やはりエレノアを略りやく奪だつした。だがみかるは自分の髪がいつものショートに戻っていることを確かめ、麻袋に閉じ込められてから変身が解とけたことに気づく。

「どこかの王子と『婚約の華』を交かわしていらっしゃるはずですよ？」

「他の男のことなんてどうでもいい。いいから出て行け。ここは俺の部屋だ」

　ガイはもう一人いた男を外へ追い出したのか、扉とびらがしっかりと閉められ、鍵かぎがかけられる音を聞いた。

「エレノアっちゃ～ん。ようやく二人きりだよ～ん」

　麻袋が取り去られると、驚くほど上じよう機き嫌げんでやに下がったガイの顔が目前に現れる。

「え～っと……こんにちは」

「あれ？　あれ～？　エレノアっちゃん、いつ髪を切ったのかなあ。もともと胸はそんなになかったけど、こんな貧ひん乳にゆうじゃなかったよなあ。ん～こころなしか少年っぽくなったみたいに見えるんだけどさあ……」

「貧乳って……言いすぎっ！」

「ちょ、おまえっ誰だぁっ!?　エレノアっちゃんをちゃんと捕まえたはずだ」

　ガイはみかるを指差して怒ど鳴なっている。だがこの状況に動揺しているのがありありと見て取れた。

「あのね、うちのお姫様が意に添そわない誘拐に遭あうと、自動的に侍じ女じよの私にすり替わるような魔法がかかってるの」

「聞いてねえよっ！」

　と、叫び、何か思い直すように顎あごを撫なでながら、ガイはみかるを品定めするような視線を送ってきた。

　なんだか嫌いやな予感がする。

「……でもまあ一応、女だし……いっか」

「いっかって……ちょっと待って、無理だから」

「で、おまえいくつだよ」

「十五」

「ぐっは～年以上に見た目がガキすぎて対象外だぜ。俺のエレノアっちゃんを返せ～」

　額ひたいを押さえたガイは大げさに絶望している。だが勝手にエレノアを自分のものだと考えているガイには呆あきれるほかない。

「あんたのエレノア姫じゃないわ！」

「女は略奪した男のもんになるって昔から決まってんだよ。……で、ガキをどうするかだな」

　ガイの言葉に反論したかったみかるだが、あることを思い出して顔色が変わった。

「そうだ。あのときもう一人いた人に怪け我がなんかさせてないよね？　もちろん……こっ……殺しちゃったりしてないよね？」

「ああ……あのきんきら男か。服を引っぺがして、牢ろう屋やにご案内だ。あいつの服や剣は売れそうだったからな」

　なんでもないことのように言うガイに、みかるは啞あ然ぜんとしながらも、怒鳴った。

「なっ……なにその、無む節せつ操そうな略奪行為っ！」

「俺は海かい賊ぞく。それが商売」

「待って、姫様と契約したはずでしょ。略奪行為をしたらひどい目に遭うんだからねっ！」

　ホワイトが作った契約書は血で結ばれている。それを違たがえるようなことを契約者がしたら、それなりのペナルティが課せられると聞いていた。契約が海上でのみかるの身を守るものになっているのだ。

　もっとも今のガイを見る限り、元気いっぱいに見えるが。

「ガキの脅おどしなんて痛くも痒かゆくもね～んだよ。……ん、外が騒さわがしい……」

　ガイは不意に顔を上げ、鍵を閉めた扉を開けた。すると真っ黒い影が部屋に飛び込んできて、みかるの前に立つ。

「なっ……なんだこいつっ！　いつ乗ったんだ!?」

　オオカミのディーンは今までになく恐おそろしい形ぎよう相そうでガイを睨にらんで牙きばを剝むき、豊かな尻尾しつぽを左右に振っている。手はずどおりディーンは背中にリュックを背負っていた。

　味方の登場にホッとしたみかるに、今度は牢屋にいるはずのフィリップの声が聞こえた。

「エレノア姫っ！　助けに……え、みかる？」

　誰からか奪った短く幅広い刀身を持つカトラスを振り上げたフィリップは、長い金髪を後ろで束たばね、上半身裸はだかでズボンだけを穿はいた姿で飛び込んできた。

　けれどみかるの姿をベッドの上に見つけて、目を丸くした。

「君もさらわれたのか？」

「おっ……私……エレノア姫と入れ替わったんです」

　王子と言うとまた海賊がよからぬことを企たくらみそうだったので、みかるはその言葉を飲み込んで必要なことだけを言った。

「入れ替わった？」

「そうなん……──っ！」

　話している間にガイは部屋に立てかけてあった自らのカトラスを抜いて構かまえる。だがその矛ほこ先さきはフィリップではなくディーンに向けられていた。

「ここは俺の船だ。俺が王様で、俺が一番。見知らぬ奴に好き勝手されてたまるかよ」

「私の名はフィル。エレノア姫の忠実な家臣だ。みかる、こっちへ」

　フィリップは自らをフィルと名乗り、みかるのことを呼んだ。みかるはベッドから慌あわてて飛び下り、フィリップの後ろへと回る。

「変なことされなかったね？」

「う……うん。じゃなくて、ガイ、やめてよっ！　剣を向けないでっ！」

　ガイはディーンと微妙に距離を取りながら、カトラスの先を振っている。ディーンは上うわ唇くちびるをめくり上げて牙を剝き、今にも飛びかからんばかりの勢いで唸うなっていた。

「そいつ、牙剝いてんじゃねえかっ！　俺は……犬が大嫌いなんだよっ！」

「犬じゃなくて、オオカミ。ホワイトの使い魔なの。それに、その子が本当に怒ったら腕や足をバックリ喰いちぎっちゃうの。剣じゃ絶対に対抗できないよ。だから剣を下ろしてっ！」

　みかるがそう叫ぶと、ガイの視線はみかるとディーンの間を行いき来きして、その目が細くなる。

「……」

「剣を戻してくれたら、おとなしくなるから。そうよね、ディーン」

「ディーン？」

　フィリップは剣士のディーンを知っている。だから同じ名前のオオカミを見て驚いているのだろう。みかるも最初聞いたときそうだった。

「あ、あのディーンと同じ名前なの」

「そうか」

　この場では自分が不利な立場であることを理解したのか、ガイは持っていたカトラスを元の場所に戻して、振り返った。

「……仕方ねえな。マンティ・ゴーラと魔導師には手を出すなって言うしな。ていうかどうしてここまでなんの障害もなく来れたんだ？　部下がいただろうが」

　ガイがカトラスを収めたことで、フィリップも持っていたカトラスを下ろす。

「……いや、みなひっくり返っていた」

「は？　んなわけねえだろうよ」

　と、ガイが言ったところで、初めて見る顔の男が青い顔をして入ってきた。

　彼は海賊船には不似合いな細身の体型をしていて、面おも長ながの顔立ちに丸っこい小さな目。やや下がったまなじりは、周囲に優しくおっとりした印象を与える。

「船長キヤプテン……大変です」

　その声で先ほど部屋にいた男だとみかるは気づいた。

「今度はなんだ!?」

「原因不明の腹痛でみな動けなくなっています。先ほどよりましになりましたが、ひどい腹痛でした」

　柱に摑つかまりながら男は腹を押さえ、額に浮かんだ汗を拭ぬぐう。その様子を見る限り、ホワイトのいう契約はきちんと行使されているようだ。

「……はあ？　ちょ、待てや。俺に隠れて何食ってんだよ」

「船長キヤプテン、食ってませんよ」

「だから契約不ふ履り行こうはやばいって説明したでしょ。サインをしたからには約束を守らないとみんなひどい目に遭うよ。だってあの魔導師ホワイトが作った契約書にサインをしたんだから」

　みかるが説明するとガイもようやく事態を飲み込めたのか、同意を求めるような視線を送ってきた。

「そうなのか？」

「そうだと思う」

「だが、俺が乗船を許可したのは二人だっ！」

　みかるも契約を違えたと言いたいのだろうが、違う。みかる自身、今のところなんの契約不履行もしていない。

「ディーンはオオカミだから、二人には入らないじゃない」

「……宝の地図はねえだろうがっ！　それに姫の血がいるんだろ？」

「大丈夫。ディーンの荷物に入ってるから。それに……血もちゃんと用意してもらってる」

　みかるはリュックを背負ったディーンを指差す。ガイはチラリとディーンに視線を流し、ため息をついた。

「わかった。俺たちは同じ目的を持った仲間だ。これでいいな？」

　ガイはあっという間にみかるの手を摑んで上下に振る。

「うん」

「リオ。どうだ？」

「痛みは引きました。あれほど痛かったのに不思議です……」

　リオと呼ばれた男は苦く悶もんの表情から一変、けろりとしていた。まるでどこからかホワイトがこの状況を見て判断しているようにも思えて、周囲を見回したほど素早い回復だった。

「全く面倒な契約をしたもんだ。仕方ねえか。じゃあ、まずおまえら着替えた方がいい。あいつ……ああ、うちの副長のリオ・ヘンドリックについていけ」

　ガイはベッドに腰を下ろして、みかるたちに向かって犬を払うように右手を振る。だがそんな態度にディーンがまた上唇をめくり上げ、牙を剝く。

「ちょ、犬っ！　犬も連れて行けっ！」

　そう叫ぶガイを無視して、みかるはフィリップとともにリオの後を追った。
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　甲かん板ぱんからすぐに下の階へと移動させられたみかるたちは、真っ暗な部屋に案内された。

　リオが部屋のカンテラに明かりを灯すと、左右の壁に棚たながいくつも据すえ付けられているのが浮かび上がった。そこには着替えらしき服がいくつも畳たたまれていて、床にも毛布や敷物などが無造作に積まれている。

　ここは船員たちのクローゼットなのだろう。

「あ、少し待ってくださいね」

　リオは棚から布を引っ張り出して、天てん井じようの梁はりに引っかけると、着替えるための仕切りを作ってくれた。その心遣いはとてもありがたい。

「衣服は適当にサイズが合うものを探して着替えてください。脱いだ衣服は籠かごに」

　リオはそう言って部屋から出て行った。

「じゃあ……私、右で着替えようかな」

「なら私は左で着替えよう」

　みかるは棚から自分のサイズに合う衣服を選んで、仕切りの右側に入った。

　衣服は想像していたような臭くさいにおいはない。

　みかるはできるだけ音を立てないよう着替えようとしたが、隣のフィリップは逆にがさごそと音を立てて着替えている。それにホッと胸を撫で下ろしたみかるは、自分も気にせず着替えることにした。

　足首が出る長さのズボンは穿きやすいし、さらりとしたシャツも着き心地ごこちがいい。

　腰に巻いた赤い飾り帯おびは、なんだか海賊らしくてわくわくする。

　最初は何も考えずに飾り帯を腰の側面で結んでいた。

　だが、自分の姿を見下ろして、一度結んだ腰こし紐ひもを解ほどくと、やや内側で大きな袋を作るようにしてリボンを結び直した。そうしてもう一度、自分の姿を見下ろし、赤いリボンが少しだけこの衣い装しようを可か愛わいく見せてくれているような気がして、ホッとする。

　さらにみかるは毛先が少しはねている髪を後ろへ撫でつけた。

「みかる、いいかな？」

「えっ……あ……うん。……フィルさん。今、話しても大丈夫かな？」

「この部屋には他に誰もいないよ」

「ほんと？」

「本当」

「みかるは着替え終えた？」

「うん。終わった」

　みかるが仕切りから出ると、フィリップも同じように出てきた。

　フィリップは長なが袖そでシャツを肘ひじまで捲まくっていて、やけに涼すずしげな印象がある。

　みかるも似たような衣装を着ているのに、腰の位置が高いからか足が長く見えて格好いい。締まった腰に巻かれた赤い飾り帯は、フィリップのものには端に金きん糸しが縫ぬい込んであって、房がついている。

「あの……それでフィリップ王子……どうして来ちゃったの？」

「王子はここにはいない。私はフィルだよ。もちろんフィルでいいから」

　フィリップはそう言ってまんざらでもない笑みを浮かべる。

「わかった、フィル」

「ああ、私がここに来たいきさつだったね。姫を連れ去ろうとした男たちに剣を抜いたんだ。こちらが優勢だったんだが、あのオオカミに邪魔をされて、体勢を崩くずしたところで麻あさ袋ぶくろを被かぶせられたんだ。男としてこれほど恥はずべきことはないな」

「ごっ……ごめんなさい。エレノア姫に危険が及ぶと、私と自動的に入れ替わる魔法がかかっていたの。だから姫は無事。心配しないでいいよ」

　まずはエレノア姫がガイに略奪されなければ意味がないので、それを邪魔するフィリップにディーンは攻撃をしたのだろう。

　ただ、フィリップまで一緒に連れ去られるとは思わなかった。

「ねえ、みかる。それがいいことだと思うのかい？　もちろんエレノア姫が危険な目に遭うなど考えたくはないが、だからといってみかるがその身代わりになっていいってわけではないよ」

「……え？」

　フィリップは声を荒らげてはいないものの、すっきりと通った眉まゆをひそめ、深刻な顔をしていた。

　誤解しているだけなのだが、フィリップがみかるのために怒っているのだと思うと、ちょっぴり嬉うれしい。

「でもこれって、いつもじゃないの。実はいろいろあって……」

　みかるがそう言うとフィリップはピンときたようだった。

「あのオオカミは君の味方だね。そのオオカミが私の邪魔をしたってことは……これは最初から計画されていたのか？」

「そうなんです……ごめんなさい巻き込んでしまって」

　みかるは驚いているフィリップに、こうなった理由を最初から話した。

　もちろん知られては困ることなどは適当に誤ご魔ま化かす。

「……エド・ブラッドリーの財宝の話は小さな頃によく聞かされたよ。おとぎ話だと思っていたが地図が見つかったのか。だがどうしてみかるが財宝探しに海賊の船に乗ることになったんだい？　ショーンやオオカミではないディーンがいるはずだよ」

「私、宝探し大好きなのっ！　それにホワイトの作った契約書に姫様がサインをしているから、あのガイも地図を奪って私を海に放り投げることはできないし……。だってショーンは王様の世話をしているし、ディーンとローラはお城の最低限の警備をしてるから、長旅に出られる人がいなかったの」

　もちろん反対されてもこんなにわくわくすることからのけ者にされる気はない。

　ただ、宝の地図がエルフの手法で描かれていたことから、財宝を手に入れるまでの間に、エルフの血を持つみかるが必要になるだろうとホワイトが確信に満ちた顔で言ったのだ。

　だからみかるは、絶対に首を縦たてに振らないであろうジュリアンには内緒でホワイトとともにこっそり計画を進めた。

　今頃、ホワイトから事情を聞かされたジュリアンは怒っているに違いない。もちろんみかるを心配してのことなのはわかっている。

「……だからといって女の子を海賊の船に乗せるというのも納得がいかないんだよ。ジュリアン王はそういう方ではないはずだ」

「王様には内緒なの。でも、オオカミのディーンが護ご衛えいについてくれてるから大丈夫」

「そうだったのか。じゃあこうしよう。私も乗りかかった船だし、今すぐに港へ戻ることもないだろうから、航海中は私がみかるのナイトを買って出るよ」

　フィリップはエレノアにしていたようにみかるの手を取り、甲こうにキスを落とす。

　エレノアに変身しているときよりもちろん今の方が数倍動揺するし、嬉しくもある。

「え……ええっ!?」

「だめかな？」

「うっ……ううん。すごく助かる」

　助かるではなくて、嬉しいだ。

　本当はそう言いたかったのだが、上う手まく自分の気持ちを言葉にできず、みかるは笑って誤魔化しながら手を引っ込めた。

　フィリップは誰に対しても紳士的だし優しい男だ。しばらくフィリップと二人、船上で生活をすることになったとしても、何かあるわけなどない。

　もちろん、何かあったら嬉しいのだが。

「着替えは終わりましたか？　では、作戦室に案内します」

　いつまで経たっても出てこない二人に痺しびれを切らしたのか、リオはドアを開けてそう言った。

「はい」

「貴方あなた方の持ち物や衣服は全て航海後お返しいたしますので、ご安心ください。こういう痛みは一度で十分です」

　リオはまだ腹を押さえながらも、笑顔を取り繕つくろっていた。
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　今度リオに案内された作戦室は十畳じようほどの部屋だった。

　真ん中にやたらに大きなテーブルが鎮ちん座ざしている。テーブルの上には海図が広げられ、この船を象かたどった木き彫ぼりが置かれていた。近くにスタホードの港が描かれていることから、木彫りは船の現在位置を示しているのだろう。

　よく見ると深い彫りがされているテーブルの脚は全て床に打ち付けられていて、船がひっくり返っても動かないようになっていた。壁には古ぼけた地図や、刃先が四つに分かれた槍やり、綺き麗れいな織りのタペストリーなどが飾られている。

　ガイは二人が入ってくるとテーブルに広げた地図から顔を上げ、にんまりと笑う。

「なんだ、そんな格好させたらさらにガキ化が進むな。一応、俺の部下に女に手を出したら舳へ先さきに吊つるすと脅しておいたが……必要ねえ～な。貧乳だし」

「君、女性にそういう言い方は失礼だろう」

　フィリップはみかるを気遣って注意をしてくれたのだろうが、みかるとしてはそっとしておいてほしい話題だ。

「噓うそは言ってねえよ。じゃあなにか、スタイルがいいとか、美人だとか言えってか。それこそ噓だろうがな」

「そういう言い方が失礼だと言ってるんだ」

「じゃあ、あんちゃんはあのガキの胸を巨きよ乳にゆうだと言うのか？」

　ガイの無神経さは最初からわかっているためどうしようもないが、そこにフィリップまでも参加してこの話題を引っ張られると、当人のみかるはいたたまれない。

「ちょっと、やめてよ！　私の胸の話なんて関係ないでしょ！　なんでそうなるのよっ！」

「あ……悪かったね」

「フィルはいいの……ううん、この話題に関してはよくないけど……。私だって傷つくんだからね」

　ガイに恨うらみがましい目を向けると、さすがに反省してくれたのか、それとも面倒だと思ったのか、一応、謝罪らしき言葉を口にした。

「……そりゃ、悪かったな。じゃあ話し合うために椅い子すに座れ。そっちのあんちゃんも適当に座ってくれ」

　言われたとおりみかるはすぐ近くの椅子に座り、向かい合わせにフィリップが座った。リオはガイのやや後方で静かに佇たたずんでいる。

「で、地図を出してくれよ。契約書にサインはしたんだから、俺が持ち逃げはできねえんだろ。だったら全部見せてくれてもいいはずだぜ」

「いいよ。……あれ、ディーンは？」

　ディーンの名を呼ぶと、いつの間に移動してきたのかテーブルの下からいそいそと這はい出てきた。

　みかるはディーンの背中にあるリュックから地図と血のついた布を入れた巾きん着ちやくを取り出す。

「こっちが地図。エレノア姫の血はこの巾着に入っている布についているわ」

　みかるがテーブルに地図を広げると、ガイだけではなくフィリップやリオまでもが見入っていた。

　けれどしばらくしてみんなが揃って渋しぶい表情を浮かべる。

「え……なに？　どうしたの？」

「なるほどねえ……こりゃまた、やっかいな場所にあるな。だがいい隠し場所であることも確かだ」

「本当だな」

　ガイは困った顔をしながらも顎を撫でてやたらに感心している。しかもフィリップまでも納得しているのだから驚きだ。

「どうしてやっかいなの？」

　みかるの質問にガイが答えようと口を開いた瞬間、作戦室の扉が勢いよく開けられ、こちらの二倍ほど幅のある中年女性が大おお股またで入ってきた。

「ガイッ！　あんた、洗せん濯たく物ものを裏返してほったらかしにするのやめなさいって言ったじゃないか。そんなんじゃ、姫さんに嫌われるよっ！」

　女性は作戦室の状況など見えていないのか、ガイの後ろに転がる上着を拾って籠に突っ込み、出て行こうとした。だが、扉の前で不意に立ち止まって振り返る。

「おや、あんた初めて見る女の子だね。なんて名だい？」

「……私……みかる。天あま城ぎみかるって言います」

「じゃあ、女の子のみかるは私の部屋で寝起きするんだよ。わかったね？」

「あ、はい」

「そっちの、お兄ちゃんも新顔だね」

　ふくよかな顔の女性はフィリップにも目を留めて、にっこりと笑う。

「初めまして、フィルと申します」

「なんだい、上品でいい男だねえ。私はアン。何か入り用のものがあったら、なんでも言っとくれ。本当にガイもこのくらい上品だと、嫁よめさんもすぐに来るんだけどねえ。爪つめの垢あかでも煎せんじてもらうんだね」

　言いたいことを一方的に口にして、来たときと同じような唐とう突とつさでアンは作戦室を出て行った。まるで嵐あらしが通り過ぎたような勢いだ。

　ガイといえば苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔で座ったまま動かない。

「……君の母君か？」

　フィリップがそう聞くと、ガイはようやくハッと我に返ったようで、慌てて否定した。

「違う。あれは……なんだ……昔いた部下の母ちゃんだ。いろいろあって、居着いちまったんだよ。船を下りろというのにそうしてくれねえ……。まあ……食事を作ってくれっから、助かってはいるんだが」

　好き勝手な暴言を吐くガイだが、あのアンという女性には頭が上がらないようだ。

「……なんだ、笑ってんじゃねえ。俺だってな、あのビッグマザーには困ってんだよ」

「ピッグマザー？」

「おまえ、マジで言ってんなら、ビッグマザーにぶっ殺されっぞ」

　ガイは頭をがりがりと搔かいて口を歪ゆがめていたが、後ろに立つリオが笑いを堪こらえていた。

　それでもみかるは何が問題かよくわからずきょとんとしていると、フィリップが囁ささやくように言った。

「みかる、ピッグだと豚ぶたになるよ」

「あ……あはは。ビッグ、ビッグだね。聞き間違えちゃった」

「間違いは正しとけ。……で、テーブルの海図を見てくれ。この宝の地図からだと、目的地はここらあたりになる」

　ガイが指差した場所は島などの絵は描かれていない。その代わり、どくろのマークがいくつも描かれていた。

「島とかないのに変なマークがついてるけど、ここは何？」

「出るんだよ、この海域には。うじゃうじゃ。だから詳しい海図がねえ」

　ううむと唸っているガイだが、みかるには何が出るのかも予想がつかない。

「出るって、何が？」

「ああ、クラーケンだよ」

　フィリップの言葉にみかるの顔がパッと明るくなった。

「クラーケンって……海賊にはお約束のクラーケンっ!?　イカの超巨大版でヌルヌルの吸きゆう盤ばんで船に巻き付いて襲おそうやつだよね？　うっわ、うっわ、見たい～！」

　クラーケンは海賊映画に出てくる海の怪かい物ぶつだ。たいてい巨大なイカの姿をしていて、船を襲って沈める。

　もちろん空想上の生き物なので、目にすることはできない。

　けれどこの世界にはクラーケンが出るのだ。本物を見ることができる可能性があることに、みかるは思わずはしゃいでいた。

　だがそんなみかるの様子にみんなが目を丸くさせていることに気づいた。

「……え、何？」

「海の悪魔とも呼ばれるクラーケンでそんなに嬉しそうに興奮する奴は初めて見たからな。普通は男でも怖こわがるもんだ。女なら、きゃ～怖い～だろ？　その方が可愛いぜ」

「かっ……可愛くなくて悪かったわね」

　みかるは顔を真っ赤にして怒るが、フィリップが笑っているのが見え、肩をすくめる。

　フィリップとしばらく一緒だから、できれば可愛いところや──自分でもあるのかどうかわからないが──いいところ──それも定かでないが──を見られたいのだが、そういうわけにはいかないようだ。

「まあ、なんだ。このクラーケンをどうするかだな。エレノアっちゃんがいたらなんとかなったんだがなあ……」

「うちの姫様がクラーケンとどう関係あるの？」

「やつらはなんでかエルフは絶対に襲わねえ。まあ……エレノアっちゃんは純粋なエルフじゃねえから、おとなしく通してくれるかわかんねえけどな。作戦は練ねってみるか。目の前にエド・ブラッドリーの財宝があるっていうのに、簡単に諦あきらめられっかよ」

　ガイは聞こえるようなため息をついて、意味深な視線をみかるに向ける。

「……何？」

「……俺はエレノアっちゃんとラブラブな新婚生活を夢見てたのによ……なんで俺の船に貧乳のガキが乗ってんだよ」

「貧乳もガキも余計。ていうか新婚生活って、妄もう想そうしすぎ」

　ガイの妄想にフィリップがどんな顔をしているのだろうかと様子を窺うかがったが、別に腹を立てている様子はなかった。

「うるせえ。ま、なんつ～か、話は終わりだからおまえはビッグマザーのところへ、そこのあんちゃんはリオにねぐらに案内してもらえ。明日から二人にも働いてもらうからな。もちろんエレノアっちゃんとの契約どおり礼れい儀ぎを尽つくす気だが、だからって遊ばせてやれるほど、ここは優雅な船じゃねえんだよ」

「わかった」

　みかるは素直に頷うなずいた。

　作戦室から出ると、外はすでに闇やみに包まれ、甲板にはあちこちランタンが灯ともっていた。

　先ほどは移動をせかされていたため、ゆっくり眺ながめる余裕はなかったが、今はよく見える。

　空には宝石をちりばめたように星が光り輝いていて、銀黄色の月は真っ黒な海面を照らしている。潮しおの香りは強く鼻をくすぐり、船体に打ち寄せる波の音がザッザと響いていた。

　水夫らしい男たちの姿がポツポツと見られたが、こちらに関心はないのか、チラリとも見ようとしない。

　みかるは飛行機や新幹線に乗ったことはあるが、船はまだなかった。

　しかも高こう速そく艇ていならべつに興奮はしなかっただろうが、帆はん船せんだ。しかも砲ほう門もんもついている、海賊船だ。

　ビッグマザーのもとへ行かなくてはならないのだろうが、実際甲板を歩いて、潮風に当たると我慢できなくなって、走りだしていた。

「……わ～すっごい感激っ！　私、船に乗ってる……船！」

　みかるは頭上にある見張り台を眺めながらメインマストを一周し、船首へ向かって走った。追いかけてくるディーンは迷惑そうだったが、そんなことは関係ない。

　この世界に来て今までにも感動することはたくさんあったが、船はまた格別なのだ。

「みかるさんは船は初めてですか？」

　戻ってきたみかるにリオが呆れた顔ではなく、どこか楽しそうな表情で聞いてきた。

「そうなんです。船に乗ったの初めてで、すっごく興奮しちゃって……ごめんなさい」

「甲板ならしばらく見回ってくださっていいですよ。私はここで待っておりますので、満足されましたら声を掛けてください」

「リオさん、ありがとう」

「いいえ、どうぞ、ごゆっくり」

　リオをそこに残し、みかるはフィリップと船せん首しゆへ向かって歩いた。

「みかるは本当に好奇心が強いね」

「え、だって王……フィルはわくわくしない？」

「しないわけじゃないが、船は乗り慣れているからね」

　フィリップは夜空を仰あおぎ見ながら言う。

　もう何度もフィリップの顔は間近で見ているのに、こうしているとまた青い瞳に目が釘くぎ付づけになりそうだ。

「じゃあ、あちこちに行けるんだ」

「父の代わりに友好国のパーティに出たり、結婚式の祝しゆく辞じを述のべたりという用事がほとんどだよ」

「それは楽しくなさそう……」

　みかるはこの世界に来て一国の姫がやるべきことを体験しているが、スタホードは小さな国だ。大国といわれるノークレーブスの王子ともなると、負うべき責任も、やらなければならない務めもたくさんあるに違いない。

「あんまりね。ああ、そうだ。聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

「何？」

「実はエレノア姫に手紙を渡してあるんだが……読んでいる姿を見たことや、何か感想を聞かされたりしていないかな？」

　訊たずねられるかもしれないと、一応、予想はしていたから、とまどいはしなかった。

　それにたとえどういう相手でも、送った手紙の返事がなかなか来ないと、不安になるものだろう。

「……ううん」

「そうか」

「……姫は読んでらっしゃらないと思う」

「どうしてそう思うんだい？」

　フィリップはみかるを見下ろして、みかるの瞳に答えを探そうとしている。

「お返事をするのが難しい内容かもしれないと思うと……読めないとか。あ、でもこれ、私の想像だから、違ったらごめんなさい」

　フィリップが愛する姫はもういないとか、すでに結婚しているとか、その娘がみかるだとか、実は字が読めないから返事が書けないとか、本当のことを話せないだけに、誤魔化すのは大変だ。

　そんな中、一番、もっともらしい答えを口にしたつもりだが、フィリップはどこか困惑した表情を浮かべている。

「あの……スタホードって本当にびっくりするくらい借金があるんだよ。きっとそれも原因だと思う」

「原因がそれだけなら安心なんだが……」

　フィリップは頭を僅わずかに左右に振ると、また空を見上げた。

　今は、星は瞬またたいているのになぜか月の姿はどこにも見あたらなかった。











[image: ]












　みかるが予定どおり海賊船へと連れ込まれ、無事に出港していくのを見送ったホワイトは、それらを目撃した者たちから記憶を全て消し、フィリップの護ご衛えいを眠らせた後、城へと戻った。

　一連の計画をジュリアンに話したホワイトは、予想された怒りを目にして、機き嫌げんよく微笑ほほえんだ。

「ホワイト！　どういうことだ。どうしてみかるが海かい賊ぞくの船に乗って宝を探しに行くことになったんだっ！」

「ジュリアン。そう吠ほえるな。護衛にディーンをつけてある」

「彼の護衛には問題があるだろう？　みかるは知っているのかい？　いや、そういう問題でもないだろう」

　ある呪のろいを受けたディーンは、昼間は人間の姿でいられるが、日が沈むとオオカミの姿になるのだ。朝日を浴びるとまた人間の姿に戻るが、ディーンは不自由な生活を強しいられている。みかるはまだそのことを知らない。

「案ずるな。戻ってくるまでは夜の姿でいられるよう、魔法をかけておいた」

「だから……そういう問題ではないだろうと言ってるんだよ。フィリップ王子まで海賊に連れ去られたとは……頼む……噓うそだと言ってくれないか」

「本当だ。二人も護衛がいたらみかるも安全だぞ」

「ホワイト……それがどういう結果を招くのか、わかっているはずだよ」

　今にも心労で倒れそうな顔で、ジュリアンは胃のあたりを押さえる。

「ああ、フィリップの護衛は気づかれる前に眠らせて、使用人の部屋に放り込んである。フィリップが戻ってくるまで眠らせておくといい」

「私は借金の額より、みかるたちが心配だよ。特にみかるはどれだけ少年に見えても、女の子だぞ。男ばかりの海賊船に乗せるなど、正気の沙さ汰たではない」

　確かに普通の女の子なら心配かもしれないが、相手はみかるだ。

　エレノアの娘であるのに、どうにも色気がない。もっともエレノアとはまた違う、人を引きつける魅力を備えているようだが、本人は気づいていないようだ。

「子供は一人で冒険をすることを覚えてやっと大人おとなになるんだ。違ったか？」

「ホワイト」

「なんだ？」

「もしものことなど絶対に許さん。君は責任を持って、あの子たちを監視するんだ。君ならそれが可能なはずだ。できないとは言わせない」

　もちろんホワイトもそのあたりは心得ている。みかるはメレディスの孫であり、エレノアの娘だ。大怪け我がをされるのも困るし、死なせるわけにもいかない。

　ただエルフの守護馬であり、今はみかるを守護する役目に燃えているマンティ・ゴーラのジャスパーは、ホワイトの結界で馬ば房ぼうから外へ出られないようにしていた。

　ジャスパーに海や山など関係ない。みかるから一定以上離れることができないジャスパーなら海などものともせずに海賊船に乗ったみかるを追うだろう。

　だが今は、あれがみかるを追うとややこしいことになる。

「ああ。ちゃんと見ておく。だからそう、怒るな。みかるでなければならない理由があるから仕方がないだろう」

「……どうせならローラやショーンも行かせたらよかっただろうに。その方がもう少しだけ安心ができた。ホワイトの力なら今からでもなんとでもなるんじゃないのか？」

　それではもう一つの目的が果たせない。

　だからホワイトはみかると計画を練ねりながらも、別の計画も立てていた。

「今この海賊不在の港を、自分たちの港として取り戻す必要があるだろう。残った者にはその役目がある。それに……」

「それに？」

「私がなぜディーンをオオカミの姿のまま行かせたと思う」

「わからんね」

「海賊という外野はいるが、フィリップとみかるの二人旅だぞ。既き成せい事実さえ作ってしまえばこっちのものだ。女っ気のない場所で毎日みかるを見ていたら、あのフィリップもいずれムラムラくる。それでこそ男だ。そうだろう、ジュリアン？」

　もう一つの目的とはこれだ。

　ジュリアンが再婚を望まないため、スタホードはいつまで経たっても跡あと継つぎができない。できるのならばエレノアに戻ってもらいたかったが、彼女は自分が誰とどこで生きるべきなのかを決めた。だからもう戻ってはこないだろう。

　あとはみかるに希望を託たくすしかないのだ。

「きっ……既成事実とかムラムラなど……なんだい、なんのことを言ってるんだ？」

「跡継ぎは男の子がいいぞ、ジュリアン。そうすればおまえの希望も叶かなう」

　ジュリアンは跡継ぎができたら自分は早くに王の座を退しりぞき、エルフの国でメレディスと暮らす約束をしているのだ。

　エルフにとって人間の世界はあまりにも過か酷こくな環境となるのだが、人間がエルフの国で過ごすことには長生きする以外問題がない。

「ほっ……ホワイトっ！　いい加減にしないかっ！　私を曾そう祖そ父ふにする気かっ！　おじいちゃんというのも傷つくのに、勘かん弁べんしてくれないか……」

「ジュリアン、君が問題にしている点はどこかずれていないか？」

「そうかね」

「ああ」

　ジュリアンは王として驚くほどの手しゆ腕わんを発はつ揮きすることもあれば、今のようにどこかとぼけた天然さも備えている男だ。

　どうしてこんな男にエルフ一と言われた容姿と賢かしこさを備えたメレディスが惚ほれたのかは永遠の謎だろう。

「……まあいい。しばらくは君に任せるしかなさそうだ。ノークレーブスの王から何か言ってきたら、できるだけ誤ご魔ま化かすようにする」

「そうしてくれ」

「だが、念を押しておくが、みかるを絶対に危険な目には遭あわせてはいけないよ。わかっているね？」

　同じことばかり口にするジュリアンに、ホワイトはそろそろうんざりしていた。

　心配なのは理解しているが、こちらも馬ば鹿かではない。一度聞けばわかることだ。

「私がみかるを危険な目に遭わせたことなどないだろう？　いつだってみかるの味方になってきたつもりだが。もちろんだからといって過保護にはするつもりはないぞ」

「今から連れ戻せと言っても君はそうしないだろうから、仕方ない。ローラとショーンには港に向かってもらうよ」

「ああ、私から説明しておく。ジュリアンはこれから大臣と会議のはずだ」

「覚えてくれていて、ありがとう。さあ、行ってくれ」

　ようやくジュリアンはホワイトに背を向け、自らの仕事を果たすために、去っていった。

　だがそんな二人の会話に聞き耳を立てていた存在にホワイトは気づいていた。

「……ショーン、出てこないか。わかるように隠れられると、イライラする」

「別に隠れていたつもりはないのですが……」

　ショーンは柱の陰からそろりと姿を現して、苦笑を浮かべた。

「海賊の船にショーンも乗りたかったのだろう？」

「ええ、みかる様が心配ですからね」

「心配？　君の雇やとい主ぬしからそろそろ連絡があったんじゃないのか？」

　ホワイトが冷ひえた眼まな差ざしを向けると、いつも穏やかなショーンの表情が僅わずかに曇くもる。

「またエレノアの抹まつ殺さつか。全く……懲こりないな」

「あのまま消えてくださっていたらよかったのですが……いえ、ホワイト様がこのことを王に知らせてくだされば、私は楽になれるのです。どうしてそうしてくださらないのです？」

　自分から正体を打ち明けられない男に、どうしてこちらが気を遣ってやらなければならないのだ。

　そういう責任は自分で取ってもらわなければ困る。

　もっともショーンの企たくらみを知ったうえで放置している理由がホワイトにはあった。

「板いた挟ばさみになるおまえを見るのが楽しいからだ。わかるだろう？　そうだ、いいぞ。今いるのはエレノアではなく娘のみかるだと教えてやったらどうだ」

「そんな話を信じるわけがないでしょう」

「なるほど、少しはジュリアンに義理立てしているわけか」

　ショーンはただ目を少し伏せただけで、言葉は発しなかった。

　ジュリアンが尽つくし甲が斐いある王であることを知ったとき、ショーンの中で何かが変わったのだろう。だからといって雇い主を裏切るわけにもいかない義理堅い性格がショーンを苦しめているようだ。

　もっともホワイトにとってそんなショーンの姿を見るのは、退屈な城での生活に、話題を提供してくれる。

「たとえば……もし仮におまえの目的が果たせたとしても、私からの報復がどれほど恐おそろしいものとなるのか、依頼主は想像ができないのか」

「それができる方でしたら、私の役目もすでに終わっています」

「おまえの事情など知ったことか。私は楽しませてもらうだけだ」

　冷笑を浮かべていると、どこからともなくローラの声が響いた。

「そこのへっぽこっ！　やっと見つけたわ。みかるが海賊に拉ら致ちされたってどういうことなのよっ！　納得いく説明してもらうからねっ！」

「ショーン……おまえが説明しろ」

　鬼のような形ぎよう相そうで剣を抜いて向かってくるローラの前から、ホワイトは姿を消した。
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　みかるは朝、まだ日が昇る前に起こされ、目を擦こすりながらもビッグマザーのアンに引っ張られるまま、ディーンを引き連れ厨ちゆう房ぼうに向かった。

　厨房は船せん尾びにあった作戦室とは反対側の船せん首しゆの方にあって、煮に炊たきができるようになっていた。みかるは言われるまま籠かごに干した豆や、堅い木の実、ジャガイモを入れて運び、両手を輪にしたほどの直径の大鍋に驚いた。

「すっごい鍋……」

「そこでジャガイモを皮ごと茹ゆでるんだよ。水は貴重だから茹で汁も捨てるんじゃないよ」

「茹でるだけだったら……鍋の底に網あみでも張って、蒸むしたらどう？」

　ここには蒸し器がないようだから、代用で網を使えばいいはずだ。

　そんなみかるの提案に、アンは首を傾かしげている。もしかすると蒸すというのが伝わっていないのかもしれない。

「蒸す……？」

「ええっと、沸ふつ騰とうした湯気で蒸した方が使う水の量が少なくてすむかなあ……って思ったの」

「そういや……いい手ねえ。あんた、頭いいじゃないの。なんにもできないお嬢ちゃんだとばっかり思ってたけど、見直したわ」

　そう言いながらアンはみかるが提案したやり方で鍋の底に網を入れ、水を少し張る。

「わ～ありがとう」

「ほめたからってなんにも出ないよ。さっさとおし。朝のメニューは豆のスープにジャガイモ、パン一切れだからね。鍋にジャガイモを入れていきな。できたら棚たなにある皿を下ろして全部一つの皿に並べるんだよ」

「は……はい」

　言われたとおり、みかるは籠にぎっしり詰められているジャガイモを手に取り、海水で洗って鍋の中へ入れていく。籠から鍋へと全てジャガイモを移動させてから、別の鍋でスープを作るアンに聞いた。

「……水が貴重だってことは……お皿はどうやって洗うの？　やっぱり海水？」

「そうだよ」

「食べ残しはどうするの？」

「そういうのは許さないけどね。もし残ったら海に還かえすんだよ」

　アンは大きな身体からだを折り曲げ、火の具合を火ひ箸ばしで確かめながらも、みかるの質問に答えてくれる。

「ゴミなのに？」

「何、言ってるんだい。魚の餌えさになるんじゃないか」

「あ……そっか」

「頭がいいのか悪いのか、わからない子だね」

　呆あきれたように立ち上がったアンに、みかるは笑って誤ご魔ま化かした。

「あはは」

「笑ってないで窓を開けてカウンターを用意するんだよ。これから忙しくなるんだからね」

「は、はいっ！」

　調理場とは逆の方向の窓が開いてカウンターになり、そこから船員たちに料理の載ったトレーを渡すようだ。

　みかるは食堂へ続く窓を開けて、板を向こう側に倒してカウンターにすると、アンに言われるまま調味料などを並べる。見たこともない不ぶ気き味みな色のソースや、甘いのかからいのかわからない匂いのソースなど様さま々ざまなものがボウルに入れられスプーンが添そえられていた。

　しばらくすると船員たちが集まってきて、アンができあがった料理をトレーに載せると、みかるがそれを船員たちに手渡していく。

　愛あい想そのいい船員はみかるに挨あい拶さつをしてくれるが、みながそうというわけではなく、無言でトレーを奪っていく者もいる。瘦やせていたり太っていたり容姿も様々だが、みなそろってよく日焼けをしていて、一ひと癖くせも二ふた癖くせもありそうに見えた。

「おはよう、みかる。よく眠れたかい？」

　フィリップは最後にやってきた。

　眠気が欠片かけらも見えないフィリップは、いつもの爽さわやかな笑みを浮かべていた。

「あ……なんとか。フィルは？」

「ハンモックはかなり久しぶりだけど、眠れたよ。みかるは？」

「私はアンおばさんが木箱を並べて即行でベッドを作ってくれたの。でもハンモックもよさそう。一度、チャレンジしてみたい」

「みかるは本当に好奇心旺おう盛せいだ」

　フィリップはみかるが差し出したトレーを受け取りながら、くすくす笑っている。

　こうやってフィリップと普通に話しているだけですごく楽しく、気持ちが高こう揚ようしてくるのだから不思議だ。

「あはは。そうかな」

「こんなところでしゃべってんじゃないよ。さっさと自分のトレーを持ってテーブルに着きな」

　アンに注意されたみかるは思わず肩をすくめていたが、フィリップは動じることなく笑顔で答えた。

「すみませんレディアン。お仕事の邪魔をしてしまいました。じゃあ、みかる、また後で」

「また後で」

　みかるがフィリップを見送っていると、背後からアンがうっとりとした声で言った。

「レディアンだって。ちょっと、聞いた？　見た目もいい男だけど、礼れい儀ぎ正しいところがまたいいねえ」

「フィルは外見だけじゃなくて、性格もすごくいいの」

　誰に対しても紳士的に振る舞ってくれるし、細こまやかな気遣いを忘れない。青い瞳は知的に澄すんでいるし、優雅な物腰と貴族的な容よう貌ぼうは女の子なら誰でも一度は恋するはずだ。

「あらあら、あんた惚ほれてる顔してるよ」

「……ちっ……違うよっ！　そんなんじゃないって」

「あこがれだけにしておくことだよ。ああいう見た目もよくて優しい男はそうしたくなくても女を泣かすって昔から決まってるんだよ。放っておいても女たちが集まってくるからね」

　アンに言われなくてもみかるだってそのくらいのことはわかっている。

　ただ、だからといってフィリップがそういう自分のことをよしとしているとは思えないのだ。

　どれほど女性から愛を打ち明けられようと、フィリップの心はエレノアだけにしか動かない。そういう一いち途ずなところもみかるがフィリップのことを好きになった理由でもある。

「フィルは浮気性じゃないよ。それだけは知ってる」

「まあいいけど。ほら、これはあんたの分だよ。ここで食べていきな。まあ……あんたのなりじゃ、男どもの気を引くことはないんだろうけど、女の子だからね。何かあったら大変だ。一人でうろうろするんじゃないよ」

「大丈夫、この子がいるから」

　アンは心配してくれているが、間違っても心配されるようなことにはならないだろう。それにもしものことがあったとしても、傍かたわらにいるディーンがみかるを助けてくれるはず。

　みかるは邪魔にならないように足あし下もとで自分の餌を食べているディーンの背中を撫なでて、にっこりと微笑ほほえんだ。

「はっきり言っとくよ。男はある日突然、オオカミに変身するんだ。どんなに紳士に見えても中身はわからないからね」

「大丈夫、わかってるって。……ディーン、なんでそんなに目を丸くさせてるの？　ビックリしてるみたいに見える……」

　アンのどの言葉に反応したのかわからないが、ディーンが目をまん丸にさせて顔を上げたのだ。いつも唸うなっている顔しか見たことがないみかるは、そんなディーンの可か愛わいい表情に思わず声を上げていた。

「いいから私の言うことをよく聞いておきな。そうすりゃ、泣かずにすむんだ。別にあんたをいじめようって思ってるわけじゃないんだから」

「アンおばさんって、ママみたい」

「ママでもいいさ、ちょうど娘が欲しかったところだからね」

「あはは……。なに、ディーン。足りないの？」

　みかるがアンと話している間に自分の餌を食べ終えたのか、ディーンはみかるのトレーをじっと見つめている。

　身体が大きいため、アンが用意した餌では足りなかったのだろう。

「余分はないよ。だいたいそんなにでっかい犬を連れてくる話は聞いてなかったからね」

「じゃあ、これ食べて。私はもうお腹なかいっぱいだから」

　みかるが自分のパンをディーンにやろうとしたが、アンがそれを止めた。

「出されたものは全部食べる。でないと航海を乗り切れないよ。だいたい、それだけでっかいんだ。少しくらい腹が減ってもすぐには死にやしないよ」

「……でも……」

「誰かが残したら、そいつをやんな。でも、自分のものは自分で食べるんだよ」

「わかった」

　みかるはそう言いつつ、アンが背を向けたのと同時に、自分のパンをディーンの口に押しつけた。ディーンは最初、鼻はな面づらに皺しわを寄せたが、空腹には耐えきれなかったのか、次の瞬間には口にパンを入れてモグモグと食べた。

　だがこの程度ではディーンの腹は膨ふくれないだろう。腹が空すきすぎて誰かを襲おそうことはないだろうが、次はいつ上陸できるかわからない状況だ。このままではディーンが餓が死ししてしまう。

　どうしたらいいのかあたりを見回していたみかるの目に、釣つり竿ざおらしきものが目に入った。

　調理場の端にある隙すき間まに立てかけられているのだが、細長い棒にやたらに長い糸が巻き付けられていて、先端に針がついているのだ。どうみても釣り竿だ。

「これって釣り竿だよね。船の上から魚が釣れるの？」

「一番下の砲ほう門もんの窓から垂たらすんだと。停船しているときならいろいろ釣れると聞いたね」

「ふ～ん」

「なんだい、興味あるのかい？　けど、慣れないあんたはやめときな。砲門の近くは危ないんだから。鉄の玉もあって危ないけどねえ、それより落ちたら終わりだよ」

　アンは言葉遣いはぞんざいで、時にはきつく聞こえることもあるが、決して悪い人ではないことがわかる。今もみかるを心配して、釣りは危険だからだめだと注意してくれているのだ。

「……うん。わかった」

　みかるはそう答えたが、内心では釣りをすることに決めていた。

　ディーンの足りない餌を海上で確保するためには、釣りはどうしても必要だ。

　まだ物足りなさそうな顔をしているディーンの頭を撫でながら、みかるはアンに気け取どられないよう、笑顔を見せた。
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　航海は三日目に入った。

　ここ数日の出来事は、フィリップにとって非常に興味深いことばかりだった。

　エレノアを助けるために海かい賊ぞく船に乗船することになったが、言葉を飾ることのない者たちの中で一人の男として扱われるのは、悪い気はしなかった。

　城内で交かわされるおべっかや心の伴ともなわない世せ辞じにはうんざりしていたからだろう。

　フィリップは二男であるため、兄よりは自由が与えられているものの、行動の全てが国のためだという責任は、時に重い足かせとなっていた。

　それでも大国と呼ばれるノークレーブスの王子でありながら、愛する人を選ぶ権利を与えてもらえたのだから、かなり幸運だったと言わざるを得ない。

　いや、父である王からすると、二男のフィリップがエレノアと結ばれることも政治的な駆かけ引きの一つだといえる。父はエルフの娘であるエレノアに興味を持っていた。それ以上にエレノアを守るホワイトという魔導師の力を欲しがっているのだ。だから婚こん姻いんを結ぶことでその力を手に入れようとしている。

　だがホワイトが他人の言うことを素直に聞く魔導師ではないことは会えばすぐにわかることだ。しかもあの魔導師は政治的なものに自分の力を利用されることを非常に嫌う。たとえフィリップとエレノアが結ばれたとしても、ホワイトは父の命令など聞く耳を持たないだろう。

　ただそういったホワイトの性格をフィリップは父に話したことはなかった。当てが外はずれるような婚姻など許してくれないことも、フィリップは承知しているからだ。

　フィリップはノークレーブスの王座には興味がない。だからといって政治的に愛することもできない相手と結婚させられることは、たとえ国のためだと言われても、こればかりは受け入れられないことだ。

　そんなフィリップのことを兄はロマンティストといい、弟は小国の養子になるなど貧びん乏ぼうくじだと言う。

　けれどフィリップは自分がロマンティストでもなければ、貧乏くじを引いたとも思わない。

　もしエレノアが自分ではない他の王子と『華の誓ちかい』を結んでしまったなら、どれほど汚い手だと非難されようとノークレーブスの持つ力を行使し、解消させたに違いない。

　それほどフィリップはエレノアを愛しているのだ。

　エレノアとは『婚約の華』をようやく交わせた。あとは『華の誓い』だけなのだが、今もっていい返事をもらえないのは、本当にあの国の借金だけが問題なのだろうか。

　エレノアの侍じ女じよでもあるみかるなら、何かを知っているかもしれない。この旅の中で自然と知る機会に恵まれるといいのだろうが、みかるは姫の話をするのをあまり好まないようなのだ。

　侍女という立場をよくわきまえているのだろう。

　みかるは普通の女の子とは少し違う。

　非常にバイタリティがあって、好奇心も旺おう盛せいだ。たとえ最初から計画されていたことだったとしても、もう船での生活になじんでいる。

　見張り台にみかるが登っていたのを見つけたときは、本当に驚いた。

　いつの間にか船員たちも隣の幼なじみに対するような態度でみかるを可か愛わいがっている。

　みかるもまた女の子なら普通躊ちゆう躇ちよするような頼まれ事でも、決して嫌いやな顔をしない。顔の相がわからなくなるほど真っ黒になりながら、裸足はだしで甲かん板ぱんにぞうきんがけしたときは逆にフィリップが止めたほどだ。

　本当にみかるは不思議な子なのだ。

　どこにでもいるような女の子なのに、知れば知るほど、どこにでもいるような子ではないことに気づかされる。

　みかるは喜き怒ど哀あい楽らくがとても自然だ。何ものにも縛しばられない自由さが感じられるし、素直でとてもいい子だ。

　エレノアが侍女にはどちらかというと似合わないみかるを側に置くのもわかる気がする。

　フィリップは目を閉じハンモックに揺られながら様さま々ざまなことを考えていた。

　ここは城内とは違って、忙しくもあるが考える時間はたっぷりある。

　こんなふうに様々なしがらみから逃れて考えることができる時間は貴重だ。

「……っ！」

　人の気配に飛び起きたフィリップは、いつも傍かたわらに所持している短刀を男の首筋に当てた。

　男の持つカンテラの明かりに浮かんだ顔はガイのものだった。

「おっ……おいおい。別に寝込みを襲おそいに来たわけじゃねえよ。それに……あんちゃんは綺き麗れいな男だけどよ、そっちの趣味はねえ」

「……なんの用だ」

　フィリップは抜いた短刀を鞘さやに収めて腰に差し込み、ハンモックから下りた。

　ガイはニヤニヤしながらフィリップを品定めするように見つめてくる。

「上品で綺麗な顔してっけど、意外と危なっかしい世界で育ってきたようだな」

「それで、なんの用だと聞いているんだ」

「だから凄すごむなって。あんちゃんの連れがビッグマザーのところにいねえんだよ。それほど広い船じゃねえのに、姿が見あたらねえ」

「あの子にもしものことがあったら、私の剣はおまえの喉のどを貫くぞ」

　フィリップは収めた短剣を再度抜いてガイの首筋に向け、鋭するどい視線で睨にらみつけた。

「待て、待てよ。あんちゃん。そう興奮するなって。船員は点てん呼こを取っていて、誰一人として姿を消してはいない。だいたいちょっとした理由で今は全員甲板に出てるからな」

「じゃあ、みかるはどこにいるんだ？」

　フィリップは眉まゆをひそめた。

　みかるがいなくなったというのに、ガイからはこれっぽっちも心配しているという気配が伝わってこないのだ。

「それはあんちゃんの仕事だろうが。俺は確かにおまえらを預かると姫と約束したが、そこまでの面倒は見られねえ。さっさとあのガキを見つけて柱にでも身体からだを括くくり付けてろ」

　ガイはそう言って縄なわをフィリップの足あし下もとに放り投げると、持っていたカンテラを押しつけてきた。

「嵐あらしか？」

「そうだ、嵐を俺たちは楽しんでるが、あんちゃんたちは違うだろ？　慣れない奴は床を転がって大怪け我がをしちまう。その前になんとかしろよ」

　それだけを言うとガイはさっさとフィリップに背を向けて、闇やみの中に姿を消した。

　フィリップもみかるを探すのに、下の階層へ向かい、声を上げた。

「みかるっ……みかる──っ！」

　みかるは傍らにホワイトの使い魔を連れている。だから心配することもないのだろうが、だったらどこへ行ってしまったというのだろうか。

　まさか海に放り出されてはいないだろうかと、一瞬、背筋が凍こおるようなことを考えて、嫌なことを頭から振り払う。

「みかる──！」

　揺れる床をバランスを取りながら進んでいると、向こうからアンがやってくるのが見えた。

「ああ、お兄ちゃんかい。私もあの子を探してるんだけどねえ……こんな夜にどっこをほっつき歩いているんだか。迷惑を掛ける子は困るよ」

「みかるは好奇心は旺盛ですが、人に迷惑を掛ける子ではありません。きっと何か理由があるんだと思います」

　フィリップの言葉にアンは何かを思い出したように、目を泳がせてこちらを向く。

「……そういや……以前、釣つりのことを話していたねえ」

「釣り？」

「ほら、あの子、でっかい犬を連れてるだろう？　なんにもやってないわけじゃないんだけどね、あの図ずう体たいだからね。餌えさが足りないんだよ。でも、餌のことはそのときっきりで、何も言ってこなかったから、どこかで手に入れていたとしか考えられないと今、思ってね」

　確かにあの大きさのオオカミの胃袋を満足させるには相当な量の餌が必要だろう。だからといってあのオオカミの餌を船員たちの食料を削けずって出すわけにもいかない。みかるのことだから人に迷惑を掛ける前に自分で調達しようとするに違いないのだ。

「それで釣りですか？」

「でもねえ、私はやめておきなって言ったから……どうかわからないよ。でも、釣りをするなら一番下の砲ほう門もんのところだよ」

　アンに言われてフィリップはもう二階下へ移動した。

　嵐がかなり迫ってきているのか、先ほどよりいっそうまっすぐ歩くことが困難になってきている。甲板にも波が入り込んでいるのか、上からも海水が入り込んで飛沫しぶきが落ちてきた。

「お兄ちゃんは船せん尾びに行きな。私は船せん首しゆ側を探してやるから。危なくなったら、すぐに柱に摑つかまるんだよ。それに上へ無理に戻ろうとするんじゃない。ああ、それと。くれぐれも大たい砲ほうに頭をぶつけるんじゃないよ。悪くすりゃ、死んじまうからね。いいね？」

「わかりました」

　フィリップはアンと別れて、みかるの名を呼びながら、船尾に向かって歩き始めた。

「みかる──！　どこにいるんだ──！」

　すると奥の闇からオオカミの吠ほえる声と、みかるの声が聞こえてきた。

「……あっ！　ここっ！　ここよっ！」

　揺れる床をなんとか駆けて奥へと向かうと、みかるはアンの言っていたとおり、手に竿さおを持って柱に摑まっていた。

「え……王……じゃなかった。フィル、どうしたの？」

「どうしたの……じゃないんだよ。……いや、今はそんな話をしている場合じゃない。さあ、部屋に戻るんだ」

　フィリップはみかるの手を摑んで引っ張った。そのとき床がかなり大きく揺れて、斜ななめに滑すべって壁にぶつかりそうになるのを、ディーンの身体が間に入って阻そ止しをする。

「何があったの？」

「嵐が来ているんだ」

「揺れているのはわかってたけど……今日はちょっと揺れがきついだけだと思ってたんだけど……嵐が来てるんだ」

　嵐と聞いたみかるの目は急に輝きを増した。

　こういうときのみかるは無む謀ぼうなことを考えていることが多い。フィリップはここしばらくみかると過ごして、彼女の反応がわかるようになっていたのだ。

「みかるがとても好奇心が強くて冒険心にあふれていることは知っているけれど、甲板には絶対に行かせられない。いいね」

「あ……うん」

　フィリップの言葉にみかるは急にシュンと肩を落としたが、嵐の怖こわさを知らないから、仕方がないのだろう。

「お兄ちゃん、見つけたかい!?」

　奥の闇からアンの声が響く。

「ええ。見つけました」

「なら、安心だ。私は先に戻ってるよ」

　それに答える前にフィリップは体勢を崩くずし、みかるとともに右へ滑りそうになった。

　なんとか踏ふん張り、体勢を整えて階段のところまで移動しようとしたものの、来たときよりも急激に状況が悪化している。

「大丈夫かい？」

「だっ……大丈夫……あっ！」

　今度は左へ大きく傾き、腕の中にとらえているみかるが逆の方向へ引きずられる。フィリップはみかるをさらに強く摑んだが、ディーンが体勢を崩して転がった。

「ディーンっ！」

「オオン……ウォン！」

　床に爪つめを立ててなんとか止まったディーンの前足をみかるは捕まえる。

「しっかり摑んで引っ張るんだっ！」

「わかったっ！」

　みかるはフィリップの言うとおりにディーンの前足をしっかり摑んで、引っ張った。かなりの体重のディーンだが、揺り返しに押されるように、こちらへ戻ってきた。

「はあ……よかった……」

　みかるはギュッとディーンの身体を抱きしめて二度と離れないようにしていたが、また大きく揺れると今度はディーンとともに引きずられるだろう。

「だめだな。下へ手たに上に戻ろうとするより、ここでやり過ごした方がよさそうだ」

「やり過ごすって……どうやって？」

「柱に身体を括り付けるんだ。じっとして……大丈夫だからね」

　フィリップは揺れが少し収まったのを見計らい、みかるやディーンの身体を柱に括り付け、自らも同じように身体を縛しばった。それを終えるとすぐさま床が左右に揺れだし、フィリップの判断が間違っていなかったことを知らしめる。

「なんだか……だんだん揺れがひどくなってきた……王子様は怖くない？」

　珍めずらしくみかるの声が緊張していることに気づき、こういう状態でありながらフィリップの顔に笑みが浮かんだ。

「みかるは？」

「ちょっと……怖くなってきた。ううん……かなり……怖い」

「やっぱり女の子だね」

「じゃあ……王子様は？」

「もちろん怖いよ。でも、女の子の前では男はどんなときでも虚きよ勢せいを張って、怖くない振りをするんだ」

　フィリップはみかるを安心させるようにそう言った。だが、甲板に入り込んだ海水が階段を伝って二人の頭上からシャワーのように降り注そそぐ。

「……っ！　げほっ……げほっ！　しょ……しょっぱいっ！」

「大丈夫だ。ここまで海水は上がってこない」

　みかるは犬のように頭を左右に振って濡ぬれた髪から飛沫を飛ばし、両手で乱れた髪を撫でつけ整えた。こうしてみるとやはりみかるは女の子だ。

「……本当に怖くない振りをしてる？」

「そうだよ」

「そんなふうに見えないけど……」

「だから女の子は男の子を好きになるんだよ」

　フィリップの言葉にみかるは目を丸くして、しばらくすると楽しげに笑った。

　こうやって笑っているといつものみかるだ。

「笑っている方がみかるらしいよ」

「王子様……私……私ね……」

「なにかな？」

「船……初めてだから嵐も初めて。こんなに揺れるなんて思ってなかった。……だからすごく怖いの。王子様みたいに怖くない振りをしようとしても……波にさらわれちゃったらどうしようとか考えると……勝手に手とか足が震ふるえる……」

　みかるは両手を前に出して広げると、小こ刻きざみに震える手の様子を、自分でも信じられないという表情で見つめていた。

　身体が感じる恐怖というのはやっかいで、よほどの精神力がなければ、制御できないものだ。しかもみかるはまだ十五歳。いくら好奇心の強いみかるでも、初めての嵐を笑ってやり過ごすことなどできないのは当然だ。

　フィリップはみかるが安心できるよう、彼女の手を摑んで指を絡からめると、しっかり握った。

「大丈夫。絶対にこの手を離したりしないから、海に放り出されることはないからね」

「……うん」

「みかるは冒険が好きなんだろう？」

「大好き」

「じゃあ楽しまないと」

「嵐も慣れると楽しいかな？」

　みかるはフィリップが摑んでいる手をじっと見つめながら、そう言った。

　少し男勝まさりなところもあるみかるだ。こんなふうに手を握にぎられると、ちょっぴり悔くやしい気持ちになるのかもしれない。
















　もっとも状況が状況であるから、フィリップがみかるを守ってやらなくてはならない。

「海賊たちは楽しんでいるようだよ」

「……もしかして……甲板だったら怖くなくなるのかな？」

「どうかな。いつもは穏おだやかな海が、山のように盛り上がる姿を目前にしたら、余計に怖いような気もするけどね」

　フィリップの言葉にみかるは大きな目を開いて数度瞬まばたきをすると、青ざめる。

「……怖い」

「あははは……」

「……どうして笑うの？」

「ごめん、ごめん。いつも元気なみかるが怖がっている姿が……なんだか楽しくてね」

　みかるはフィリップの知るツンと取り澄すますばかりの慎つつしみ深い女性たちと違い、表情がとても豊かなのだ。

　それを馬ば鹿かにする気など全くない。それどころかみかるは、こちらまで楽しい気持ちにしてくれる、素す晴ばらしい笑顔の持ち主なのだ。

「やっぱり王子様って全然怖くないんでしょ？」

「かもね」

「どうしたら怖くなくなるの？」

「怖いことをたくさん経験することだろうね」

「たとえば？」

「……命を狙われたり……かな？」

「……えっ!?」

　みかるは笑顔を曇くもらせ、唇くちびるを震わせている。

　あまりふさわしくない話題を口にしてしまったことに気づいたフィリップは慌あわてて話題を変えようとした。

「いや、こういう話はよくないね。別の話にしよう」

「ううん……聞きたい」

　好奇心で目を輝かせているみかるに勝てる者はいないだろう。

　フィリップは苦笑しながら話を始めた。

「……私は三人兄弟の真ん中、母親がみな違う。だからといって仲は悪くないんだが、それぞれの取り巻きが自分の推おす相手を跡あと継つぎにするために問題を起こす。その一つが暗殺だよ」

「王様は何も言わないの？」

「父の考えは独特なんだよ。そういう危険を回避できる運すらない子供は跡継ぎに必要ないという考えなんだ。大国を治める王というのは……いろいろ大変なようだよ」

　フィリップ自身はそういう考えを認める気はないが、父はそうやって今の王位を得た。

　そして驚くほど広大な地を、とりあえずは平和に治めているのだ。それは父の手しゆ腕わんが確かであることをフィリップに教えてくれる。

「……他ひ人と事ごとみたいに聞こえるけど」

「父でもあり王でもあるからね。上に立つ人間の優ゆう劣れつで国の行く末が決まる。肩に掛かる責任の重さも違う。だから父の考えを理解はしているよ」

「命を狙われることを？」

「いや、遭そう遇ぐうする試練の意味を理解しているんだ」

　フィリップがそう言うと、みかるは少し首を傾かしげて、鼻を擦こすった。

「……うちの王様と全然違う」

「スタホードはいい国だと思うよ。ジュリアン王は立派で高こう潔けつな王だし、国民はみな、勤勉で穏やか。私の国と違って時間までゆっくりと進んでいる」

　エレノアのことはもちろんのこと、フィリップはスタホードの国も愛している。

　美しい自然に囲まれた小さな国。

　穏やかに過ぎる時をここで過ごせたらどれほど人生が満たされるだろう。

「うん。いい国だよ。借金は多いけど」

「いつか……私もスタホードの城に迎え入れてもらえる日が来るだろうか」

「……え？」

「みかるは……歓迎してくれるかい？」

　そう言ってみかるの方を見下ろすと、彼女の肩にタコがくっついているのが見えた。

　いつの間に流れてきたのかわからないが、うねうねとのたくっている。フィリップの驚いた顔にみかるもすぐさま気づいたようで、海からの使者に女の子らしい声を上げた。

「私……ひゃ！　なっ……何かついてるっ！　やだっ何これっ！」

「あはは……」

「だから笑わないでっ！」

　タコと格闘するみかるの隣に括り付けたディーンが何事かと頭をこちらに向け、あっという間にタコを食べてしまった。

「あっ……ディーン」

「もしかして生きたまま食べたのか。よっぽどお腹なかが空すいていたんだな。これじゃあだめだと言われても釣りをしてしまうね」

「……うん」

　勝手に釣りをしていたことを叱しかられるとでも思ったのか、みかるはうつむき加減にディーンの頭を撫なでていた。

　だがディーンは赤い舌で鼻や口元を舐なめながら、他にも食べられそうな生物がいないか、キョロキョロとしている。

「ねえ、みかる。どんなものが釣れたんだ？」

「頭が大きい変な魚とか、やたらに長い魚かな。でもディーンはどんな魚も美お味いしそうに食べてたから空腹の足しにはなってたみたい。私はどれもちょっといらないって思っちゃったけど」

「みかる、明日からは私も釣りに誘ってくれないか？」

「いいよ」

　みかるの安あん堵どの笑みは、床がさらに揺れ始めたことで、強こわばったものへと変化した。

　今度の揺れはかなりきつく、みかるの手が今まで以上に強く握られるのが伝わってくる。

　青ざめて今にも泣きだしそうな表情は、見ていていたたまれない。

「みかる、大丈夫だよ。怖くない」

「う……うん」

　フィリップはみかるを摑む手を解ほどくと、ごく自然に肩へと向かわせた。そして怯おびえて小刻みに震える身体を自分の方へと引き寄せてから、改めて手を握る。

　みかるはギュッと目を閉じて、唇を嚙かんでいた。

　いつもは男顔負けの行動力を見せているが、こうしてみるとみかるも女の子であることに気づかされる。

「大丈夫」

　再度声を掛けたフィリップに、ようやくかき集めた勇気を絞り出すように、笑顔を作ろうと努力しているみかるの姿が、やけに可愛らしく見えた。
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　せめて船酔いの薬を飲んでおけばよかった。

　もといた世界から酔い止めも持ってきていたのに、すっかりそれを飲むのを忘れていたのだ。

　飲んでいたら揺れから青ざめて船酔いすることもなかったし、フィリップに海水でびしょ濡ぬれの情けない姿を見られることもなかった。

　しかも普通なら眠れるわけないだろうという状態だったはずなのに、夜明け前にはフィリップの肩を借りてみかるはぐっすり眠っていたのだ。

　きっと見るも無む惨ざんな寝顔を晒さらしていたはずだ。そのくせ、握ってくれた手だけは離さなかったのだから、どうしようもない。

　そうフィリップに抱き寄せられて手をつないだのだ。

　あんなふうに抱き寄せられたり男の人と手をつないだのは初めてだった。

　想像していたよりも大きな手で、あのときの手の温ぬくもりや、頰ほおを温めてくれた肩の感触はとても心地ここちよかった。それらを思い出すだけで、みかるの顔は羞しゆう恥ちで朱に染まる。

「朝から何を手ばっかり見てるんだい。汚れてんならさっさと洗って、果フル物ーツを作業してる子たちに配ってやんな。言っておくけど、船長キヤプテンが一番、二番が副長。あとは適当でいいよ」

　嵐は明あけ方がたに去ったが、船に入り込んだ海水を外に出す作業をみな総出で朝から行っていたのだ。そんな船員たちに、アンは果物フルーツを配るよう、みかるに長方形の籠かごを渡す。

　この籠は両端前後にベルトがついていて、ディーンの背中に乗せられるようになっていた。もっともすでにディーンはリュックを背負っているので、その上に重ねられるのを快こころよくは思っていないようだ。

「は～い」

「だらしない返事するんじゃないよ。はいだろ、はい」

「はいっ！」

　みかるは返事をすると、立たせたディーンの背中に籠を括り付ける。アンはその籠へオレンジを手て際ぎわよく入れていく。

「果物フルーツが残ったら全部あんたの犬にやんな。でも一つは必ずみかるが食べるんだよ」

「はっ……はっ、ウオン」

　ディーンは嬉うれしいのか悦よろこびの声を上げ、尻尾しつぽを左右に勢いよく振った。

　アンは言葉は荒っぽいが、みかるのことをとても気遣ってくれているのを知っている。

「ありがとう、アンおばさん」

「ほら、いいからさっさと行くんだよ。だらだらしてたら日が暮れちまうよ」

「わかった」

　みかるは厨ちゆう房ぼうから甲板に出て、さっそくガイを探した。ガイは船首にある舵だ輪りんのところに立っていた。

「はい、これ。アンおばさんから」

「いい男と一晩一緒に過ごしてどうだったんだぁ？　いいことあったか？」

　オレンジを受け取ったガイはニヤニヤといやらしい笑いを浮かべた。

　フィリップと過ごした時間が汚けがされたような気がして、みかるはムッとした。

「変な言い方しないでよ……」

「まあ……おまえは貧ひん乳にゆうだからな。そういう気にはならねえか」

「……またそれ……今度、言ったらガイの料理にだけ、こっそり変なもの入れるからね」

「わかった。わかった。そう怒んなって。じゃあ……貧乳はやめてやるか」

　ガイはそう言うと、顎あごを撫でながら目を泳がせ、しばらくすると言葉を続けた。

「ささやかちゃん、とか？」

「いっ……意味わかんないっ！　みかるって言ってよ。名前があるんだから」

「わははは……ほんっと、おまえってわかりやすい反応するよな。ああ……おもしれえ」

「かっ……からかわないでよ」

「……じゃあ、真ま面じ目めな話だ」

　今までの表情とは打って変わって真面目な顔で、ガイはみかるを見つめてきた。

　珍しいガイにみかるも真剣な顔を向ける。

「何？」

「おまえの連れの綺麗なあんちゃんなあ、どういう奴だ？」

「どういうって……漠ばく然ぜんと聞かれても……」

「ほら、綺麗で腕も立つ男は、女にもてるじゃねえか。俺様のエレノアっちゃんと、仲良かったりすんのか？」

　みかるはエレノア姫の侍女という立場もあって、こういうことをよく聞かれるのだ。もっともたいていどんなことを聞かれても「知らない」「言える立場にはない」と答えることにしている。

「そういうの知らないけど……フィルの腕が立つってそんなのわかるの？」

「俺は気配を消す名人なんだ。なのにあのあんちゃんは、昨日の晩、俺が側に近づいたとたん、あっという間に首筋にナイフを突き立てやがった。ぐっすり眠っていたはずだから、すっげ～びっくりしたぜ。綺麗なだけじゃなくて、あれはそうとう場数を踏んでるな」

「……ふうん」

　ガイがどういう事情でフィリップの寝込みを襲ったのかは知らないが、なんだか嫌な感じがしたみかるは、疑惑の視線を送った。

「ちょ……待てや。なんだその目はよ。あのなあ、昨日の晩は嵐が来ただろうが。点呼におまえがいねえから、あんちゃんをわざわざ起こしに行ってやったんだろ。俺としちゃあ、嵐が来てるっていうのに勝手な行動をしてた奴だからな、波にさらわれて海に沈んでもよかったんだぜ」

「あ、そうだったんだ。ご……ごめんなさい。迷惑を掛けるつもりはなかったの……」

「……まあ、なんだ。そう素直に謝あやまられちゃ、からかえねえだろうが。とにかく、真夜中にうろつかねぇこった」

　誤解したみかるが悪いはずなのに、ガイの方が申し訳なさそうな顔で、頭を搔かいている。

　からかいすぎたと反省してくれているのかもしれない。もっともお調子者のガイのことだからその場限りの反省だろうが。

「わかった。それで……イカ撃退法は見つかったの？」

「イカ？」

「クラーケン」

「ああ、怪かい物ぶつな。……それなりにいろいろ方法は考えた。上う手まくいくかはしらねえが……」

　う～んと唸りながら、ガイは相変わらず頭を搔いている。

　あまり自信があるようには見えない。

「ものすごく危険なんだよね？」

「俺は一流の海賊だと自じ負ふしてるが、無茶はしねえつもりだ。だめだと判断したらすぐに引き上げる。宝物も大事だけどよ、金では買えねえものをこの船には積んでるからな」

　ガイは胸を張り、堂々とした態度でそう言った。

　いつもはふざけてばかりいるガイだが、こうして見ると、意外と男らしくて格好いい。

　性格も手て癖くせの悪さがなければ、そう嫌な男ではないのだが。

「……ちょっと見直しちゃったよ」

「よ～し。そいつをエレノアっちゃんにちゃ～んと話してくれよ」

「……これ、配らないとだめだから」

　またへらっとした顔になったガイに、みかるは背を向けると、次に副長のリオや甲板にいる船員たちに果物を配った。

　船員たちは最初の頃と違ってみな愛あい想そよく果物フルーツを受け取ってくれる。

　けれどこちらが女の子だからか、からかわれることも多い。

「ねえっ！　アンおばさんから、果物フルーツの差し入れなんだけど……食べられる？　それともここに置いておいた方が……いい？」

　船員たちはどうせ汚れるからか衣服は着ておらず、腰に布を軽く巻いた程度の姿で、海水を布で拭ぬぐっては、桶おけに絞っていた。

　どういう姿でも構かまわないが、みかるが見ているのをわかっていて、布の裾すそを上げて尻しりを搔いている。

　最初の頃はさすがに真っ赤になって叫び声を上げていたが、何度もこういう目に遭あわされると不思議と慣れて、呆あきれるほかない。

「だから何？」

「……なんだよ、みかる。女の子ならもうちょっと、可愛い反応見せろよ～なあ」

「そうだよ、面おも白しろくねえよ」

　ゲラゲラと笑う船員たちの顔や身体は海水と船の汚れで真っ黒だ。それでも笑顔に曇りはなく、楽しそうだった。

　みかるにとって迷惑でしかないのだが。

「あのね、そういうのは一度か二度にしてくれない？　私だって慣れたくないよ。じゃ、ここに置いておくから、後で食べて」

　ため息をつきつつみかるは果物フルーツを通路の手すりに並べた。

「ああ、あの綺麗なあんちゃんなら下の階で作業してたぜ」

　背を向けたみかるに、船員の一人がなぜか笑いながらそう言った。
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　数日は嵐も来ることなく穏おだやかに過ぎた。

　けれど船内にピンと張り詰めた緊張感が漂ただよい始めた。もちろん船員たちの会話はいつもどおりだし、ガイの指示もそう変わらないのに、みなピリピリとしているのだ。いくら鈍どん感かんなみかるでもクラーケンの住む海域に近づいたことに気づかされる。

　どういう方法でクラーケンをやり過ごすのだろうかと気になり始めた頃、みかるはガイに甲かん板ぱんへ呼び出された。

「さて、もうすぐ危険海域に入る。クラーケンと初めまして、こんにちは……だ」

　ガイは舵だ輪りんに手をかけ、どこかのんびりとした口調でそう言った。

　みかるは周囲を見回してみたが、遠くにいくつも島が見える程度で、空は青く澄すんでいて海は穏やか、潮しおの香りも驚くほどしない。

　これでは危険な海域に入ると言われてもみかるには実感がわかない。

「……それで、どういう策さくを考えたの？」

「これだ」

　ガイはあっという間にみかるの腰に腕を回して引き寄せると、もう片方の手で短剣を抜いた。よく手入れされた刃には、驚いた自分の顔が映っている。

「……っ!?」

　いつも側にいるディーンは牙きばを剝むき出しにして、間合いを取るように二人の前を行ったり来たりしていた。

「どっ……どういうことなの!?」

「まあ、そう言うなって。別におまえをどうこうするつもりはねえんだけどな……ちょ、協力しろや」

　ガイはみかるの耳元で囁ささやくようにそう言ったが、短剣をこちらに向けた状態で何を協力しろというのだ。

「一体、何を協力しろっていうの!?」

「使い魔ってのは人間の言葉を理解するんだよな」

「そうだけど、だから？」

「悪いが、あのワンコロを餌えさにする」

　その言葉にみかるはガイの正気を疑った。

「餌っ!?　餌って何っ!?」

「クラーケンをあのワンコロに引きつけて、その間に通り抜ける」

　ガイは素す晴ばらしく満足げな顔をしているが、あまりにも無む謀ぼうな作戦にみかるは呆あきれていた。

　けれどガイはみかるの驚きなどまるで理解していないのか、いい案だと一人で頷うなずいている。

「ちょっと待ってよ。そんな可か哀わい想そうなこと言わないでよっ！　ディーンは私の友達よ。友達に餌になれって言える？」

「友達でもペットでもねえ、使い魔なんだろうが」

「だいたいディーンは確かに大きなオオカミだけど、でっかいイカからしたら、餌にもならないじゃないっ！　私たちの乗っている船の方がでっかいんだから、襲おそうならどう考えてもこっちでしょう？」

「いや、あのワンコロを乗せる小舟に、クラーケンが好きな匂いを塗ぬる」

「じゃあ、小舟だけにしたらいいじゃない。なにもディーンを乗せる必要はないでしょ」

「奴らは目もいいんだ。匂いがしても何も乗っていない小舟に興味を示すとは思えねえ。もっとも様子は見に行くだろうが、全部ってわけじゃねえだろ」

　目がいいならなおさら、ディーンのような小物をクラーケンが相手にするとは思えないし、仮にディーンを餌だと見なして食べたとしても、満足できる量とはとても思えない。

　みかるでもそのくらい理解できるのに、大の大人おとなたちがすでにガイの命令に従って、小舟を用意していた。

「あのねえ、ガイ。普通に考えても無む駄だだって思わないの？　一瞬で食われてすぐにこっちにやってくるわよっ！」

「やってみなきゃわからねえだろうが。そ～ら、ワンコロっ！　さっさと船に乗れっ！　おまえのご主人様がひどい目に遭あわないうちになっ！」

「ウオン……」

　ディーンはいつもはピンと立てている耳を伏せ、剝き出しにしていた牙を収めた。

　自ら餌になるつもりなのか、それともみかるに助けを求めているのか、よくわからない。それでもディーンの見たこともない悲しげな目が、みかるの胸を痛める。

「ガイ、あんたって、さいって～っ！」

「そりゃあ、海賊だからな」

「ディーン……だめよっ！　だめだからねっ！」

　振り返りながらも小舟に向かおうとするディーンにみかるは大声で叫んだ。

「みかるっ！」

　甲板に上がってきたフィリップが、みかるの異常事態を見つけるのと同時に、隣にいた船員の腰に下がっていたカトラスを抜いてこちらへ走ってくる。

「フィルっ！　私は大丈夫だから、ディーンを止めてっ！」

「ディーン？」

　フィリップは何が起こったのかわからないながらも、ディーンの行き先に立ちはだかった。

「ちょ、あんちゃん。邪魔すんなって」

「……もう……むかつくっ！」

　心底、頭にきたみかるは、両膝ひざを屈くつ伸しんさせて自らの頭をガイの顎あごに打ち付けた。

　ガイは痛みからか一瞬、みかるを拘こう束そくしている腕をゆるめた。その隙すきに、みかるはガイの腕から逃れて、フィリップのもとへと走る。

「いでえっ！　おま……おまえ、それでも女か!?」

「こういうときだけ女扱いしないでよっ！」

「みかる。大丈夫かい？　一体、何があったんだ？」

　フィリップはカトラスをガイに向けたまま、みかるを自らの背後へ追いやり聞いてくる。

　ディーンはみかるが人ひと質じちではなくなったからか、急に元気を取り戻し、今までになく牙を剝いてカトラスを抜いている船員たちを威い嚇かくした。
















「ガイが私を脅おどして、ディーンをクラーケンの餌にしようとしたの」

「え？　どうしてだい？」

「クラーケンがディーンを食べてる間に突っ切ろうとしたの。どう考えても無理だって言ってるのに……」

　フィリップはカトラスを携たずさえたまま「それはどう考えても無理だと思うが」と呟つぶやく。

　誰でもそう思うはずだ。

「だから申し上げたでしょう。無理ですって」

　しばらくことの成り行きをじっと見守っていたリオが、ぽつりと言った。

　海かい賊ぞくの中でリオだけが理性的な判断ができるようだ。

「黙だまれ。で……どうするんだ？　こんな狭い船の中でずっと睨にらみ合ってるつもりか？　俺はいいぜ。ただし、船を動かせるのは俺だけだ」

「……別の方法はないの？　普通、プランＢがあるはずよね？」

「ねえよ。だいたい、ここを通過しようとしてどんだけの船が沈んでると思ってるんだ？　まあ……俺も面おも白しろそうだから見に来たけど……こいつはやばい。この俺が鳥とり肌はだ立ってんだぜ」

　ガイはそう言って袖を捲まくり、ぶつぶつと鳥肌の立つ腕を見せた。

　そんなものを見せられても、どうしようもない。

　他の船員も自分たちの船ボ長スの作戦は、明らかに子供じみていると気づいているはずだ。それでも船ボ長スの命令は絶対だから、フィリップがカトラスをガイに向けている限り、彼らもカトラスを鞘さやに戻さないだろう。

　そうしてみんなで睨み合っている間にも、クラーケンの海域は近づいてくる。

「ねえ、エルフは襲わないんだよね？」

「ああ。そう聞いてるぜ」

「じゃあ……姫様の血のついた布を船せん首しゆに括くくり付けたらどう？」

「奴らは目がいいと言っただろう。布に誤ご魔ま化かされると思うか？」

　ディーンを餌にするより、成功の確率は高いはずだ。

「私が身に着けてエルフの振りをする。それじゃあ……だめ？」

　そう言うとガイは、みかるの姿を上から下まで眺ながめ下ろし、ため息をついた。

「何よ」

「あんなあ、おまえじゃとてもエルフに見えねえぞ。見た目でいうと……そうだな。エルフというには色気が足りねえが、その役目はあんちゃんに頼むか」

「いいでしょう」

　フィリップはカトラスを下ろし、頷く。だがみかるは納得がいかない。

「フィルっ!?」

「さあ、姫の血がついた布を私に」

「でも……」

「大丈夫。姫のものならクラーケンたちも通してくれるさ」

　確かにみかるが提案したことだが、エルフを襲わないというのはあくまで噂うわさだ。

　本当にクラーケンがエルフを襲わないのかは、わからないはず。

　しかも布についているのはみかるの血で、エルフのものとしてはかなり薄いだろう。それがクラーケンに効果があるのか、みかるにもわからない。

「確かディーンのリュックに入っているはずだね」

　フィリップはディーンのリュックから素早く血のついた布を取り出すと、自らの胸ポケットに入れた。

「待って……」

　みかるはフィリップの上着を摑んで引き留めようとしたが、やんわりと手は離された。

　フィリップは本気でエルフの振りをするつもりなのだ。

「もしもの時のために……大たい砲ほうの用意もしておくか、リオっ！」

「はい、船長キヤプテン」

「左右、五番まで弾を装そう塡てんさせておけ」

「わかりました」

　リオは軽く頷いてその場から離れると、手て際ぎわよく船員たちに指示を出し、自らは下の階へと姿を消した。

「おまえはビッグマザーのところに行け。ここは危険だからな」

　意外なことにガイはみかるのことを心配している。

「フィルが一番、危険なんでしょっ！　私じゃないわ！」

「そう怒らねぇで。ほら、さっさと行け。あんちゃんは船首に立ってくれよ」

　フィリップは軽く頷き、船首に向かって歩きだした。みかるも思わずついていこうとしたが、ガイに首根っこを摑まれて引き戻される。

「そっちじゃねえ」

「待って。どこも安全な場所なんてないんでしょう？」

「まあな」

「だったら……ここにいる」

　船を一撃で沈めるようなクラーケンが、本気で襲ってきたらどこにいても、終わりだ。

　もしもの時は、当然だが好きな人の近くにいたい。

「おまえさ、結構いい根こん性じようしてんなぁ」

「馬ば鹿かにしてる？」

「いや、ほめてんだよ。揺れるかもしれねえからワンコロに摑つかまってろよ。さあ……行くぜ。あとは野となれ山となれ……だ」

　これから恐ろしい海域に入るはずなのに、見上げたガイの表情はどこか楽しんでいるように見えた。
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　甲板で一ひと悶もん着ちやくあってから一時間ほどが経たった。

　すでに危険海域に入り込んでいるはずなのに、小さな点だった島が大きく見えるようになった程度で、みかるにはクラーケンの存在は感じられなかった。

「……地図の島はあの一番手前のだよね？」

「ああ」

「すごく静かだけど……本当にいるのかな？」

　みかるは地図から顔を上げ、周囲を窺うかがった。

　けれどどう見ても周囲は穏やかな海が広がるばかりで、クラーケンらしき姿は見あたらない。船首に立っているフィリップもやはり気になるのか、あたりを見回している。

「いるんだろ。俺もちいとばかり怖こええけど……ちょっと……わくわくしてきたな」

「私も……怖こわいけど……わくわくしてる……」

「おまえ、そういう感情はやばいんだぜ」

「どうして？」

「普通の生活は平へい凡ぼんすぎてだめになっちまうってことだ……おい……お客さんだ」

　それは驚くほど唐とう突とつにやってきた。

　目の前の海が盛り上がったと思ったら、銀色に光る傘かさが立ちはだかったのだ。

　円えん錐すいの頭の大きさは十階建ての建物ほどあり、太陽に反射し海水ではない何か液体のようなものがヌラヌラと鈍にぶい光を発している。

　その下がどうなっているのか、まだ頭らしき突とつ起き物ぶつしか見ていないため、その全ぜん貌ぼうはわからない。それでも見えている部分だけでも相当な大きさだとわかる。

　とうとうクラーケンがやってきたのだ。

「白じゃないんだ……銀色に光ってる」

　心しん拍ぱく数が一気に上がり、未いまだかつてないほどの速さの鼓こ動どうに、みかるのディーンを摑む手が震ふるえた。ディーンもまるで人間のように大きな口をぱっくりと開けて、驚いている。

「……こ……怖いかも」

　嵐あらしでもなく、海面から出ている部分は一部なのに、その姿を見ているだけで、手の先や両りよう膝が震えて逃げ出したい気にさせられた。

　あれは人間がどうこうできる生き物ではないのだ。

　その畏い怖ふが身体をすくませる。

　ガイは手でマストに登っている船員たちに指示を出し、船の速度を落とさせた。

　だが、目の前に顔を出したクラーケンの周囲に、もう少し小さな傘の三角錐が一つ、また一つと顔を出し、数え切れないほどのクラーケンがあっという間に船を囲んだ。

「こりゃ……やべえ。相当な数だ。下にもいやがるだろうから……大砲くらいじゃ、逃げられそうにもねえぞ」

　船は速度を落としつつも前に進んでいる。

　恐おそろしさを感じながらみかるはそっと周囲を窺った。

　最初に頭を出したクラーケン以外は、船の行き先を邪魔することなく、ゆっくりと進行方向を譲ゆずって、脇へと移動していた。船の前にいるクラーケンは船と同じ方向へ移動しているから距離が縮まらないようだ。

　不意に、前を進むクラーケンが、タコの手を何千倍にもしたような、太くて吸きゆう盤ばんのついた腕を振り上げた。

「……っ！」

　振り下ろされるのかと思い、みなが息をのんだ瞬間、腕の先に大きな目が現れた。

　目は自在に移動できるようで、腕の周りをグルグル回転し、フィリップの上で止まる。鋭するどい眼がん光こうはフィリップをただじっと見下ろしていた。

　フィリップが心配なみかるは側に駆かけ寄りたかったが、クラーケンを刺激しないようにとでもいうように誰も動かない。だからみかるも動けなかった。

　フィリップも同じようで、手をカトラスの柄つかに手を置いたまま、微動だにしない。

　ただクラーケンの腕を伝って落ちる海水のポタポタという音だけが聞こえる。

「……見てる。フィルをじっと見てるよ」

「悩んでんだろ。こいつがエルフか。そうでねえのか」

「ね……偽にせ物ものってばれたら……どうなるの？」

「あんちゃんが最初に食われて、次は俺たちの番だってことだ。遺い書しよは残してきたか？」

「そんな……」

　みかるが不安を口にするのと同時に、フィリップを見下ろしていたクラーケンが、甲かん高だかい声を響かせた。それは誰が聞いても友好的な声とはほど遠く、船を囲んでいたクラーケンたちが嫌いやな音を立てて腕を出したり沈めたりを繰り返す。

「くそっ……まずい」

「フィルっ！」

　フィリップを見下ろしていたクラーケンが、目玉のついた腕を大きく振り上げた。その瞬間、みかるはフィリップのもとへ駆けだしていた。

「みかるっ!?」

「ここにはエルフがいるんだからっ！　通しなさいよっ！」

　みかるはフィリップの前に立って、両手を広げて怒ど鳴なった。けれどすぐさまフィリップに身体からだを摑まれ、みかるは引き寄せられる。

「何をしてるんだ、だめだっ！　ここから離れ……!?」

　振り下ろされるかと思われたクラーケンの腕がまたゆっくりと近づいてくると、目玉が現れて二人を凝ぎよう視しする。

　フィリップはみかるを守るように抱きしめると、クラーケンの腕が触れないよう、守ってくれた。

　……噓うそ！

　クラーケンも怖かったが、生まれて初めて男性に抱きしめられている事実に、みかるの顔が火ほ照てり、心臓の鼓動が乱れる。

　息苦しくもある胸むな板いたからなんとか顔を上げようとみかるがもぞもぞしていると、フィリップによって頭を押さえられた。

「まだ……見ている。顔を上げるんじゃない」

　そろそろと目だけを上へ向けると、クラーケンの目玉が触れそうなほど近くにあって、みかるは羞しゆう恥ちすら凍こおる。

「……っ」

「みかる……じっとしているんだ。動いてはだめだ」

　みかるはフィリップにしがみつきながらも、クラーケンの目玉から視線を離さずに言った。

「お願いだから通してください。……お願い……誰も傷つけないで……」

　クラーケンはジロジロとみかるを眺めながら、どういうわけか、こちらに腕を伸ばしてきた。

　二人をその長い腕で捕まえて海に放り投げようとでもしているのか、それとも握りつぶそうとしているのか。

「じっとしているんだ。大丈夫……」

　緊張したフィリップの声が頭上から落ちてくる。

　今、逃げ出すことは相手を刺激するだけで、なんの問題解決にもならないことを、フィリップは理解しているのだろう。

　もっとも大海でクラーケンを前にして、逃げ場などないのだが。

「……っ！」

　クラーケンの指先がほんの少し髪に触れた瞬間、みかるを中心にして、目がくらむほどのまばゆい光が放射状に放たれた。

　みかるは、一瞬失われた視界を早く取り戻そうと目を擦こすって、何が起こったのかを見回した。すると、先ほどまで側にいたクラーケンが、腹の底から唸うなるような声を上げながら、海に戻っていく姿が見えた。

「今のはなんだろう？　何か光った」

「わ……わからない……。クラーケンの腕が光ったみたい……」

　いや光の原因はクラーケンではない。

　シャツの下に隠れている『静かなる星』がとても熱くなっているのだ。やけどするほどではないが、光の原因はこれしかみかるは思いつかない。

「帆ほを上げて速度を上げろっ！」

　ガイはすかさずそう怒鳴り、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすばかりの船員を正気に戻した。

　クラーケンたちは船の進行方向を譲るように左右に移動しているが、みな海面から頭を出して、目をぎょろぎょろとさせている。

　それでも襲ってくるような緊張感はすでに失われていた。

「……認めてくれたように見えるが……この視線はきついな」

　フィリップはそう言いながらみかるを胸元からゆっくり離し、床に置いたカトラスを拾う。

　クラーケンのことで身が引き絞られていくような気分になったが、フィリップに抱きしめられてもみかるは同じような気持ちに陥おちいっている。

　顔が赤いのか青いのか、自分でももうわからない。

「う……うん」

「おいっ！　そっちでなんか光らなかったか？」

　ガイは舵輪を持ったまま叫ぶ。それにフィリップが答えた。

「ああ、光った。みかるも見たね？」

「うん。クッ……クラーケンの指先みたいなのが光ったの」

　みかるがそう言うと、みな「ああ、そうか」と納得してくれた。

　自分が原因だとは誰も思わないだろうが、それでも心臓がドキドキしている。

　そっと触れると、シャツの下にあるネックレスはまだ温かい。

　これはエルフの王が特別に作らせたというネックレスだ。

　みかるの両親がいる世界への扉とびらを開ける鍵かぎでもあり、身に着けた者の時間を支配するものでもある。

　そんな不思議なネックレスだから、きっと何かの力でクラーケンを追い払ってくれたのだろう。

　もっともこのことは黙っているしかないのだが。

「でもよ、おまえがエルフだって言い出したときは、ビックリしたぜ。な、あんちゃんもそうだろ？　まあ、おまえもエレノアっちゃんの血がついた布を持ってたんだろうけど、そりゃ……無茶だっての」

　わははと笑うガイにつられるよう、フィリップも安あん堵どの笑みを浮かべている。そんな二人を見て、みかるは内心ではホッと胸を撫なで下ろしていた。

　もっともエルフに全く見えないと言われると、ちょっぴり腹立たしく思うのだが。

「なりきったら誤魔化せるかと思っただけだよ……」

　みかるは額ひたいをそっと拭ぬぐったが、浮かんだはずの汗は乾いていた。
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　無事にクラーケンをやり過ごし、船は財宝が眠る島へとたどり着いた。

　島は周囲が絶ぜつ壁ぺきになっているのだが、一カ所だけ海に突出している場所があり、船はそこに接岸できた。

　財宝の地図には、島の真ん中にそびえる山が目的地として示されている。山は一つだけしかなく、それははげ山となっており、周囲の森から鋭するどく飛び出して見えていた。

　ガイは自分の部下を三人連れて先発隊とした。そこにみかるとフィリップ、ディーンが加わって、ともに目的地の山へと向かうことになったのだ。

　アンだけは「女の子だから船に残るんだよ」と言っていたが、最後には折れて美お味いしい弁当を作ってみかるを送り出してくれた。

　本当にいい人だ。

「なんだか……すっごい場所だよね」

　みかるは足を擦する草を踏ふみつけながら、歩く。一番前を進むガイの二人の部下が、長い草を刈かって歩きやすいようにしてくれているのだが、それでも人が入った痕こん跡せきのない森を歩くのは一苦労だ。

「昼間でも暗いな……誰かがここを歩いたようにはとても見えない」

　フィリップは頭上を覆おおうように垂たれ下がっている葉っぱを見上げて、驚きの声を上げている。

「じゃあ、宝物はあるってことよね？」

「あのクラーケンが守ってる海域だからな。すっげ～のがあるんだろうな」

「……財宝だもん。簡単には行けないようになってるんだよね。ほら、あれ……」

　行く手に深い谷が見え、どうにも頼りない吊り橋が架かかっている。

　もちろんみかるの知る鉄やワイヤなどでできた橋ではなく、縄なわと木でできていた。

　かなり傷いたんでいるようで、底板がいくつか落ちてなくなっている箇所がある。

「どう見てもやべえなあ……あの吊り橋」

「いかにもって感じ」

「やめておいた方がいい。遠回りも時には必要だ。しかも下りられないほど深い谷ではなさそうだ」

　フィリップは谷を見下ろし、そう言った。だがガイは目の前の近道をどうしても無視できないようだった。

「ワンコロに行かせろ」

「ちょっと。都合の悪いことを全部ディーンに押しつけないでよ」

「だったら、誰が先に行くんだ？」

「私が行く」

　みかるがそう言うのと同時に、ディーンは一いち目もく散さんに吊り橋に走っていく。

「……ディーン、待って！」

「ワンコロが気を使って行ったんだ。いいじゃねえか」

「ディーン。だめよ、戻ってくるのっ！　戻ってきてっ！」

　ディーンはみかるの怒ど鳴なり声にさすがに反応して、橋を三分の一ほど行ったところで、くるりと反転してこちらへ戻ってきた。

「全く、落ちたら死ん……きゃ――――っ！」

　あともう少しのところで底板が抜け、ディーンの黒い身体からだが沈む。ディーンは前足でなんとか身体を支ささえているが、あの大きさでは重さでいずれ谷底へ落ちるだろう。

「やっ……やだっ……ちょっと……どうしようっ！　ディーン、じっとして、だめ、動いちゃだめだからねっ！」

「やっぱ腐くさってたなあ」

　ガイは、わははと笑っているが、みかるには笑い事ではない。

　どうもガイは犬嫌いなこともあって、ディーンに冷たい。

「ちょっと、助けてあげなくちゃっ！」

「無理だな。考えてもみろよ。あのワンコロの体重でもたねえ吊り橋だ。助けに行った奴もろとも、下へ落ちてペッしゃんこだ」

　ディーンは端から五メートルほどの場所でもがいている。あそこまで誰かが助けに行ってやらなければならない。

「そ……そんなあっさり、言わないでよっ！」

「私が行こう」

「待って、私が行く」

　フィリップを押しのけてみかるは二人の前に立ち、続けた。

「ねえ、聞いて。この中で一番体重が軽いのは私。だから私が命いのち綱づなを腰に括くくり付けていくわ。上う手まくディーンを捕まえたら引っ張ってほしいの」

「みかる」

「私は大丈夫。だって命綱を付けていくんだし……男の人とディーンの体重を引っ張るのと、私とディーンの体重を引っ張るのじゃ、私の方が軽くていいでしょ？」

　みかるの言葉にフィリップとガイは顔を見合わせる。そして先にフィリップが頷うなずいた。

「わかった」

「え、あんちゃん、それでいいのか？」

「命綱は決して離さない。だからみかるも安心してディーンを助けておいで」

　フィリップはただみかるを守ろうとしているわけではなく、性格をよく理解した上で、信頼してくれている。

　それがとても嬉うれしい。

「あんちゃんがそう言うなら、仕方ねえな」

　みかるは腰にしっかり縄を結わえ、吊り橋を四よつん這ばいで進んだ。その方がディーンを捕まえやすいし、不安定な足場を立って歩くより安定して進めると考えた。

「……ディーン。じっとして……じっとしてよ」

「クウン……」

　申し訳なさそうに耳を伏せたディーンは、なんとか前足の爪つめを立てて、踏ん張っている。

　みかるは焦あせりながらも、そろそろと近づいて、手を伸ばした。だが、みかるの目の前でディーンがズルッと滑すべった。

「ディーンっ！」

　落ちていきそうな前足を摑つかんで、みかるは渾こん身しんの力で引っ張った。するとディーンも前足を搔かいて、必死に自らの身体を吊り橋の上へ戻そうとする。

「捕まえたっ……ディーンもしっかり摑んでて」

　ディーンの身体が少し戻り、みかるは両足ではなく太い首を抱きしめるようにして、背を摑んだ。意外と柔やわらかいディーンの毛がみかるの鼻をくすぐる。

「お願いっ、引っ張ってっ！」

「よ～し、引っ張るぞっ！　ゆっくりだ。ゆっくり引けっ！」

　ガイの合図とともにみかるの身体はディーンとともに引っ張られたが、その前足がみかるの背を引っ搔いた。

　すると、背にまるで火ひ箸ばしを押しつけられたような痛みが一瞬走り、みかるは思わず上がる声を押し殺す。

「……っ！」

「ワウン!?」

「大丈夫。私は大丈夫だから、絶対に離しちゃだめだからね」

　前足を離そうとしたディーンに、みかるは強い口調でそう言った。

　ディーンは自分でもどうしようもないのか、悲しげな目をしている。

　引っ張られるたびにディーンの爪が食い込んで、痛む。けれどそれはディーンを助けるまでの少しの間だ。

「ちょっとくらい、我慢できるよ」

　みかるがそう言っている間にも身体は引っ張られ、ディーンを助けることに成功した。

「……よくやったな、見直したぜ」

「そ……そう？」

「どちらも無事で本当によかった」

　フィリップはホッとした表情をしていたが、みかるは背の傷を隠すために、すぐさま上着を羽は織おった。

　ずきずきしているが、きっと今だけだ。

　時間が経たてば痛みは治まるはず。でも今は少し休みたい。

「ありがとう。あの……ちょっと座ってもいいかな」

「そうだな。今から沢に下りるのは日も暮れてきたし危険だ。今日はここで野営するぞっ！」

　ガイはそう言うと、部下たちとともに野営するために必要なものを探しに森の中へと入っていった。

　みかるは座り心地ごこちのよさそうな岩に腰をかけ、息をつく。

「私も彼らの手伝いをしてくるよ」

「気をつけて」

　フィリップをみかるは笑顔で見送ったが、彼の姿が見えなくなると、涙が浮かんだ。
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　すぐさま追いかけたはずなのに、フィリップはガイたちを見失った。周囲を窺うかがいようやく彼らを見つけたものの、漂ただよう不ふ穏おんな雰囲気から思わず木の陰に身を隠した。

「船ボ長ス、それで……本気で折せつ半ぱんする気でいるんですかい？」

「んなわけねえだろ。俺たちが見つけたものは俺たちのものだ」

　ガイは薪まきを拾いながら、にんまりと笑っている。

「けど、船ボ長ス。妙な契約書を交かわしたじゃ……」

「あれが有効なのはスタホードの港までだ。とりあえず奴らを港に下ろして逃げ出せばいい。もちろん、今度こそエレノアっちゃんをとっつかまえてだけどな」

　一度、失敗しているのに、懲こりない男だと呆あきれつつも、ガイには気を許してはならないことを改めて思い知らされた。

　どれほど愛あい想そよく接していても、彼らは海かい賊ぞく。本気で信じてはならない男たちだ。

「船ボ長ス……相変わらず黒いっすね」

「そりゃあ、海賊だからな。略りやく奪だつしてこそ、海賊だ。だろ？」

　気分のよさそうなガイたちからそっと離れて、フィリップはきびすを返した。途中、いつもみかるの側にいるはずのディーンが草陰から姿を現す。

「ディーン」

「ちょっと、いいか？」

　驚いたことにディーンは人の言葉を発した。問題はフィリップがその声に聞き覚えがあることだ。

「……話せるのかっ!?　いや、その声は……」

「久しぶりだな、王子。『華の宴うたげ』以来だ。言葉遣いが荒いのは許してくれよ。俺は敬語が苦手なんだよ。ああ、俺はスタホードのディーン。エレノア姫を守る剣士の一人だ。知ってるはずだよな。ま、なんだ。このオオカミのディーンは仮の姿なんだ」

　ディーンは人間のように首を左右に振ると、大きな口を開けて、はあとため息をついた。

　いくら人間だと告白されても、なんだか奇妙な光景だ。

「ど……どうなってるんだ？　君は獣じゆう人じんか？」

「違う。簡単に説明するとだな。ホワイトの野郎がこの俺をこんな姿にしてみかるの護ご衛えいにつけたってわけだ。きっとあいつの嫌がらせも入ってんだろ。うぜえ魔導師だぜ」

「そ……それは……また……大変だ」

　魔導師のホワイトは大変な力を持つと言われている。人を獣けものに変身させることなど、朝あさ飯めし前まえなのだろう。

　もっともみかるの護衛のためならば、別にこの姿でなくてもよかったはずだが。

「俺のなりはどうでもいいんだよ。みかるには内緒だぜ。今更説明するのは面倒だからな」

「君がそう言うのなら……そうしておくよ」

「王子にも話すつもりはなかったんだ。けど、俺……みかるに怪け我がをさせちまって」

「怪我？　いつ？」

　ディーンの言葉にフィリップは、確かにみかるが少し疲れた顔をしていたことを思い出す。

　それが怪我のせいだとは思わなかったが。

「吊り橋で俺を助けるときについたんだ。俺の前足でな。みかるはあんたらに迷惑を掛けたくなくて、我慢してるようだが、痛いはずなんだ。このなりじゃ、俺にはどうしてもやれねえから、王子が見てやってくれないか？」

「わかった。それで、みかるは？」

「痛いのか、あのおしゃべりなみかるが黙だまり込んでるぜ」

　フィリップはディーンとともにすぐさまみかるの待つ場所に戻った。みかるは二人に気づくことなく、両りよう膝ひざを抱えて前まえ屈かがみに座っている。

　痛みを堪こらえるためにそういう座り方をしているのだろう。

「みかる……痛むんだろう？」

「え……あ……ううん。ちょっと疲れただけ」

「いや、怪我をしているはずだ。薬を塗ぬってあげるから、傷口を見せなさい」

「え……ううん。怪我なんてしてないよ」

「だめだ」

　尻しり込ごみするみかるの腕を摑み、フィリップは強い口調で言った。

　けれどみかるは恥はずかしいのか、顔を赤く染めて、首を左右に振るばかりだ。

「そ……そんなの……いい」

「恥ずかしがってる場合かい。化か膿のうしたらひどいことになる」

「でも……」

「全部脱がなくていいんだ。私に背中だけ見せてくれたらいい。いいね？」

「う……うん」

　渋しぶ々しぶというふうにみかるは頷き上着を脱ぐと、ようやくフィリップに背中を向けた。先ほどは気づかなかったが、シャツは少し破れて血が滲にじんでいる。

　フィリップはみかるのシャツの裾すそをそっと上げると、ディーンのつけた傷を確かめた。鋭い爪に引っかかれた痕あとが、意外と白い肌はだに無惨にも残されている。

「……よく我慢していたね。少し染しみるけど、我慢して」

　フィリップは乾いた布に飲み水を浸ひたして、傷口を拭ぬぐった。みかるは冷たい布の感触に猫ねこのように背を丸めた。

　フィリップは傷口を丁寧に消毒してから、塗り薬を塗り込める。

「……いたたたっ！」

「じっとして」

「は……はい」

　包帯を巻くと大げさになるし、それはみかるも嫌いやだろう。だからフィリップは、塗り薬の粘ねん着ちやく性せいを利用し、薄い布を傷口にくっつけた。

　治療を終えてシャツを元どおりにすると、みかるが安あん堵どのため息をつくのが聞こえた。

「それほど深くないから、傷は残らないと思うけど、みかるは女の子だからね。もし気になるほどの痕が残るようならホワイト殿に相談して傷跡を消してもらうといい。彼ならなんとかしてくれるだろう」

「え……いいよ、そんなの」

　みかるは上着を羽織りながら両手を左右に振る。その顔は相変わらず真っ赤だ。

「私からも話しておくよ」

「……治るよ、これくらい」

「ほら、誰かのために背の開いたドレスを着たいと思ったとき、傷が気になったら嫌だろう？　もっとも傷を気にするような男性は選ばないことだけどね」

「王子様は……気にする人？」

「気にしないよ」

「……じゃあ、いい」

　みかるはあくまで傷のことをホワイトに話さないつもりのようだ。

　場所が場所だけに女の子として言いにくいのかもしれない。ならスタホードに戻ったら、フィリップからそっとホワイトに伝えてやればいいだろう。

　フィリップはそう決めると、話題を変えた。

「そうだ、みかる。さっき立ち聞きしてしまったんだが、あの海賊たちは財宝を全て自分たちのものにするつもりでいるようだ。何か手は考えてあるのかい？」

「……実はこっちも全部横取りする気でいるの。その手はずは私がスタホードの港に戻るまでにホワイトやローラたちが整えてくれてるはずなんだけど……」

　本当にスタホードの人たちはたくましい。

　フィリップは思わず笑っていた。

「王子様も協力してね」

「もちろん」

　そう答えると、みかるは傷の痛みなど感じないような笑顔で、本当に嬉しそうに頷いた。
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　フィリップに傷口の治ち療りようをしてもらって二日目、ずきずきしていた痛みが、刺さすような痛みに変わってきたことにみかるは気づいた。

　もしかすると傷は悪あつ化かしているのかもしれないが、背中にあるから自分では確認できない。かといってまたフィリップに見てもらうわけにもいかず、みかるは黙っていた。

　目的の山の裾すそ野のまでもうすぐそこなのだ。今更引き返すわけにもいかないし、弱よわ音ねを吐いたところで、ここではどうしようもない。

　けれどフィリップが先にみかるの異変に気づいた。

「みかる……顔が赤いよ。疲れたのかい？」

「え……ううん。ちょっと息が上がってるだけ」

「クウン……」

　心配そうに鼻はな面づらを寄せてくるディーンの頭をみかるは撫なでる。

「ディーン、大丈夫だよ」

「おい、おまえ、やばい顔してるぞ。大丈夫か？」

「だから心配しないでよ。大丈夫だって言ってるでしょ」

　ガイにそう答えたみかるの額ひたいに、フィリップの手が触れた。その手を払おうとしたが、逆に摑まれる。

「みかる、ひどい熱じゃないか。いつからだ？」

「もともと体温が高いの」

「おいおい、んなわけねえだろうがっ！」

　迷惑を掛けたくないのに、フィリップは真剣に怒っているし、ガイまでも呆れたような顔で怒鳴っている。

　ここでリタイアしたくない。

　みかるはどうしても財宝をこの目で確かめなければならないのだ。

「痛くないって言ってたね。どうしてそんな噓うそをつくんだい？　いいから見せて」

　フィリップはみかるの手首から手を離したものの、今度は両肩を摑んでのぞき込んでくる。

　まともにフィリップの青い瞳を見られないみかるは視線を逸そらした。

「みかるっ！」

「……わかった」

　渋々みかるはフィリップに連れられ、茂しげった葉っぱのところまで移動すると、傷口を見せた。

　背を見たフィリップが息をのむのが感じられ、自分の傷が悪化していることにみかるは気づかされる。

　どうしようという不安が渦うずを巻いて、シャツを戻してからも立ち上がれない。

　そんなみかるの耳に、向こう側からフィリップとガイの会話が聞こえてきた。

「あんちゃん、どうだ？」

「傷口が悪化して熱を持っている。できればすぐに医者に診みせたいんだが」

「医者は船だ。おまえたちだけで戻れるか？」

　ガイの言葉を聞いたみかるは、思わず茂った葉っぱから飛び出し、二人に向かって叫んだ。

「いやっ！　ここまで来たんだから、あと少しくらい我慢できるっ！」

「みかる、だめだ」

「ううん。絶対船には戻らない。迷惑掛けないから……自分の足で歩けるから……ここで帰すなんて言わないでッ！」

　そう口にしながらも足あし下もとは頼りなくまっすぐ立てず、みかるはディーンに寄りかかって息苦しさを誤ご魔ま化かそうとした。

　そんなみかるの側にフィリップが近づき、座るように促うながしてくる。

「ほら、まともに立っていられないだろう。いいから座って」

「お願い……。宝物は海賊に渡せないの。もちろんあるのかどうかわからないけど……どうしても自分の目で確認したいの。私、そのためにここまで来たんだから……」

　みかるはフィリップにだけ聞こえるような小声で訴うつたえた。

　フィリップはじっとみかるを見下ろし、しばらく思案していた。だが、みかるがもう一度「お願い……」と口にすると、フィリップは困った顔をしながらも、頷いた。

「それで、あんちゃん、どうするよ」

「私が背負って連れて行く。もうすぐそこだろうから」

「でも……そんな迷惑……」

「掛けていい迷惑もあるんだよ、みかる」

　フィリップはそう言って中腰になるのを、ディーンが鼻面で押して邪魔をする。

「え？」

「ウオン、ウオンッ！」

「はは。ディーンは自分の背中に乗れって言ってるようだね」

「あ……うん」

　フィリップに背負われてみたい気持ちと、体重を知られるような羞しゆう恥ちまで晒さらしたくない気持ちがせめぎ合い、みかるはディーンの背中にまたがった。

「わがまま言って……ごめんなさい」

「ここまで来たんだ。一緒に財宝を確かめよう」

　フィリップはそう言ったが、様子を窺っていたガイが、チッと舌打ちしたのをみかるは見み逃のがさなかった。
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　数時間後、ようやく目的の山に到着した。山は先端の鋭い岩が幾いく重えにも重なり合うようにしてできあがったようにも見える。岩肌にはやはり草の一本も生はえておらず、浸食によって隙すき間まにたまった岩の粉が風によって舞い上がり、やけに荒こう涼りようとして見えた。

　みかるはディーンの背にまたがりつつも凭もたれていたが、人間を拒こばむような山の姿に驚き顔が上がった。

「痛むのかい？」

　側にいたフィリップがみかるの様子に気づいて、声を掛けてくれた。

　もちろんガイも、彼らの部下もみかるを心配してくれている。けれど、やはりフィリップが気に掛けてくれることがみかるにとって一番嬉しい。

「大丈夫」

　こうして長い間、同じ時間を過ごしてよくわかる。

　フィリップはエレノアがいる前でだけ優しさを見せるような男ではなかった。

　王子という身分を振りかざすこともない。船の生活でも言われた仕事はきちんとこなすし、今は自ら作り上げたフィルに満足しているようだった。

　きっとエレノアの姿であるときは、こういうフィリップの姿を見る機会などなかったはずだ。それはまた、自分だけが知っている本当のフィリップのような気がして、みかるは嬉しかった。

「船ボ長スっ！　ここに何かありやすぜっ！」

　ガイの部下が声を上げた場所には、確かに扉のように見える模様があった。けれどそれは岩と一体化していて、アーチ状の幾き何か学がく模様と岩の間には隙間がない。

「押しても引いても、開きませんです。もしかして壁へき画がかもしれないですぜ」

「いや魔法で鍵かぎがかけられているんだろう」

　ガイは壁画にしか見えない模様を手で触りながら、ううむと唸うなる。

　けれどみかるはアーチに添そうよう彫ほられた文字に見覚えがあった。

「その上の文字……地図に書かれた『高貴なる者が道を示すだろう』というエルフ語と同じ字に見える。……ちょっと待って」

　みかるはディーンのリュックを開けて、中から血のついた布を取り出し、ガイに渡す。

「これ、姫様の血のついた布を使ってみて。たぶん、それで開くような気がする」

「どうするんだ？」

「たとえば……撫でてみるとか……」

「そか。この辺か……ここか？　……どこだ？」

　ガイが布を模様に押しつけて、あちこち撫で回していると、模様が真っ白に発光し、今まであったはずの壁が消えた。

　のぞき込むと下へと向かう階段があるが、入り口からではどこまで続いているのか闇やみに消えていて見えない。

　そこで枯かれ枝を探してきて、先に布を巻き付けて松たい明まつを作ると、みなひしめき合うようにして階段を下りた。

「なげぇ階段だな……どこまで行くんだ？」

「海賊が怖いのか？」

「まさっ……まさっさかなあ～」

　一時間ほど下りて、また最初の壁と同じ模様の扉が現れたが、ガイは同じ方法で開けた。

「す……すっげ……こんなの見たことねえよ」

　扉の先に広がる野球場ほどの広さの空間には所ところ狭せましと輝く財宝が並べられていた。

　黄金のカップなどは古い金貨の海に埋もれていて、宝石のびっしりついた剣つるぎや、靴くつ、衣い装しようが無む造ぞう作さに置かれている。

　また成なり金きん趣味の富ふ豪ごうが、金の使いどころがなくて仕方なしに作りました……と見まがう趣味の悪い椅い子すやテーブルも数え切れないほど置かれている。

　一番、驚いたのは、部屋の真ん中に池があることだろう。そこは吹き抜けになっている天てん井じようの、遙はるか上から池へと滝のように水が落ちてきているのだ。

「みかる……」

「うん。すごい……すごいね。借金返しておつりがきそう」

「……みかるって……あはは」

「え……どうしておかしいの？」

「すまない。ただ海賊の財宝を見つけたのに、みかるはすごく現実的に喜んだから」

「……でもこれでホッとした……」

　財宝はあった。もしガイが少しくらい誤魔化したとしても、スタホードの借金は綺き麗れいに清算できるに違いない。しかもここには珍めずらしそうな宝石もたくさんあるようだし、聖なる山の中にあるという神殿に続く洞どう窟くつの修復も、ドワーフたちに頼めるだろう。

　ドワーフは金でなく珍しい宝石でなければ、仕事を引き受けてくれないからだ。

　ホッとすると張り詰めていた気持ちが急にゆるみ、どっと疲れが襲おそってきた。

「みかる？」

「……私……ちょっと……」

　みかるはフィリップに支えられるようにしてディーンの背から下りると、階段状になっている石いし畳だたみに腰を下ろして、目を擦こすった。なんだか寒気までしてきて、目が霞かすんでいる。頭もがんがんするし、今にも意識を失いそうだ。

「……みかるが横になれるよう、何か敷しき物ものを探してくる。ああ、冷たい水もあることだし、布を濡ぬらしてこよう。ディーン、みかるを見ていてくれ」

「ワウン」

　フィリップがゆるやかな階段を下りていくのを見送り、みかるはディーンのふわふわした背に凭れて、目を閉じた。

　なんだかやけに眠いのだ。

「あれはなんだっ!?」

「うわっ……やべえぞっ！　逃げろっ！」

「ウオンっ！　ウオンっ！」

　みんなの騒さわぐ声を耳にして、みかるは閉じた目をなんとかこじ開けた。

　だが、みんなが何に対して大騒ぎしているのか、みかるにはわからない。

「船ボ長スっ！　だめっす。扉が閉まって開きません」

「くっそ～宝を守る聖せい獣じゆうか……みんな剣を抜けっ！　こんなところでやられるわけにはいかねえんだっ！」

「……え……聖獣って何？　どうしたの……？」

　みんなはカトラスを抜いて上を見たり下を見たりとせわしない。けれどみかるにはそれらしい危険なものが見あたらないのだ。

「グルル……ウオンっ！」

「ディーン……え……え……えっ!?」

　なぜかディーンも牙きばを剝むき出しにして、何もない空間に向かって嚙かみついている。

　みかるは何度も目を擦り、何が起こっているのかを見定めようとした。

　すると五歳ほどに見える小さな女の子がみんなの周りを飛び回っているのが見えた。少女は壺つぼを抱かかえていて、中の粉を振りまいている。不思議なことにその姿は、時々消えては現れる。

「怪かい物ぶつじゃない……あの子……どうして、みんな気づかないの？　見えてないの？」

　少女の撒まく粉が問題なのか、みんなお互いを怪物だと誤解して、カトラスを交まじえ始めた。このまままでは同士討うちになってしまう。

「……違う……やめて……やめて――――っ！」

「みかるっ！　来てはいけないっ！」

　カトラスを構かまえているフィリップにみかるは駆け寄った。

「違うのっ！　相手をよく見てっ！　怪物なんていないのっ！」

「なんだって!?　うわっ！」

　フィリップがみかるの言葉に耳を傾けようとしているのに、ガイがカトラスを振り下ろした。すぐさまフィリップはカトラスをかわしたが、もう少しずれていたら、大怪我を負っていただろう。

「ガイっ！　なにやってんのよっ！」

　みかるはよろけながらも、足下にあった燭しよく台だいを摑んで、ガイの腹を叩たたいた。

「ぐっは～！　なにすんじゃ～！」

「よく見てよっ！　この人はフィルでしょ？　みんなも相手をよく見てっ！」

　尻しり餅もちをついたガイに、みかるは燭台をさらに振り上げて怒鳴った。

「なんだって？　……そうなのか？」

　ガイは目を細めたり、大きく開けたりして周囲を見回したが、フィリップを見るとカトラスをこちらに向ける。

「……いや……違う……あいつらは俺たちの敵だっ！」

「いい加減にしてっ！　女の子がいるの。現れたり消えたりしてるんだけど、その子が壺から粉のようなものを撒いてるのっ！」

「いないよ、みかる」

「どうしてみんなには見えないの？　だから……違うって言ってるでしょっ！」

　またガイがカトラスを振り回そうとしたため、みかるは仕方なしに燭台を振り回す。

「いっで～。なんべんも殴なぐるんじゃねえよっ！　だいたいもので殴るなって親から言われなかったのかよっ！」

「だから……騙だまされてるんだって……あ……も……だめ……」

　怒鳴ったからか、それともガイの聞き分けのなさが頭にきたのか、頭がぼんやりしてきて、みかるは立ちくらみを起こした。

「みかるっ！」

　フィリップに抱き留められたが、意識が朦もう朧ろうとしていて、身体を起こすことができない。

「おやめなさいっ、ジーン！」

　みかるは遠くから透き通るような声が響き渡るのを耳にした。

　誰だろうと声のした方へ顔を向けると、向こう側の階段に女性が立っているのが見えた。

　足下まである銀髪に、色素の薄い肌。瞳は薄い黄色をしていて、睫まつげがやけに長い。

　その女性の人とは思えない美び貌ぼうに、ガイは感かん嘆たんの声を上げた。

「あれは……あれは……エルフだぜ……マジで見たのは初めてだ……すげえ。あんちゃんも見ろよ。なんて綺麗なんだ……俺……いい人になっちまいそうだぜ」

「ジーン、戻ってきなさい。その方たちは盗とう賊ぞくではなさそうです」

　するとみんなには見えなかったはずの少女が今度こそはっきりと姿を現し、エルフの女性のもとへと飛んで行く。

「あれが……うろうろしてやがったのか？」

　そうガイに聞かれたが、みかるにはもう答えることができなかった。

「その子はとても具合が悪そうですね。こちらへ連れていらっしゃい」

　美しいエルフはそう言い、みかるを抱き上げているフィリップを呼んだ。




















[image: ]






　みかるの意識はゆっくりと戻ってきた。

　先ほどまで本当に気分が悪く、早くベッドに潜もぐり込みたい欲求に駆られていたが、今はすっきりとしていた。

「……ん……あれ？」

　美しいエルフはみかるの額に手を置いていたが、こちらが目を覚ましたことに気づくと、そっと手を離して微笑する。

「ずいぶん我慢していたのね。でももう大丈夫。怪我は治しておいたわ。このくらいなら私でも治せるの。安心して」

「あの……」

「私はロレーヌ。貴方あなたはなんていうお名前なのかしら？」

「み……みかる。天あま城ぎみかる」

　みかるは身体をゆっくりと起こし、周囲を見渡した。

　ベージュの石で造られた部屋はとても温かい雰囲気が満ちていて、あちこちにカーテン状の布が垂たれ下がっている。カーテンはシルクより薄く、そして光こう沢たくに満ちていて、ユラユラ揺れるのを見ていると、どこか幸せな気分になってくる。

「こんにちは、みかる」

「あ……こんにちは。あの……みんなは？」

「治療をするあいだ、私のお友達に別室へ案内してもらったの。大丈夫よ」

「よかった……」

　間近で見るとさらにロレーヌの美貌は際きわ立だつ。

　自分の母親も美しいと思うが、ロレーヌもまた違った美しさを纏まとっていた。

　形よく盛り上がった胸はドレスから谷間がのぞいているし、腰はキュッと締まり、ヒップはなだらかなカーブを描いている。

　プロポーションがとてもいいのに、肉感的には見えないのが不思議だ。

「それで……貴方は人間だけれど、エルフの血を引いているのでしょう？　感じるの……仲間だって」

「あの……実はみんなには内緒なんです。でも……そうです。私のおばあ様がエルフだって王様から聞いてます」

「そのおばあ様の名前を聞いてもいいかしら」

「メレディス」

「メレディス……あのメレディス様が人間と婚こん姻いんしたの？　信じられないわ……」

　ロレーヌはメレディスを知っているのか、驚きの声を上げて、目をぱちくりさせている。

「はい。スタホードの王様、ジュリアン・ソールズとです。私の母はその二人の娘になります。だから私はメレディスおばあ様の孫になるんですが……いろいろややこしくて……あのっ……でもこれ、他の人には内緒にしてください。お願いします」

「いいのよ。事情はいろいろあるでしょう……内緒ね」

　ロレーヌはまっすぐ伸ばした人差し指を唇くちびるに押し当て、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます」

「でも……どうやってここへ？　どの海図にも載っていない島のはずよ」

「エド・ブラッドリーの地図を見つけたんです」

「エド……エドが？　もしかしてエドも来ているの？　まさか……」

　今まで穏おだやかな表情をしていたロレーヌが、突然、動揺して立ち上がり、周囲を見回す。

　みかるはそんなロレーヌに驚きながらも、エドのことを話した。

「いえ……あの……その人、百年ほど前にスタホードにやってきた人で、もう亡なくなっているんです。病気だったそうです」

　ロレーヌは今にも泣きだしそうなほど悲しげな表情を浮かべたが、それは一瞬だった。

　けれど動揺は収まらないのか、自分に言い聞かせるように、呟つぶやく。

「……そう、そうね……生きているわけないのよ。そう……もうそんなになるのね」

「……あの」

「ごめんなさい。わかっていたことだけれど……やっぱり辛つらくて……」

　エド・ブラッドリーはロレーヌと深いつながりがあるように見える。

「もしかして……」

「エドは私の夫なの……いえ、だったの。ごめんなさい……ちょっと席を外はずさせてもらうわ」

　ロレーヌはそう言うと、足早に部屋から出て行った。入れ替わりにジーンと呼ばれた少女が入ってくる。

「……ジーン？」

「そう、私、ジーン。小さい人と呼ばれる妖精ね。これ、どうぞ。身体が温まるよ」

　ジーンは持ってきたトレーに載せたカップをみかるに差し出す。カップを受け取り見下ろすと、何が入っているのかわからないものの、いい匂いが鼻をくすぐった。

「ありがとう」

「奥様、ずっとエドの帰りを待っていた。エドが奥様のために集めた宝物を守って……ずっと。人間の寿命は短いから、もう生きているわけはないってわかっていても」

「え……」

　ではそれほど長い間ロレーヌはここでエドの帰りを待っていたのだ。だからみかるから事実を聞いて動揺したのだろう。

　人とエルフは最後まで同じ時間を過ごせないのだ。

「私もだけど、エルフは長生きだから仕方ないね。私、奥様とずっとここに住んでる。お世話は私がしているの。でももう奥様、限界。貴方エルフの血入ってる。お願い、奥様、仲間のところへ戻してあげて。このままだと奥様病気になって死んでしまう」

「……私はエルフの国に行ったことないの……あっ」

　みかるはあることに気づき、居ても立ってもいられず、ベッドから飛び下りていた。

　あれほど頼りなかった足下はしっかりしていて、今はエネルギーがみなぎっている。当然、背の傷など全く痛まない。

「ごめん、ジーン。みんながいるところに案内してほしいの。確かめなくちゃならないことがあって」

「いいよ。こっち」

　ジーンに案内されたみかるは、驚くフィリップやガイのことより、まず端で寝そべっていたディーンに駆け寄った。

「みかる？　大丈夫なのか？」

「おまえ、元気になったじゃねえかっ！」

「ちょっと待ってて、詳しいことは後で話をするから……」

　みかるはディーンのリュックから、地図と短剣を取り出して、また外へと出ると、ジーンの案内でロレーヌの自室へと向かった。

　ロレーヌはベッドに伏せている姿が引かれたカーテンにシルエットとして浮かび上がっていた。

「……すみません。あの……見せたいものがあって」

　みかるがそう声を掛けるとゆっくりと身体を起こし、目元を拭ってから、カーテンを開ける。

「これ……この地図を見てこの島にたどり着いたの。一緒に、短刀も入ってたんです。エド・ブラッドリーのものって聞いてるんですけど……そうですか？」

　手にしている短剣を見たロレーヌは悲しげだった表情をパッと明るくさせた。それでも赤い目をまた潤うるませながら、みかるから短剣を受け取る。

「……え。ええ……これはエドのものよ。とても気に入って肌身離さず持っていたわ」

「地図には仕掛けがしてあって、エルフの血が触れることでしか読めなくなっていたんです。それを……」

　みかるはフィリップたちが部屋の外にいる気配を感じ取り、言葉を選んで続けた。

「うちの姫様が読めるようにしてくださったんですけど、私、気づいたんです」

「気づいた？」

「スタホードはエルフがやってくる唯一の国だったって聞いてます。今は事情があって来なくなっちゃったんだけど、エド・ブラッドリーがスタホードを訪れたときはまだエルフは来ていたそうです」

　なぜ、エド・ブラッドリーがスタホードにやってきたのか。

　みかるは気づいたのだ。

「……ええ。スタホードの湖は特別なの。地底湖からのわき水はとても澄すんでいて、私もよく遊びに訪れたわ」

「エド・ブラッドリーはこの地図を本当はエルフに渡したかったんだと思うんです。でも重病でそれを遺ゆい言ごんすることも、エルフに託たくすこともできずに亡くなってしまった。百年経って、私たちは何も知らずに地図を見つけたの。ただ島に財宝があるって思っていたし、本当にそうだったけど……地図に描かれてる光はきっと貴方のこと。エドはエルフの仲間に貴方を迎えに行ってほしかったんだと思う」

　みかるは自分の想像が間違っていないことに確信を持っていた。

　エドは宝の地図を渡したかったのではなく、愛する人の居場所を示す地図をエルフに渡したかったのだと。

「……いいえ。私はエルフの国を捨てた身。あの人とともに生きるために……」

「ううん。エルフの国には人間の船は行けないって聞きました。当時、唯一エルフに会えるのはスタホードだけだったって。だからエド・ブラッドリーは貴方の居場所を記した地図を持って来たんです。エルフしか読めない地図にして……」

「そんな……いいえ……私は……」

　ロレーヌは可か哀わい想そうなほど動揺していて、地図を見つめながらも、それを持つ手が震えているのだ。

　けれどロレーヌが手にした途端、地図の裏に、そこに今までなかった文字が浮かび出すのを見つけた。

「あの……地図の裏に文字が浮かんできた……」

「え……」

　ロレーヌは慌あわてて地図を裏返し、文字を確かめ、あっと驚く。

「これはエドの字だわ……エドの……」

　嬉し泣きのような表情になったロレーヌは、震ふるえる指で文字をなぞっている。何が書かれているのかみかるにはわからないが、そっとその場を離れて部屋を出た。

　外にはフィリップやガイが、みかるが出てくるのを待っていた。

「みかる、もう大丈夫なのか？」

「う……うん。あのロレーヌさんが治してくれたの」

「エルフはやっぱり癒いやしの力があるんだな。すげえな」

　ガイはやたら興奮しているが、みかるはそんな気になれない。

　通路の手すりから下をのぞくと、例の宝物の部屋が見下ろせる。居住区はこの部屋の壁に添って造られているのだ。

「クウン……」

　ディーンは手すりを持って見下ろすみかるにすり寄ってくる。フィリップも心配そうだが、みかるは今の気持ちをどう言葉にしていいのかわからないのだ。

「元気がないようだけど……横になっていなくてもいいのかい？」

「うん」

「で、エルフがここの持ち主なのはわかったけどよ、あの財宝はどうなんだ？　持っていっていいって言ってたか？」

「だめよっ！」

　みかるは自分でも驚くほど強い口調で怒鳴っていた。そのせいか、ガイは目を丸くさせている。

「はあ？　おまえ、何言ってんだ？」

「ここの宝物は……愛する人のために集められたものなの。私だって欲しいけど……純粋な想いが詰まったものを、他人が手出ししてはだめだと思う」

「エルフはこういうものに執しゆう着ちやくしねえって聞いてるぜ」

「それでもだめなの」

　エドがどんな気持ちでスタホードにやってきたのか。ようやくたどり着いたのに目的を果たせず息絶えた悔くやしさを思うと、財宝などみかるの目には入らない。

　ここは誰であっても手をつけてはならない場所なのだ。

「かてえこと、言うなって……じゃあ俺が交渉してやるよ」

「だめっ！　絶対、だめだからね。あの人は今……大切な人が亡くなったことを知ったの。百年帰りを待ち続けた人よ。そんな人に言えるの？　この宝を借金返済になんて使っちゃだめ。海賊のものにしてもだめ。絶対だめ。もしガイができるっていうなら、人の気持ちを理解できない最低な人だわ」

　ロレーヌはどれほど長い間、エドを待ち続けたのだろう。

　愛する人のいない、この寂さびしい場所で。

　それを想像するだけでみかるの目から涙が止めどなくあふれた。こんな姿など誰にも見せたくないのに悲しくて悲しくてたまらないのだ。

「おまえ……」

「エルフだって執着するわ。好きな人が自分のために贈ってくれたものなんだから……金銀財宝だろうと、もしそういうものでなかったとしても……大切な宝物よ。誰にも渡せない」

「泣くなよ……悪かったよ……」

　ガイは珍しく反省した顔で頭を搔いた。フィリップがそっとスカーフを差し出してくれる。みかるはフィリップからスカーフを受け取ると、そこで自分が言いすぎたことに気づく。

「ごめん。ごめんなさい……私……言い方悪かったよね。ただ……私……」

「いいんだよ。事情はわかったから」

　フィリップから渡されたスカーフでみかるは目をギュッと押さえて、涙をどうにか止めた。

　まだ胸が痛くて、呼吸も苦しいほどだ。

　それでもみかるはこれから先のことを考えていた。

　今、みかるにできることは、エドが望んだように、ロレーヌを仲間のもとへ戻してやることだ。

　この寂しい場所からロレーヌを連れ出すために、みかるは呼ばれたのだろう。

「ロレーヌがこんなところにいたとはな」

　よく知った声にスカーフに埋うずめていた顔を上げると、ガイやフィリップの背後にホワイトが立っているのが見えた。

　ディーンは自分の主人であるはずなのに、ホワイトに向かって、牙を剝き出し唸っている。

「ホッ……ホワイトっ！　どうしてここにいるの？」

「おまえたちをずっと見守っていた……それがどうした？」

「どうした……って」

　当然だろうという顔をしているホワイトに、開いた口が塞ふさがらない。

　あれほど苦労してここまでたどり着いたのに、そんなことなど何もなかったように涼すずしげに立つホワイトに、みかるは啞あ然ぜんとするしかない。

「うおっ……こいつ、なんだ？　魔導師か!?」

　ガイはホワイトの側から飛び退のくと、ジロジロと彼を見つめている。そんなガイなど視界に入っていないのか、ホワイトは「あの子のことは私が……」と言ってロレーヌの部屋へと姿を消した。

「あの子？　エルフをあの子だぜ。あいつは何歳なんだ？」

「知らない」

「……彼はどういう魔導師なんだい？」

「へっぽこ」

　みかるはせっかくみなぎった力が全て抜けたような顔でため息をついた。





[image: ]






　ガイが部下たちと財宝を見に行くと言いだしたので、こっそりポケットに入れないようにと、みかるはディーンを見張りに付けた。フィリップは食事の準備を手伝ってほしいというジーンに半ば無理やり引っ張られて行ってしまった。

「さっきはごめんなさい、取り乱して……」

　しばらくして部屋から出てきたロレーヌは、みかるの隣に立って、同じように手すりに手を掛けた。

「ううん。全然。気にしてない。でもあれ、すごい宝物だよね」

　心配していたとおり、ガイは財宝に手をつけたのか、牙を剝いたディーンに追いかけ回されている。事情を知った上で、情けない姿を見せないでよとみかるは内心で思いつつ、ロレーヌがクスッと笑うのを見逃さなかった。

「私は必要ないってエドには言ったのだけれど……あの人はとても不器用で……愛情を形にしなければ気がすまない人だったの。私ももっと元気な頃はあの人の船に乗って、たくさんの国を回ったわ。でもそれも長くは続かなかった。エルフは人間の世界で生きることが難しいの。それでこの島にやってきたの。ここは人間の世界でも外の世界と切り離されているし、自然が多くて、私の身体に優しい場所だったから……」

「じゃあ、ロレーヌさん。エルフの国に戻るんだよね？」

　みかるの言葉にロレーヌは首をゆっくりと左右に振る。

「どうして？　ここにとどまったら病気になって死んでしまうって聞きましたけど」

「ここを守る人が必要なの」

「だめですよ。貴方の大切な人が命を懸かけてスタホードに来たの。貴方をひとりぼっちにしたくないから……そして……いつかもう一度、愛する人に会うために、貴方に生きてもらいたかったから、エルフの国へ戻ってほしかったんだと思う。ここのことが心配だったら、誰にも手を出せないよう、船の砲ほう弾だんで山を崩くずしてしまえばいいよ。ね、そうしよう」

　みかるが必死にロレーヌを説得しようとしているのに、当人は寂しげに笑うばかりだ。

　その笑顔からはどこか達たつ観かんしたものが感じられる。

「……人間は同じことを言うのね」

「同じこと？」

「エドの手紙に……書いてあったの。『生まれ変わって迎えに行く』って」

「それを信じないんですか？」

　百年もエドを待っていた人が、信じられないということの方がみかるには驚きだった。

　けれどみかるの言葉がロレーヌには驚きだったようだ。

「……みかるは信じられる？」

「他人から聞かされたら悩むけど……愛する人が手紙にそう書いてくれていたら……私は信じます。でもロレーヌさんが亡くなったら、楽しみに待てないよ。それに……せっかく迎えに来てくれたのに、愛する人がいなくなってるなんて、エドさんが可哀想」

　自分がどう感じるのか、みかるはただそれを正直に口にした。

　現実に可能なのか、そんな所しよ詮せん証明できない疑問は学者に押しつけ、自分は愛する人の言葉をただ信じるだけでいいのだと思う。

　しばらくするとロレーヌは何かを悟さとったようにパッと明るい笑みを浮かべた。

「……そうね。本当にそうね。ええ……そうだわ。楽しみにして待てばいいのね」

「うん」

「今度こそ……あの人とエルフの国で暮らせるわ。そうすれば……きっと添そい遂とげられる」

　ロレーヌの言葉にみかるは首を傾かしげた。

「エルフの国に行けば、人間も長生きできるの？　だったらどうして最初からそうしなかったんですか？」

「エルフを殺あやめた者はエルフの国には入れないの」

　不思議なほどさらりと告げられた事実に、みかるは目を見開いた。

「え？」

「エドは……私の婚約者を殺めてしまったの。もちろん故意でないんだけど……それでも事実は変わらない」

　ロレーヌがどういういきさつからエドと出会い、愛し合うようになったのか。とても興味があったが、今はまだ聞ける時期ではないだろう。

　それでもいつか聞いてみたい。

「あの人の笑顔が見られないのが寂しいわ……。真っ黒に日に焼けた顔が笑うとやんちゃな顔になるの。もう見ることができないのね。とても……とても寂しい。最後はあの人の側にいて……あの人とともに逝いけたらよかったのに……。そのつもりだったのに、私に噓をついてここから出て行ったの」

「噓？」

「不老不死の実を見つけたって。それを食べて戻ってくるって……そうしたらずっと一緒に暮らせるって……。その言葉を信じてしまったの……」

「そんな実があるんだ……」

「私は見たことがないのだけれど、あると聞いているわ。あの人は手に入れるといったものは全て手に入れてきた人なの。だから……信じて見送った。あれがエドを見た最後」

　ロレーヌの頰ほおを静かに涙が伝う。もしかすると自分でも涙を流していることに気づいていないのかもしれない。

　彼女の瞳には今も老おいたエドの背が焼き付いているのだ。

　どんな気持ちで見送ったのだろう。

　それを想像すると、みかるまでもらい泣きしそうだ。

「また会えますよ……絶対」

「……ええ。それを楽しみにするわ。あの人が迎えに来てくれるのを信じて待つの……」

　そっと涙を拭ったロレーヌは、今までとは違う迷いのない瞳を見せた。

　胸を張り背を伸ばした姿は凜りんとしていてとても美しい。

「ありがとう、みかる。貴方のおかげで私……本当の意味での希望をもらったわ」

「私は何もしてません……エドさんが私たちをここまで連れてきてくれただけだから」

　今頃エドはホッとしているに違いない。

　愛する人はようやく孤独から解放されるのだ。

　二人で話しているところに、ホワイトがやってきて、ロレーヌの隣に立つ。

「エルフの王への連絡は船に乗ってからでいいだろう。ああ、ロレーヌはいったんスタホードに連れて行くことになる。人間の船ではエルフの国には入れないからだ」

「あ、そうだよね。スタホードについたらエルフの国に行く前に、みんなでエドさんのお墓参りに行こうよ。湖の畔ほとりにあっていつもたくさんの花が咲いてるんです」

　湖だけではなく、綺麗な自然や温かい人たちのことも見て回ってもらいたい。

　みかるが興奮して一気にまくし立てると、ロレーヌも楽しそうに微笑んでくれた。

「ええ、是ぜ非ひ案内してちょうだい。見てみたいわ……」

「うん。任せてください」

「そういえば、メレディス様はスタホードに今もいらっしゃるのかしら？」

「ううん。王様がエルフの国へ帰るよう説得されたんです。愛する人が人間の世界では長く生きられないことを知っていらっしゃったから……」

「そう……だったの」

「でも後悔とかされてないです。今もおばあ様を心から愛されているし、スタホードに住む人々にとっても誇ほこりなんです」

　メレディスに会ったことはないが、後悔などしていないはず。だからロレーヌに悲しい顔をしてもらいたくないのだ。

　そんなみかるの気持ちを理解してくれたのか、ロレーヌは小さく頷いた。

「ロレーヌ」

「ええ。後でね、みかる」

　ホワイトと一緒にロレーヌが部屋へ戻っていくのと入れ替わりに、ガイとディーンが戻ってきた。

　ディーンは相変わらず牙を剝き出して、威い嚇かくしている。

「で、話は決まったのか？」

「ガイの船でロレーヌさんも一緒にスタホードに戻るの」

「宝はどうするんだ？」

「このままだと、また誰かに見つかるかもしれない。だから……ガイの船にある大砲で山自体を崩してほしいの。そうしたらもう誰にも手が出せないし」

　みかるの提案にガイは目を大きく見開いて、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　そういう反応は予想されたものだったから驚くことはなかった。

「は──!?　埋めちまうってか？　おいおい、ちょっと待てよ……なんにもなしで手ぶらで帰れってか？　ちょ、おまえ、勘かん弁べんしろや～」

「何、言ってるのよ。一つでも財宝を持ち出したら、海賊王と呼ばれたエドに呪のろわれちゃうからね。知らないよ」

「だ～……呪いはやめろ。魔導師がいるんだから、笑えねえぜ」

「それにね、ロレーヌさんが言ってたよ。ガイはエドに似てるって」

「え、マジ？」

　そんな話はロレーヌとしていないのだが、ホワイトが当てにならないため、ここはガイをおだてて、拒否できない状態で納得させるしかないのだ。

　ガイはちょっと腹は黒そうだが、おだてに弱い。手て癖くせも悪いけれど、根っから悪い男ではないこともみかるは気づいていた。

「きっと立派な海賊なんでしょう……って」

「ああ、そうだ。俺は立派な海賊だぜ」

「じゃあ海賊が海賊の集めたものを盗とろうなんて、せっこいことは考えないよね？」

「おっ……おう。たりめ～だろうが」

　予想どおりガイはみかるが望む反応を見せてくれた。

　みかるは満面の笑みでガイの背中を叩く。

「頼んだね、格好いいガイ」

「おうよ、任せとけ」

　がははと笑って胸を張るガイに、ディーンが馬鹿にしたように鼻を鳴らしたのをみかるは聞き逃さなかった。
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　船までの道のりだけはホワイトが一気に道を開いてくれたため、一瞬にして戻ることができた。こういう気前のよさをいつも持ってくれるといいのだが、ホワイトには望めない。だから『へっぽこ』なのだ。それもまたホワイトにとってはほめ言葉らしいが。

「一番から三番、弾を装そう塡てんしろ。俺の合図で、順次撃て」

　ガイが甲板に立って声を上げると、副長のリオが下からの合図を待つ。

　みかるはガイから少し離れた船の手すりに摑まり、これから起きることをわくわくしながら眺めていた。

「準備が整いました」

「一番、撃てっ！」

　リオの返事を受け、ガイが高らかにそう叫ぶ。

　すると耳をつんざくような音が響き、次に船が振動した。みかるは慌てて手すりを握り直して、大砲が発射されると結構揺れることに驚く。

「あ……」

　飛び出した黒い弾は見る間に小さくなり、山の中腹に当たって砂すな煙けむりが上がる。ガイの部下たちの中には口笛を吹いたり、手を叩く者もいた。

　だが、そんな様子に目を剝く男が一人いる。

「……!?」

「なんだ、彼はどうしたんだろう？　みかる？」

　手すりに摑まり身を乗り出すガイに、みかるの隣に立っていたフィリップが怪け訝げんな表情を浮かべた。

「あのね、ガイのことだから絶対にあの財宝を目にして素直に引き下がると思わなかったの。で、調べたら、大砲には火薬が仕込んでなかった。ガイは空砲で私たちを誤魔化して、後でこっそり取りに来るつもりだったみたい。姫様の血のついた布もちゃっかり隠し持っちゃってるの。だからちゃんと火薬や弾詰めるように、船員を脅おどして今もディーンに見張らせてるの」

　にんまりとみかるが笑うと、フィリップはぷっと噴き出し、声を抑えて笑った。

「ガイ～、どうしたの？　次は？」

　みかるがせっつくように言うと、ガイは笑いを取り繕つくろって、叫ぶ。

「あ……ああ、はは……そうだったな。二番、三番……続けて……撃てぇっ！」

　大砲は続けて撃たれて、山は見る間に崩れていった。

　もしここに財宝を探しに来たとしても、あれでは簡単には掘り返せないだろう。だいたいそういった機材を持ち込むのも一苦労だろうし、クラーケンはいつだってここを守っている。

「これでいいのかい？」

「うん。姫様もきっと同じことをされたと思う」

「そうだね」

　フィリップは小さく頷き、青い空を仰あおぎ見る。

　その横顔が本当に男らしくて、みかるはしばし目を奪われていた。

「さあ、碇いかりを上げろっ！　出航するぞ！　ガキもあんちゃんも、仕事しろよっ！」

　ガイの声にようやく我に返ったみかるは、慌ててフィリップから視線を逸らした。
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　帰りの航海はとても順調だった。

　嵐もやってこないし、風は適度に吹いていて、いつも帆ほはいっぱいに張られていた。そんな航海をガイは楽だが面おも白しろみがないと愚ぐ痴ちっていたが、大事なお客を乗せているのだから、穏やかに過ぎていいのだ。

「新鮮な果フル物ーツを持ってきました。どうぞ」

　みかるはロレーヌのいる部屋を訪れ、トレーに載せた果物フルーツをジーンに渡した。ジーンは、トレーをテーブルに置くと、ロレーヌがベッドから起き上がるのを手伝う。

「ええ。いろいろ気遣ってくれてありがとう」

「ううん。私でよかったらなんでも言ってください。ここの人たちはちょっとデリカシーが足りないから」

「いいえ。とてもよくしてもらっているわ。申し訳ないほどよ」

　確かにロレーヌの言うとおり、部屋にはどこから持ってきたのかわからない花束や、彼女のものではない宝石をちりばめたドレスや、綺麗な風景画があちこちに掛けられている。

　ロレーヌの目を和なごませるものを手あたり次第壁に掛けたという感じだ。

「な～んだ。綺麗な人にはみんな紳士になるみたい」

「エルフにはこういう噂うわさもあるの、『丁てい重ちように扱わなければ、不幸が訪れる』って。そんなの噓なのにどうして信じてしまうのかしら……」

　楽しげにロレーヌは笑っている。その笑顔はとても美しい。

「あの……聞いてもいいですか？」

「ええ、いいわよ。何かしら」

「どうしたら……そんなふうに……その、好きな人と上手くいくのかなって」

「……え？」

　ロレーヌはみかるの質問に首を傾げて、不思議そうな表情をしている。みかるは自分の説明が足りなかったことに気づき、額の汗を拭う。

「あの……百年も待ち続けられるほど誰かを愛せるってすごいと思うんです。でもそれほど愛せる人と出会えて一緒になれるって……もっとすごいと思うの」

「ありがとう」

「それで……あの……あのね。私もいいなって思う人がいるんだけど……あこがれなのか、好きなのかわからないんです。違いって……なに？」

　フィリップのことはとても好きなのだが、あこがれているだけなのかもしれない。いろんなフィリップをこの旅で知ることができてもなお、あこがれているだけだという気持ちがどこかにあるのだ。

「私にもわからないわ。でも……好きな人の理想ではないところを見ても、幻げん滅めつせずに好きだと思えたらずっと一緒にいられる相手なんだと思うわ」

「理想ではないところ？」

「クールな人のだらしないところ……かしら」

　ロレーヌの言葉にみかるはハッと気づいた。

「あ、そっか。パパは外では格好よくスーツで決めてるけど、家ではお腹なか丸出しでごろごろしてる。私はやだなあ～って思うけど、ママはそんなパパも大好き」

「……私も知ったふうには言えないけど、そういうことだと思うわ」

「でも……私の好きな人のそういう姿は……想像つかないかも……」

　娘として幻滅する父親の姿ならすぐに思い浮かぶ。この船の船員たちが、女の子のみかるがいるにもかかわらず、目の前で素すっ裸ぱだかになってシャワーを浴あびる姿も、あまり気持ちのいいものではなかった。

　けれど、フィリップのそういう姿など見たことはないし、やっぱり想像もつかない。もっと長い間一緒にいたらそういう姿を見る機会もあったのだろうか。

「みかるは……あのフィルって人が好きなんでしょう？」

「え……わ……わかる？」

「すっごくわかる」

「あ～もう……そんなに態度に出てるのかな」

　みかるは顔を真っ赤にして鼻を擦りながら、ベッド脇の椅子に腰を下ろした。

「態度じゃなくて目よ。みかるが向ける視線に、好きって気持ちがこもってるの」

「それもエルフの特別な力だと思わせて……」

　今はまだフィリップに自分の気持ちを知られたくない。

　フィリップがどれほど気さくに接してくれたとしても、彼はノークレーブスの王子という身分なのだ。侍じ女じよという身分の女の子に好きだと言われたら迷惑にしかならないだろう。しかもみかるは表向きはエレノアの信頼する侍女だ。フィリップもむげには扱えないから、対応に苦く慮りよするに違いない。

　みかるはそんな気遣いは絶対にされたくないのだ。

「知られるといけないのかしら？」

「……すごく複雑。フィルは……その本当はフィリップっていう王子様で……私のママが好きで、婚約もしてる。だけど、ママにはもうパパがいて、私っていう娘までいることを知らないの。そこにはちょっといろいろ複雑な事情があって、ママがすでに誰かと結婚していることは王子様には言えずに、私は時々ママの振りをして王子様に会ったりしなくちゃならなくて……」

　自分で説明しながらも、本当にややこしいことになっているのに気づかされる。

　これをどう収拾すればいいのか、みかるにもわからない。

「本当に……すごく複雑ね」

「うん。だから私は時々ママにすごく腹を立てちゃうこともあるの。事情はわかっているんだけど、どうしてって……。でもママは誰もが好きになるほど綺麗な人だけど、私は違う。私は王子様に似合う女の子じゃないし、きっと好きだって言っちゃったら、友達としてもだめになっちゃうと思う。私……こんなふうに誰かを好きになったことがないから、どうしていいのかわからないんです」

　ローラにすら打ち明けたことのないみかるの正直な気持ちだった。

　だいたい、未いまだにモデルなどのスカウトの誘いがくるほど美しい母親の娘なのに、みかるは美しさとはほど遠い容姿の自分にどれほどのコンプレックスを持ったかわからないほどだ。

「……それは今すぐに答えを出さなくてもいいと思うわ」

「え？」

「ゆっくり相手を好きになることもあるのよ。何年も友達として付き合っていて、あるとき気づくの。この人といるのが一番自分らしくいられるって。私はそうだったわ。エドとは燃え上がるような恋の末に結ばれたわけではないのよ。私はただの略奪されたものだったから、あの人が嫌いだったの。向こうもツンとすました私が気に入らなかったのよ」

　どこか懐なつかしい目をしながらロレーヌは言った。

「そうなんだ……」

「エルフってなぜか、高貴で美しく、人格も立派で物欲もない、特別な存在だと思われてるのよ。そういうのもううんざり。私は自分が立派だとか特別だと思ったことはないわ。普通の人と同じように泣いたり笑ったりする普通の女性なの。そのことにエドは気づいてくれた」

　確かに自分とはかけ離れた理想を押しつけられることは、苦痛に違いない。特にエルフに関して言えば、自分は違うと否定したとしても、信じてもらえないだろう。

　母親も同じようなことを口にしていたのを、みかるは思い出した。

「ママもそんなこと言ってた。でも……ロレーヌさんたちは一ひと目め惚ぼれって思ったら違うんだね」

「ええ……お互いに相手を好きだって気づくのに二年かかったの。そういう恋もあるのよ。急がなくていいと思うわ。みかるらしくいればいいの。背伸びしたって、疲れるだけでしょう？　本当の貴方じゃなくなってしまうし、偽いつわりのみかるを好きになられても、続かないわ。そのくらいみかるもわかるでしょう？」

「……うん」

　どれほどもがいても胸は大きくならないし、女の子っぽく振る舞おうとしても、エレノアを演じている時以外は、自分らしくないのがわかっているから、できないのだ。

「みかるは自分で気づいていないけれど、とても魅力的な女の子よ。貴方と一緒にいるだけで楽しくて元気になれる。なんでもできそうな気にもなるわ。それってとてもすごいことなの」

「ほんとう？」

　ロレーヌの言葉にみかるはすごく救われたような気がした。

　噓でも魅力的だと両親以外の人に言われたら、誰だって嬉しいだろう。

「ええ」

「あの……あのね、好きっていつ言ったらいいものなのかな？」

「それも急がなくていいのよ。無理して言うこともなければ、チャンスをずっと窺うこともない。疲れちゃうでしょ。自然と好きって口をついて出たときが、そのときだと思うわ」

　フィリップのことはゆっくりこれから考えていけばいいのだろう。無理することなくみかるはみかるらしくいればいいのだ。

　そしていつか、自然に好きだって告白できたら、一番だ。

「……わかった」

「少しは力になれたかしら？」

「……うん。すごく。なかなか相談できる人がいなくて……私……」

　不意に目め頭がしらが熱くなったと思ったら、あっという間に涙が一筋頰を伝った。ロレーヌはそんなみかるに優しい目を向けて、そっと涙を拭ってくれた。

「いいのよ、みかる。女の子は誰だって悩むことだもの」

「ありがとう」

「私でよければなんでも話してちょうだいね。でも私の考えが必ず正しいとも思わないで。どうするのか最後はみかるが決めることだから」

「うん」

　ロレーヌと話をしていると、とても心が温まってくる。心に染み入ってくるような穏やかな口調が、胸の内を全て聞いてもらいたい気持ちにさせるのかもしれない。

　ロレーヌはずっと一緒にいたくなる不思議な人だ。

　エド・ブラッドリーがそんなロレーヌをどれほど愛し大切にしたのか、想像しなくてもわかる。

「じゃあ、私はこれで。そろそろ夕食の準備を手伝わなくちゃならないの忘れてた……」

「また来てね、みかる」

「もちろん」

　胸の内を聞いてもらったみかるは足取りも軽く階段を上り、厨ちゆう房ぼうに向かっていた。途中、樽たるを運ぶ作業をしていたフィリップとガイに会った。

「やあ、みかる。ロレーヌさんのところへ行ってたのかい？」

「うん」

「あ～あ～財宝が唸ってたっていうのによ。な～んもなしか～」

　納得したはずなのに、時間が経つとやっぱり惜おしいという気持ちが膨ふくらむのか、ガイはぶつぶつと文句を言っている。

「ガイ、そういうの男らしくないよ」

「うるせ～。あそこまで行って、なんにもなしだぜ。せめてガキが俺にご褒ほう美びをくれよ」

　ガイはどういうわけかニヤニヤとした笑いを浮かべている。けれどみかるには何も思い浮かばない。ガイはどういう褒美が欲しいと言うのだろう。

「私？」

「ちょっと、みかる。くっちゃべってないで、そろそろ厨房に来な。夕食の準備だろ」

　三人の横を足早に通り過ぎたアンがみかるにそう告げて階段を上っていく。

「あ……この話は後で」

　みかるはそう言うと、アンの後を追った。
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　フィリップはみかるが去ると、今もまだにやついているガイに呆れた目を向けた。

「どういうつもりだ？」

「なあ、あんちゃん。あんちゃんはどう思う？」

「どうとは？」

　ガイは話してみると悪い男ではないのだが、お調子者の顔でずるがしこいことを考えている。

　しかも海賊だから仕方がないのだろうが、女性を馬鹿にするような言葉遣いも、フィリップにとって感心できたものではないのだ。

「ほら、あのガキのことだよ」

「みかるだ」

「いちいち睨にらむなよ、かてえなあ、あんちゃんは」

「それでみかるがどうしたというんだ？」

「あれ、今はガキだけどよ。二年もすりゃあ、もう少し女っぽくなると思わないか？」

　ガイは両手で胸の形を作り、へらへらと笑う。フィリップは堅い男ではないが、こんなふうに女性を馬ば鹿かにするような仕草をするガイに対して、あきらかな不快感を覚える。

「だから？」

「鈍にぶいなあ、あんちゃんも。俺はよ、あのガキが気に入ったって言ってるんだぜ」

「……え？」

　予想もしなかった言葉を受けて、フィリップは呆あつ気けにとられた。

　ガイはエレノアが好きだと言いその舌の根も乾かぬうちに、みかるが気に入ったというのだから、どうしようもない。

「エレノアっちゃんも……そりゃあ好きだぜ。けどなあ……なんつ～か。あのガキみたいに気ぃ使わねえ相手の方が俺にはあってんじゃねえかと思ってな。どう思う？」

「それは……私が意見することではないでしょう」

　こういう誰に対しても片っ端から愛していると口く説どく男をフィリップは知っている。世の中には様さま々ざまな性格の人間がいるのだろうが、フィリップにはあまり好このましい性格に思えない。

「まあな。あんちゃんもガキがちょっと気に入ってるように見えたからよ。なんだ、これは牽けん制せいだ」

「……牽制？　みかるとは友達ですよ」

　どういうところを見れば誤解できるのか、フィリップにはますますわからない。

「ならいいぜ。友達だって言ったことを忘れるんじゃねえぞ。俺は結構本マ気ジだからな。ああいう根性の座ったガキはまあ……そういねえ。性格も悪くねえしな。うちの船員ともすぐ仲良しだ。どんなことにも音ねを上げねえ、しかも好奇心はとびきりときてる。海賊の嫁よめにはぴったりだぜ」

「……はは」

「おかしいか？」

「いや、すまない。君がどれほど熱く語っても、みかるが君のような男性を選ぶとはとても思えない」

　みかるはとてもしっかりした女の子だ。こういういい加減な男を好きになるとはとても思えないのだ。

「じゃあ、そう思ってな」

「だが、みかるに変なことはしないでもらうぞ」

　海賊は略奪するのが常だ。気に入ったからと言って片っ端から略奪されるわけにはいかない。だがガイは何か勘違いしているようだった。

「……いきなり襲ってベッドに引きずり込んだりしねえよ。んなことしてみろ、ワンコロにぶっ殺されっぞ」

「オオカミに？」

「まあな。あのでっけ～犬。なんとかならねえのかよ……わっ！」

　ディーンがどこからともなくやってきて、フィリップの足下に座り、ガイに牙を剝いた。

　飛びかかる様子はないが、鼻に深い皺しわを刻きざんで唸るディーンはオオカミの正体を知っていてもかなり迫力がある。

「じゃ、じゃあな。あんちゃん」

　犬が苦手なガイは乾いた笑いを浮かべながら、階段を上っていった。

　フィリップはディーンを見下ろし、疑問をぶつける。

「ガイにどうして唸ってばかりなんだ？」

「俺はあいつが気に入らねえんだよ。姫様を略奪しようとしていたこともむかついてるが、今度はみかるにモーションかけてんだぜ。節せつ操そうのねえ奴だ。もっともみかるは鈍いからな。全然、気づいてねえけどよ」

　それはフィリップも気づかなかった。

　ディーンはほとんどみかるの側を離れないから、いろいろ見聞きしているのかもしれない。

　ただ、みかるはガイを恋愛対象には見ていないだろうから、彼の行動や言動の変化に気づいていないはずだ。

「みかるに変なことをしようとしたら、嚙みついてやるといい」

「たりめ～だ……」

　ディーンはそう言うと、なぜか目を細めてこちらを見上げた。

　その視線は何を意味するのか、オオカミに知り合いがいないため、フィリップに見定めるのは難しい。

「……なんだい？」

「いや、なんでもねえよ。じゃあ……俺はみかるのところへ行くよ」

　ディーンはふさふさの尻尾しつぽを左右に振りながら、のっそりとした動きで階段を上って行った。
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　船は無事にスタホードの港に着いた。

　驚くべきことに、あれほど閑かん散さんとしていた港が、今では何なん隻せきもの商船が停てい泊はくしていて、スタホードで収穫された果フル物ーツが船に積み込まれている。そこでひときわ目立つピンク色の衣い装しようが目についたが、例の『桃もも色いろ男だん爵しやく』なのだとすぐにわかった。彼は本当に嬉うれしそうに荷運びを手伝っている。

　海かい賊ぞく船は端に二隻分ほど開いているスペースに誘ゆう導どうされて停船した。けれどいつの間にか復活したスタホードの役人にガイは入港料と停泊料を徴ちよう収しゆうされて、渋い顔をしていた。

　みかるたちが海賊船に乗って出た後、港が元どおりに機能するよう、手が尽つくされたのだろう。

　これで輸出の利益は国に還かん元げんされ、下げた税金も少し元に戻せるかもしれない。

　財宝を持ち帰ることはできなかったが、みかるは活かつ気きを取り戻している港を見ることができて大満足だ。

　ホワイトが先回りして話をつけておいたため、港にはジュリアンが用意してくれた馬車が待っていた。

　ローラやショーンにもすでに話が通っていて、みかるが改めて説明しなくてすんだ。

　エルフの船がもうすぐやってくるということもあり、ショーンとマイクはジュリアンと港に残り、エド・ブラッドリーの墓にはローラやホワイトそしてフィリップが同行してくれることになった。

　ロレーヌは他の人たちにエルフだと気づかれないよう、フードのついたマントを羽は織おって船から下り、埠ふ頭とうで手短にジュリアンと挨あい拶さつを交かわしたのち、馬車に乗り込んだ。

　ガイたちは次の航海のための準備があるらしく、港に残ると言った。もっともついてくると希望されても、馬車の定員オーバーで、断るしかなかったが。

　馬車が城に到着すると、ロレーヌは城の裏手に回る小道を自ら見つけて、歩きだした。

　だがここは湖への道はとりあえず整備されているが、少し道を逸それるとすぐに深い森が広がっていて、昼間でも薄暗い。

　見上げると例の傾いた北の塔が今もまだそこにある。これが全ての始まりだった。

　みかるが感かん慨がい深げに城を眺ながめていると、ロレーヌが口を開いた。

「昔、ここに来たときと変わっていないわ……」

　ロレーヌはフードを下ろし、周囲の景け色しきを楽しむようにゆっくりと歩く。その後ろを不思議なことに蝶ちようが追いかける。

　エルフは本当に不思議だ。

「ここです。花はいつも何か咲いてるの」

　みかるは先に湖こ畔はんへ駆かけていき、手を広げてそう言った。

　湖の周囲には、みんなを歓迎するかのように、たくさんの花が咲き乱れいつもより蝶が多く舞っていた。湖面は底の石がくっきり見えるほど澄すんでいて、とても静かだ。

　今ではもうエルフたちは訪れないが、それでもスタホードではエルフのための聖なる湖として大切にされている。当然、国民は誰一人として水浴あびや、まして洗せん濯たくなど絶対にしない。

「素敵な場所ね」

「エド・ブラッドリーの墓ぼ碑ひは左から三つ目です。素す性じようがわかったときに名を刻きざみました」

　ローラがいくつも並ぶ墓碑を指差し、ロレーヌに説明した。

　ロレーヌはエドの墓碑の前に座り込むと、そっと手で触れて、微笑する。

「エド……来たわ……ずっとここにいたのね……私に噓うそをついて……ひどい人」

　何度も手で墓碑を撫なで、ロレーヌはその下に眠るエドに語りかけていた。

　その周囲を小さな蝶がいくつも飛び交う姿は、ロレーヌを慰なぐさめているようにも見える。

「よかったね……」

　みかるがそう呟つぶやくと、右隣に立つフィリップが小さく頷うなずき、左隣のローラが肩を叩たたいてねぎらってくれた。

　だが、ロレーヌの背後に佇たたずむホワイトだけは冷ひややかな表情をしている。

「エドの声が聞こえる……聞こえるわ」

　不意にロレーヌがそんなことを言い、何もない宙を仰あおいで、目を輝かせた。けれどみかるにはロレーヌの言うような声は聞こえない。

「え……私には聞こえないけど……ローラは？」

　ローラは無言で首を左右に振り、心配そうな目をみかるに向ける。

「いいえ。聞こえる……私を呼んでるの」

　ロレーヌは輝くばかりの笑顔でそう言い、立ち上がった。不意にロレーヌの指先や足あし下もとが景色に溶けるよう消え始めていることにみかるは気づいた。

「身体からだがっ！　……ロレーヌさんの身体が……どっ……どういう……こと!?」

「あの子の身体はもう限界なんだ」

　ホワイトが静かにそう言った。

　そこに動揺も驚きも感じられないことから、彼はこうなることを知っていたようだ。

「え、それって、ホワイト……ホワイトがなんとかできるんじゃ……」

「いや」

　ホワイトはそう言い、ロレーヌが消えていくのをただ見守ろうとしている。けれどみかるにはとても納得できないことだった。

「そんな……だめよっ！」

「エドが……見えるわ……ほんとうよ」

　ロレーヌは相変わらずそう言って幸せそうに微笑ほほえんでいる。だがみかるにはロレーヌのいうような人の姿など見えない。もしかすると彼女の強い望みがありもしない幻想を作り上げたのかもしれないのだ。

「ロレーヌさんっ！」

　みかるが駆け寄ろうとしたが、フィリップに腕を摑つかまれ阻そ止しされた。

　フィリップを振り返ると、どこか寂さびしげな表情で首を左右に振っている。

「どうして？　離して」

　ますますロレーヌの姿は色が抜けていく。背後の景色が透けて見えるほどだ。

　本当に何もできないのか。

　何も──。

「……誰かなんとかして……ホワイトっ！」

「ありがとう、みかる。ここに来てよかった。エドが迎えに来てくれたの……ようやく私……あの人とともに逝いける……」

　ロレーヌがそう言うのと同時に、見たこともない男性が彼女の身体を抱きしめている姿が浮かび上がった。

　精せい悍かんで男らしい中にも、温かみが感じられる瞳を持っているのだが、その表情は喜びに満ちている。

「あれが……エド？」

　蝶と花びらが一斉に二人を螺ら旋せん状に囲み、ザワザワと音を立てていた。ロレーヌはエドに抱きしめられながら、安あん堵どと幸せに満ちた笑顔を残して、空中を舞う蝶や花びらとともに消えた。

　残ったのは静せい謐ひつな湖だけだった。

「……っ……」

　みかるは温かい気持ちに満たされながらも、涙があふれて止まらなかった。

　辛つらいわけではない。悲しいわけでもない。なのにどうしてか泣けて仕方ない。

　フィリップはみかるの腕を摑んでいた手を離し、そっと呟く。

「いいんだ、みかる、泣いても……ね。でも、笑って見送ってあげないと。これは幸せな旅立ちだったんだから」

「……うん」

　瞼まぶたに焼き付いているのは、幸せに満ちたロレーヌの笑顔だ。

　あんなにも望んだ再会を果たせたロレーヌは、新たな二人の時を刻きざんでいくに違いない。その世界がどこにあるのか、みかるにはわからないが、不幸は存在しないだろう。

「あれ見てっ！　北の塔が……」

　ローラが突然そう叫んで指差す方向を見上げると、倒れそうに傾いていた北の塔がまっすぐに戻っていた。

「……え。あ……噓っ。も……戻ってるっ！」

「そういえば……傾いてた方向って……墓側だったわよね」

　ローラの言葉にみかるは驚きから口が開いたままになっている。

「二人とも、どうしたんだ？」

　フィリップだけが事情を飲み込めていない。

　けれどどう説明していいのかも、みかるにはわからないのだ。

　もしかすると向こう側の地じ盤ばんが沈んだことでバランスが取れ、戻ったように見えているだけかもしれない。だがもしそうだとしても、みかるはエドが塔を引っ張って、地図のことを知らせようとしていたのだと強く思った。

　そう、ロレーヌを孤独のうちに逝かせないように。

「港にエルフの船が着きましたっ！　すごいですよ、すごいんです。あの……王様がロレーヌ様をお連れするようにって……あれ？　ロレーヌ様は？」

　マイクが息を切らせながらやってきてそう言い、姿の見あたらないロレーヌを探すように、キョロキョロと見回す。

「二人で行っちゃった」

　みかるは涙を拭ぬぐって笑顔でそう言い、ローラを見上げる。

「そうね、行っちゃったわ」

「行っちゃったって？　誰と？」

「恋人っていうか……夫？」

　今度はフィリップを見上げてみかるは言う。

「夫だね」

「はあ？　どういうことなんですか？」

　マイクに責任などないのに、なぜか青ざめて今にも泣きそうな顔になる。

「ジュリアンたちには私から説明しよう」

　ホワイトの表情はいつもどおり冷えたものだったが、みかるには少しばかり安堵しているようにも見えた。
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　湖や城は高い位置にあり、海までなだらかな坂になっているため、馬車の窓からも港に停泊する真っ白な船を確かめることができた。

　エルフの船は太陽の光を浴びてキラキラと輝いて見える。

　けれど港に戻ってくると、先ほどとは違って国中の民が集まってきたんじゃないかと思われるほどの人がいた。

　数十年ぶりにエルフの船がやってきたこともあって、住民はその姿を一目見ようと港に押しかけ大おお騒さわぎになっているのだ。

　だが、もともと城仕えの兵士だった男たちがボランティアで押し寄せる人々を整理し、桟さん橋ばしには入れないよう、ロープを張ってくれている。

　ジュリアンは戻ってきたみかるをギュッと抱きしめ、何もかもわかっているように、よしよしと背を撫なでてくれた。

　みかるもジュリアンの心遣いに胸がいっぱいになる。

「王様、王様……」

「あ……ああ、そうだったねえ」

　フィリップがいることをショーンにそれとなく気づかされたジュリアンは、軽く咳せき払ばらいをしてみかるを離した。

「フィリップ王子、大変申し訳ないが、ここからは私どもの国の問題。貴方あなたは我が国の賓ひん客きやくです。何かあっては大変な問題となります。どうかこちらのショーンと城でお待ちいただきたいのですが……」

「いえ、私はフィルです」

　あくまでフィルだと言い張るフィリップに、ジュリアンは困惑気味だ。

　船でどうしていたのかホワイトから聞いているようだが、フィリップは国賓とも言える相手なのだから、とまどうのも無理はない。

　だいたいフィリップは今も海賊の格好をしていて、とても大国ノークレーブスの王子には見えないのだから、扱いにも困るだろう。

「王様、もう少しだけ……いいですよね？」

「いや……だが……どちらにしても、エルフというのは見知らぬ者を非常に嫌う。申し訳ないが、埠頭からは離れていてくださいませんか？」

「それなら、仕方ありませんね」

　フィリップはジュリアンの苦渋を理解しているのか、あっさりとそう言い、ショーンに案内されて埠頭から少し離れた場所へ移動した。

「フィリップ王子の父上から何度も書簡が届いて、そのたびに私は胃に穴が開きそうになったよ。これでも少々のことでは動じないんだがねえ……さすがに今回は笑えなかった」

「ごめんなさい。でも王子様ね、あの格好すごく気に入ってるみたいなんです」

「そうだねえ、でもまあ……みな無事でなによりだ」

　ジュリアンと話しながら桟橋の方へと歩き、エルフの船を見上げる。

「……あれがエルフの船。すごく……綺き麗れい」

　ホワイトがジーンを連れて責任者らしいエルフと話しているのが見えた。ジーンはホワイトの衣服にしがみつきながら、泣いているようだった。ロレーヌのことを聞いて、よかったと思いながらも、長年の主人を失った寂しさに涙が出るのだろう。

　エルフは港には下りないそうで、ホワイトも船の甲かん板ぱんで話をしている。

「みかる、あの船せん首しゆに立っていらっしゃるのが、メレディス様よ。ジュリアン様の奥様」

　ローラが顔を向ける方向を見ると、ひときわ美しい女性の姿が目に飛び込んできた。

「……あ……あれが？　あれが王妃様おばあさま!?　ママより若く見えるんだけど……本当？」

　初めてメレディスを目まの当たりにしたみかるは、興奮から手を握りしめていた。

「そうよ」

「すごく綺麗……ううん。なんて表現していいか……わからない」

　メレディスは綺麗だという言葉ではとても表現しきれない容姿をしていた。

　人が触れてはならない高貴なベールを身体全体に纏まとっているのだ。

　母と同じ緑の瞳は宝石のように輝いて見える。透き通るような肌はだ。淡あわい金髪は海を渡る風に揺れていた。

　光に透けると様さま々ざまな色を奏かなでるナイトドレスにも見える薄い衣装は細い身体を柔やわらかに包んでいて、額ひたい飾りは美しい宝石で飾られている。

　こちらに視線を向けているのはわかったが、だからといってみかるを見ているわけではない。

　隣に立つジュリアンをまっすぐ見つめているのだ。

　ジュリアンもまた、久しぶりに会えた愛いとしい人の姿に、みかるが今まで知らなかった熱い眼まな差ざしを向けている。

　どれほど離れていても愛情は決して薄れることがない。

　そんな二人の間にある深い愛の絆きずなにみかるまで胸が熱くなる。
















　集まってきた人たちは、船首に立つメレディスの姿を見つけ、「王妃様」や「メレディス様」と叫んで大騒ぎだ。

　みんなの心の中にメレディスは素す晴ばらしい王妃として今も存在していて、誇ほこりに思っているのだろう。

　不意にメレディスが節ふしのない細い指を上げて、手を振った。するとゆっくりとエルフの船は埠頭を離れていく。

　ジュリアンを見上げると、本当に寂しそうに目を細め、唇くちびるを引き絞りながらも、一度だけ手を振った。

「王様、寂しい？」

「ああ……少しね。ただ……彼女とは会いたいときに夢で会える。だから寂しくはないよ」

　普通の船とは違い、見る間に小さくなっていくエルフの船が海の向こうへ消えるまで、みかるはジュリアンとともに見送った。

「よう、ガキんちょ。おっと……こっちは王様か～。こんっちは。俺はガイ・ラスカル。あの海賊船の船せん長ちようだ」

　エルフの船が去ったのを見計らうように、ガイがやってきた。

　だがジュリアンはいい顔をしていない。

「……君か。うちの侍じ女じよに不届きな行為はなかっただろうね……私は……」

「ジュリアン様、お客様がいらっしゃっていますので、どうぞ城へお戻りを」

　ショーンが慌あわてて駆け寄ってくると、待たせているフィリップのことを持ち出して、ここから連れ出そうとした。

「そう……だったね。じゃあ、みかる。用事がすんだらすぐに城へ戻るんだよ。ローラ、あとは頼む」

「わかりました」

　ジュリアンが去っていくのを眺めながら、ガイが面おも白しろくなさそうに口を開いた。

「おまえ、侍女のくせに王様と仲いいじゃねえか」

「うちの王様は誰にでも優しくしてくれるのよ」

「ま、ガキはいい性格してっからな。王様にも特に可か愛わいがられてんだろう」

　笑うガイに、みかるはポケットからあるものを取り出し、差し出した。

「あの……ガイ、これなんだけど」

「これは……エド・ブラッドリーの短剣じゃねえか。俺に？」

「いくらで買い取ってくれる？」

　ガイは七つの宝石がついた短剣を持つ手から視線を上げ、目をぱちくりとさせた。

　みかるがにっこりと笑っていると、ガイは恐おそる恐る聞いてくる。

「いくらって……本マ気ジで言ってる？」

「……あはは、噓だよ。冗じよう談だん。でもガイもこれ、売ったりしないでね。海の匂いをいつでも感じられる場所に、この短剣はあるべきだと思って……きっとエドもそれを望んでると思うの」

　大切にしてくれるはずのロレーヌはエドと旅立った。だからといって城の奥に保管されたりまして飾られることは、エドは望まないはず。

　だったらこの短剣があるべき場所にいる人間に託たくすほかない。

「じゃあ、俺が二代目海賊王だ」

　ガイは短剣を嬉しそうにベルトへと差し込むと、腰に手を当て、胸を張った。

　お調子者で、こちらは信用しているのに時々腹黒いことを考えるガイだが、どうも憎めない。しかもこうしてみると、意外に爽さわやかで男らしい顔をしていることに気づかされる。

　もっとも直接本人に言うつもりはないが。

「それは……かなり似合わない」

「うるせえ」

「船長キヤプテンっ！」

　船の甲板から副長のリオが叫んだ。その隣にはアンが立って、みかるに手を振っていた。すぐさまみかるも手を振る。

　アンは寂しそうな顔をしていて、みかるも同じ気持ちになった。

「ああ、すぐに行くっ！」

「行っちゃうんだ……」

「それがエレノアっちゃんの望みだったろうしな」

「誤解しないでね。この港に来たらだめってことじゃないから」

　海賊船での生活はいろいろあったが、とても得え難がたい経験だった。それに仲良くなった人たちと別れるのはとても寂しいのだ。

　今度再会したら、もう一度、あの狭い厨ちゆう房ぼうで食事の手伝いをして、またみんなに料理を食べてもらいたい。

「わかってるさ。あの賢かしこいエレノアっちゃんだ。俺がどうしてここにいたのかもわかってくれてるはずだしな……」

「それは知らない」

「おまえ、噓でもそうだって言っとけよ」

「船長キヤプテンっ！」

　また頭上からリオの声が落ちてきた。先ほどより強い口調だ。

　ガイはうざったそうに手を振るだけでリオに答えなかった。

　船員たちはすでに必要な物資を積み終えたのか、埠頭には誰一人としていない。出港が迫っているのだろう。

「なあ、おまえ、海賊の嫁よめっていうのはどうだ？」

「何それ」

「冒険とか好きそうだしな。航海はおまえの好奇心も満たしてやれるぜ」

「はあ？」

　ガイの言葉にみかるは口をへの字に曲げた。

　いつもの冗談にしてはガイの顔は真ま面じ目めでへらへらと笑っていない。

「マジ、鈍にぶいな、おまえ。あんなあ、俺は貧ひん乳にゆうちゃんに求婚プロポーズしてるわけだ。そんなんじゃ、どうせもらい手ねえだろ？　俺にしとけよ」

「貧乳言うな――――って!?　え、求婚プロポーズ？」

「返事は今度、聞かせてくれ」

「……あ」

　ガイはあっという間にみかるを引き寄せると、額に軽くキスを落として、素早く離れた。

　何が起こったのかと、みかるがとまどっている間に、ガイは船から下ろされた梯はし子ごに手を掛ける。

「じゃあな、みかる。唇はもう少し大人おとなになってから、奪ってやるよ」

　みかるはガイが船の甲板へ戻るまで、自らの額を撫でながら、ぼんやりと見送っていた。

「……ええっと。初めて名前……呼ばれた気がする」

「み～か～る～どういうことなの？　あの海賊はなんなの？」

　ローラがガイの行動を見て、慌てて駆け寄ってきた。

　その声にみかるはようやく我に返った。

「わ……わかんない。なんで求きゆう婚こんされたのかも、ぜんっぜん、わからないっ！」

「きゅ……求婚って!?　球根の間違いじゃないわね？」

「さ……さあ、ガイのことはよくわからない」

　どういう意味か問いただそうにも、ガイの乗る船はすでに港を離れ、大おお海うな原ばらに出て行こうとしているのだ。

　疑問は再会のときまで持ち越すしかない。

「物好きがいなければ世の中は未婚者であふれるだろうが」

　ふらりとやってきたホワイトが、平静な顔でそう言った。

「だいたい、王子がいらっしゃったから言えなかったけどね。あんたには……あんたには言いたいことが山のようにあるのよっ！」

　ローラはジュリアンもフィリップも側にいないためか、ホワイトを目にして怒りをぶちまけた。みかるにはわからないが、留る守すの間かなりローラは怒っていたらしい。

　だが怒っているのはローラだけではなく、城に戻ろうとしていたジュリアンが、馬車の側で怒ど鳴なっているのが聞こえた。

「ホワイトっ！　海賊船を沈めてくれっ！　今すぐだっ！」

「王様、急にどうして怒ってるの？」

「そりゃあ、可愛い孫が薄汚い海賊にキスされたからでしょ。私はそんなことよりね……」

　ローラがさらに続けようとしたが、ホワイトが遮さえぎった。

「全く、過保護が多すぎて困る」

　呆あきれた顔で姿を消したホワイトの向こうに、ジュリアンが本気で腹を立てている姿と、なぜかいつも笑顔のフィリップが、どこか困惑しているのが見えた。
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　その日の夕食時、久しぶりにみかるはエレノアに変身し、ジュリアンやフィリップと食事を摂とり、当たり障さわりのない話をするだけに終わった。けれど食後はジュリアンの部屋に呼ばれ、ことの始まりから終わりまでをみかるの口から説明させられた。

　最初は怒ったポーズを崩さなかったジュリアンだったが、話がクラーケンのあたりにくると、まるで子供が冒険ものの物語を聞いているように目を輝かせた。

　話が終わりに近づく頃にはいつもの笑顔に戻り、「今回のことは許すしかないねえ」と言ってくれるまでになった。

　もっともすでに冒険は終わったし、無事に戻ってきたみかるに、言えることなどそうないだろうが。

「ジャスパー……寂しくなかった？」

　全て終えたみかるは、夜遅く馬ば房ぼうに向かい、長い間寂しくさせてしまった愛馬の背を撫でた。

　ジャスパーはエルフの守護馬とも呼ばれるマンティ・ゴーラという生き物だ。

　一応馬の顔をしているのだが、口の端に鋭するどい牙きばが生はえている。目は金色をしていて、首に金色のたてがみはあるものの、鱗うろこのような硬い皮ひ膚ふが重なっていた。節の太い足には蹄ひづめはなく鶏にわとりのような尖とがった爪が生えている。

「実はジャスパーの周りには結界が張ってある。だからここから出られない」

　月明かりを背にしてホワイトが馬房にやってきた。

　彼は太陽より黄銀色の月の光がよく似合う。

「どうして？」

「おまえの悲鳴を聞いたら海などものともせずに助けに行っただろうからな。だが、船に来たら来たで面倒だろうが」

「……まあ……そうだけど。あのさ、ホワイト、聞いていい？」

「内容によるな」

　ホワイトは冷えた表情のままでそう言ったが、みかるは無視して続けた。

「本当はロレーヌさんがもう長くないのわかってたんじゃない？」

「ああ」

「だったらどうして、エルフの迎えを呼んだの？」

「ジュリアンもメレディスと久しぶりに会えてよかっただろう」

　ホワイトの信じられない言葉にみかるは思わず目を見開いていた。

「……え？」

「エルフはジーンごときでは迎えになど来ない。ロレーヌだから迎えの船を寄よ越こした。そういうことだ」

　確かにジュリアンは本当に嬉しそうだった。

　この国に住む人も、自国の王妃を久しぶりに目にすることができて、感激しただろう。

　みかるも初めて見た祖そ母ぼの美しさに、目を奪われた。

「……ホワイトっていいところもあるんだ」

「私の前ではなく、別のところで噂うわさしろ」

「あはは」

「それで、おまえは何を学んだ？」

　ホワイトは珍めずらしいことを聞いてきた。

「え、私？」

「おまえの他に誰がいる」

「……いろいろあって大変だったけど……すごく楽しかったし……短かったけどロレーヌさんに会えてよかった」

　嵐あらしは怖こわかったが、フィリップに手をつないでもらって一夜を過ごせたことは忘れられない。

　クラーケンから庇かばうように抱きしめられたことや、背中の傷を治ち療りようしてもらったことなど、思い出せば羞しゆう恥ちで赤くなることもたくさんあったが、素晴らしい経験だった。

　そしてなにより、ロレーヌと出会い素晴らしい恋の結末を見せてもらえたことを、みかるは一生、忘れないだろう。

「どうよかったんだ？」

「……急がなくても、ゆっくりでもいいってことを教えてもらったことかなあ……」

　フィリップのことを急ぐ必要はないと思えるようになった。

　いつ好きだと言えるのかわからない。ずっと言えないかもしれない。

　それでも答えはいつか出るはずだから。

「だが側にいてあまりにも待ちすぎると、横取りされることもある。忘れるな」

「……え、は？　ちょ……ちょっと、ホワイトっ!?」

　ホワイトは意味深なことを言い捨て、みかるがどういうことかを聞く前に姿を消した。

　その後に例の地図が残されていた。

　エドの描いた地図を手に取って裏返して見ると、不思議なことに読めないはずの文字が頭の中に入ってきた。ホワイトが読めるようにしてくれたのかもしれない。

　みかるはジャスパーの馬房に凭もたれて文字を読んだ。

「愛しのロレーヌへ……」





　君がこれを読む頃、俺はもうこの世にいないだろう。

　永遠を得たいとは思ったことなどない。

　ただ、君と同じように時を刻めなかったことだけが悔くやまれる。

　噓をついて出て行ったことを許してほしい。

　君が一人でこれからを過ごすことを想像すると耐えられないから。

　君の仲間に迎えに行くよう、知らせてくるよ。

　悔くやしいが俺の命はここまでだ。

　生まれ変わって迎えに行くから、それまで待っていてほしい。

　たとえこの命が消えようと、君のことは魂たましいに刻んで逝くよ。

　老おいてもなお変わらぬ愛情を注そそいでくれた君に、しばらく会えないことが辛い。

　目を閉じると君の笑顔が見える。

　触れた唇の感触すら、すぐさま思い浮かべることができる。

　ロレーヌ。

　次に再会したときは同じ姿をしていないだろうが、君にはきっとわかるはず。

　俺の魂は変わらないから。

　再会したらもう一度、恋をしよう。

　魂は永遠なんだと俺たちが証明してやるんだ。






「……じゃあなロレーヌ。俺の愛はおまえだけのものだ。おまえの愛は俺だけのもの。エド・ブラッドリー……」

　読み終えると、持っていた地図が端から燃えだした。触れても熱くはないものの、見る間に地図は灰となって、最後には消えた。

　目的を遂とげた地図は存在する必要などないのだ。

「こんな恋をしてみたいね……」

　みかるは顔を上下に振っているジャスパーを撫でながら、幸せな気分に浸ひたった。
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　フィリップは夜の湖畔を歩き、揺れることなく月がくっきりと浮かんでいる湖を眺めていた。

　昼間は色とりどりの花が目についたのだが、今は夜のみ咲き乱れるという、夜草花が真っ白な花か弁べんを開いていた。

　フィリップは膝ひざを折って白い花を手に取ると、薄く息を吐き出した。

　静かだが、耳を澄ませると小さな虫が蠢うごめく音や、身体を休める動物たちの息づかいが聞こえてきそうだ。

「……」

　自分がどうしてここにいるのか、わかっている。

　今までは穏おだやかだったはずの心がなぜかざわめいているからだ。

　静かな場所でしばらく時間を潰つぶせば、いつものように落ち着きを取り戻すだろうと考えた。

　なのにどこにいようと何を見ようとも一度、乱れた心は落ち着かない。

　フィリップはガイのような軽い男が嫌いだ。今までエレノアを好きだと言い、略りやく奪だつまで計画していた。なのに一緒に旅をしたからといって、今度はみかるを気に入り、海賊の嫁にしたいとまで言いだす。

　そんな簡単に心変わりできる不誠実な男だとみかるもわかっているはずなのに、額にキスをされてそう嫌な顔をしていなかったから驚きだ。

　ガイは手て癖くせが悪いものの、多少のことは許せてしまういい性格もしている。だからみかるもあっさりと許してしまったのかもしれない。

　けれどここで一番問題なのは、そのことにやけに腹を立てている自分自身のことだ。

　エレノアを略奪しようと考えていたガイが別の女性に気持ちを向けてくれたのは、いいことなのだから、これ以上何を苛いら立だつことがあるのだろう。

　この先二人の関係がよりいい方向へ進んだとしても、フィリップは祝福をしてあげなくてはならない立場にあるのだ。

　フィリップはエレノアに求婚しており、その気持ちは今も変わらない。

　二年ぶりに再会したエレノアは、さらに魅力的な女性になっていた。再会してわかったのだが、以前のエレノアとは互いを隔へだてるはっきりとした一線が存在していた。けれど今は、同じ場所に立っているような、親しみが感じられるのだ。

　エレノアの瞳は以前にも増してフィリップの方を見つめてくれている。そこに温かい親しみ以上のものが確かに感じられるのだ。

　エレノアの側にいると愛おしさで胸がいっぱいになる。彼女とともに生きられたらいいと、願ってやまない。

　そんなフィリップの心にいつしかみかるの存在が入り込んでいることに、この旅で気づかされた。

　みかるは楽しいときは笑っているし、悲しいときは泣いている。感情表現が豊かで、くるくる変わる表情はいつも自然で、全てが生き生きとしていて愛らしい。

　前向きで一生懸命。どんなことでも決して諦あきらめない。

　みかるの側にいると、心から楽しい気持ちになる。

「……」

　フィリップは手の中で転がしていた花びらを飛ばして立ち上がった。

　みかるのことばかり考えている自分に気づき、驚きを隠せない。

　フィリップはあの海賊の軽さを軽けい蔑べつしていたのに、自分はなんだというのだろう。

　ガイは確かに惚ほれやすい男だったが、二人の女性のことで頭を悩ませることはなかった。

　フィリップは首を振って、ため息をついた。

　みかるとは友達だ。

　きっと今回の旅があまりにも強烈な体験だったため、その興奮からこんな気持ちになっているだけだろう。

　時間が経たてばいつもの自分に戻ることができるはず。

　海賊船に乗り込んだフィルではなく、エレノアを誰よりも愛するノークレーブスの王子に。

　それを確固たるものにするには決断が必要になるだろう。

「私はエレノア姫を愛している」

　フィリップは誰に聞かせるまでもなく、一人呟つぶやいた。
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　ぐっすり眠り、目が覚めたみかるがまっさきに目にしたのは、床に横たわる素すっ裸ぱだかの男の姿だった。

　こんな夢を見ていたかと何度も目を擦ってみたが、確かに現実だった。

　黒髪にたくましい身体。お尻しりはかなり締まっていて、足はスラリと伸びている。

　少し前のみかるだったら、大声を上げていたかもしれないが、船上の生活でこういう後ろ姿はよく見たので、意外と見慣れてしまっていた。

　ええっと……誰？

　黒髪で思い当たるのはディーンだけ。

　昨夜、ディーンが背を向けて眠っている場所には、オオカミのディーンがいたはずだ。

　そう、オオカミのだ。

　それともオオカミはそのままディーンだったとでもいうのだろうか。いや、ホワイトならやりかねないし、ディーンが魔法でオオカミにされていたとしても不思議ではない。

「デジカメに撮って証拠を残しておいた方がいいのかなあ……」

　みかるはそっと後じさり、スーツケースからデジカメを取り出し電源を入れた。ずっと電源を切っておいたからか、まだ動く。

　みかるが振り返ると、すでにディーンは目を覚ましていた。ディーンはベッドの上に両手を置いて、鼻をヒクヒクとさせてオオカミのような仕草をしている。

　仕草は可愛いが、顔や身体は人間のディーンだから、ちょっとこっけいだ。

「あの～ディーン。どういう理由でディーンがオオカミになってたのかわかんないけど……人間に戻ってるよ。しかも……素っ裸」

　みかるが冷静にそう言うと、ディーンの顔はみるみる赤く染まり、ベッドの毛布を自らの身体に巻き付けて怒鳴った。

「どういうことなんだよっ！　おまえ……俺の……俺の裸見たのか？」

「背中とかお尻だけだよ」

「ふっ……普通の女は、きゃーとか言うだろうがっ！　おまえ、なんでそんなに冷静なんだよっ！」

「その……海賊船に乗ってたときに、船員さんたちが私を驚かそうとお尻を見せたり、裸になってシャワーを浴びてたりしてたから……後ろはちょっと見慣れた。前はだめだよ、前は」

　そのあたりは船員たちもわかっていたのか、裸で驚かそうという人はいなかったのだ。

　たぶん、ちょっとからかって、みかるが照れたり真っ赤になる反応を楽しんでいたのだろう。

「ううう……後ろでも見慣れてんじゃねえぞっ！　つうか、おまえその手に持ってるの、絵を撮る道具って言ってたよな？　俺を撮るつもりだったのかっ！」

「……証拠に」

「この痴ち女じよっ！　ローラに見せて笑い者にする気だったなっ！　俺がずっと守ってやってたのによ。その仕打ちはなんだっ！」
















　オオカミのディーンが実は本当のディーンだとわかっても、みかるは感謝している。

　だが知らなかったのだから仕方ない。

「知らなかったんだもん」

「おはよう、みかる……あら、ディーン。そんな格好でみかるの部屋をうろうろしてたら王様に串くし刺ざしにされるわよ」

　朝の着替えを持って入ってきたローラが、ディーンの姿を見て、呆れている。

「うっ……うるせえっ！　あの……あのへっぽこ魔導師め……ぶっ……ぶっ殺してやる！　魔法が解とけてんなら、そう言っとけよっ！」

「怒鳴ってないで着替えてきなさいよ」

「おまえたちにわかるか？　初めてオオカミになったときの俺の気持ちが。服を脱いで……あの……最後に残った下着も脱ぐしかない……あの羞恥。なのに俺の尻を見てたのか──！」

　ディーンはまだ怒っている。確かにこういう姿はあまり見られたくないだろう。

　ちょっぴりみかるはディーンに同情し、電源を落としてデジカメをポケットに戻した。

「いいから行きなさいって。みかるには説明しとくから」

　ぶつぶつ文句を言いながらもディーンは部屋を出て行った。

　ローラはくすくす笑っている。

「一番、ホワイトに振り回されてたのは、ディーンかもね。みかるはビックリしなかった？」

「ちょっとびっくりしたけど、ディーンはオオカミの姿の方が……頼れていい人だったかも。あれ……いいオオカミかな？　あれってホワイトさんに魔法かけられてたんだよね」

　どういう理由からホワイトがディーンをオオカミに変身させたのかはわからないが、彼なりの楽しみがそこにあったのだろうか。

「みかるが混乱するから黙だまってたんだけど、実はディーンって昼は人間、夜はオオカミの姿で過ごしてるの。なんか変な呪のろいがかかってるみたいよ。船に乗っている間だけ、ホワイトの魔法でずっとオオカミの姿で過ごせるようになっていたみたいだけどね」

「……ええっ！　そうなんだ。そっちの方がびっくりした」

　だからディーンは『華の宴うたげ』にはつきっきりでエレノアの護ご衛えいができないのだ。

　どういう呪いがかかればそんなことになるのか、興味がますますわく。

「ほら、ホワイトがああいう性格でしょう？　呪いは解けるのに、解いてくれないそうよ」

「あはは。ホワイトらしい」

「さあ、みかるは姫様になってフィリップ王子とゆっくり朝食を摂るんでしょう？」

「うん」

　みかるはエレノアに変身すると、ローラが用意してくれた衣装を着て準備を整える。

　衣装は一人で着られるようになったが、髪を整える支し度たくはやはりローラの手が必要だ。

「そういえば、王子様の護衛の人たちは、どうなったの？」

「貴方たちが海に出た後すぐにホワイトが眠らせたのよ。昨日、起こしたんだけど、混乱してたわよ～。気がついたらもう二週間経ってるんだから……ビックリするわよね。その説明は王子に任せたわよ」

　ローラは柔らかいピンクブロンドの髪を梳くしけずり、額飾りを最後につけて、鏡に映ったみかるを満足そうに見つめる。

「そうなんだ……」

「さ、これでいいわ。行きましょう、エレノア姫」

「ええ、ローラ」

　みかるはフィリップの待つ朝食の席に向かった。

　フィリップは船に乗っていたときはずっと一つにまとめていた髪を下ろしていて、刺し繡しゆうをこらした立派な衣装を身に纏っていた。

「おはようございます。フィリップ王子」

「おはよう、エレノア姫。ようやく二人でゆっくり話せますね」

「ええ」

　いつもは長いテーブルに座ってかなりの距離を間に挟はさんで話すのだが、今け朝さは小ぶりのテーブルが用意されていた。真新しいテーブルクロスが敷かれ、真ん中にはピンクやオレンジの花が飾られている。焼きたてのパンや温かいミルク、少しばかりのハムとチーズがそれぞれ用意され、いい香りが漂ただよっていた。

　みかるはフィリップに促うながされるまま椅い子すに座る。

「姫は此こ度たびのこと、侍女のみかるより話は聞かれましたか？」

「少しばかり。みかるは大変感謝しておりました。フィリップ王子には言葉では言い尽くせないほど助けていただいたそうですね。王子という尊とうときご身分でありながら、わたくしの侍女に手をさしのべてくださったことを、心より感謝しております。このご恩をどうお返しすればいいのか、父上とも頭を悩ませているところです」

　ジュリアンがもう耳にたこができるくらい、そのことを話していたのだ。

　金がかかるようなことはできないが、せめて心のこもったお礼をしたいと。

　今のところ何が一番なのか、答えは出ていないが。

「エレノア姫。私は此度の旅で学んだことがございます」

「どのようなことでしょう」

「人の命はとても儚はかなく、そして短い。だからこそ愛する人と早く結ばれ、できるだけともに過ごさねばならないと……」

　フィリップはとても真剣な眼差しを向けた。澄んだ青い瞳には情熱が灯ともっている。

　みかるは今回のことで、ゆっくり成じよう就じゆする恋もあるのだと学んだ。

　だが、フィリップは違ったようだ。

「……え」

「エレノア姫。この私と『華の誓ちかい』を交わしていただけないだろうか。その答えをいただきたい」

『華の誓い』は婚こん姻いんの約束を意味する。

　たぶん、ここで微笑みを浮かべると、イエスと誤解される。だからといって、嫌いやな顔をするわけにもいかず、みかるは硬直したまま言葉が継つげなかった。

「エレノア姫？」

　遠くからジャスパーが『ブホッ、ブホッ』と啼なく声が、やけに大きく聞こえた。


ＥＮＤ．
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　はじめましての方も、以前からご存じの方も、こんにちは。あすかと申します。

　皆様の応援のおかげで二作目を出していただくことができました。

　本当にありがとうございます♪

　今回は冒険に恋にと大忙しなお話になりました。楽しんでいただけたでしょうか。

　イラストは引き続き香こう坂さかゆう先生です。

　一作目よりさらにパワーアップの美び麗れいイラストに、何度目を奪われたかわかりません。いつも素敵なイラストをありがとうございます。

　担当様。今回ほどご迷惑をかけたことはないような気がします（汗）。いろいろ話を聞いてくださり、また的確なアドバイスをありがとうございました。無事にこの作品ができあがったのも担当様のおかげです。

　そしてお詫わびを。編集部宛にこちらの作品のご感想＋80円切手同封の方に、プリンセスロードの番外ショートストーリーをお送りする予定にしているのですが、お返事が大変遅れております。たくさんお手紙をいただいているというのに、本当にすみません。

　お手紙は全て大切に読み（しかも何度も）、中に詰まった温かい言葉や応援を、創作意欲のエネルギーに換えさせていただいております。

　そのため、いつも作っている小冊子はコピー本なのですが、今回は印刷物にする予定です♪

　できれば、この二冊目が出る頃にはそれまでに届いたお手紙のお返事をしたいと思っているのですが、もしまだお送りできていない状況でしたら、心からお詫びいたします。

　私自身がとにかくバタバタしていて、なかなか落ち着かなくて（汗）。

　できる限り早くお手元に届けたいと思っておりますので、もうしばらく楽しみにお待ちになってやってくださいね。

　私も小冊子を読んでみたい……と思ってくださる方は、特に期限はございませんので、よろしければ作品のご感想と80円切手を同封し、編集部宛にお送りください。時間はかかりますがお返事と小冊子（中身は１と２共通です）を送らせていただきます。




　この作品を少しでも楽しんでいただけたことを心から願いつつ、また皆様にお会いできることを楽しみにしています。

　ここまで読んでくださって本当にありがとうございました。


あすか　拝












※この「あとがき」は２００8年5月に書かれたものです。
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　みかるはマイクとともに、馬たちの飼かい葉ばを手に入れるため牧場へと出掛けた。いつもは牧場の主人が週の初めに城へ届けてくれるのだが、その前になくなったのだ。

　飼い葉は重いため、ジャスパーに荷馬車を引かせている。ただ、みかるが荷馬車を引かせているからジャスパーもおとなしく従っているが、エルフの守護馬であるため、普段は他の者の言うことは聞かない。

「来週初めまでもつ分を載せておいたよ。そうだ、これは少しだけど、お駄だ賃ちんだ」

　牧場の主人はそう言って、みかるの手にお金を握にぎらせてくれた。

「え……いいんですか？」

「いいんだよ。少ないが何かの足しにしてくれると、私も嬉うれしいさ」

「わ～ありがとう」

　みかるはお礼を言って牧場を後にし、ついでに街へ足りないものを買い出しに向かった。そこで必要なものを買い終えた頃、みかるはもらったお金の使い道を思いついた。

「マイクにちょっと頼んでいい？　買ってきてほしいものがあるんだけど……恥ずかしくて」

　照れくさいのを誤ご魔ま化かすように鼻を擦こすると、マイクは驚いた顔になる。

「みかるが恥ずかしいって……そんなことあるんだ」

「私だって恥ずかしいことはあるよ。……で、どうなの？」

「別にいいけど。俺に何を買ってきてほしいの？」

「男性用下着」

「は～っ!?　なんで？　っていうか、誰のだよ？」

　マイクが素すっ頓とん狂きような声をあげたが、みかるは真剣なのだ。

「ディーンに。だから……理由はいいでしょ。ただ、サイズとか好みとかよくわからないから、マイクに選んでほしいの」

　ディーンはオオカミの姿でみかるをずっと守ってくれていた。そのお礼がしたいのだ。

「みかるって……ディーンさんが好きなの？」

「そんなんじゃないよ。いろいろお世話になったからお礼がしたいだけ」

「お礼はわかるけど……どうして下着なんだよ？」

　確かに事情を知らないマイクからすると妙なプレゼントに聞こえるのだろう。マイクは今もまだディーンが昼と夜の顔を持つことを知らされていないのだ。

「いいから、買ってきて。これで足りるかな？」

　さっきもらった駄賃をマイクに渡したが、マイクはまだ困惑している。

「足りると思うけど……本当に下着を買うのか？」

「そうだよ。ほら、買ってきてって」

「……わかったよ」

　文句を言っていたマイクだったが、みかるの頼みを聞いて、下着を買ってきてくれた。










　城に戻ったみかるは、早速包みを開けて下着を取り出したが、驚きに目が丸くなる。

　マイクは最近の流は行やりのものを選んだと言っていた。けれど下着はトランクスの形をしているものの、チェリー柄でやけに派手なのだ。

　こんなのが流行りなんだと驚きつつも、みかるはスーツケースから裁縫道具を取り出して、慣れない手つきで格闘し、ディーン専用の下着を完成させた。

　そこにタイミングよくローラが入ってくる。

「ねえ、ローラ見て。こういうのどう？」

「みかる……それ……何？」

「何って……男性用の下着」

「それはわかるけど……なんかやっばい穴が開いてるわよ。みかるの世界じゃ普通なの？」

　みかるは買ってきた下着の、お尻しりより少し上の部分に丸い穴を開けたのだ。ディーンの尻尾しつぽが出せる大きさに開けたつもりだった。

「違うの。これね、ディーンにいろいろ世話になったし、お礼にプレゼントしようと思って」

「ええっと……そうじゃなくて、みかる……その穴は何？」

「ディーンがオオカミになったときのための尻尾の穴だけど……開けすぎたかな？」

　ディーンが初めて自分がオオカミになったとき、下着を脱がなければならない辛つらさを聞いて、思い立ったのだ。

　脱がなくてもいい下着を作ってあげようと。

「あ……そう、そうだったの……やだわ～先にそれを言ってよ」

　怪け訝げんな顔をしていたローラだったが、みかるの説明にパッと表情を明るくさせた。

「……変かな？」

「ううん。いいんじゃないの。でもできたら穴が見えないようにフタを付けてあげた方がいいんじゃない？　開いたままって……ねえ。前後ろ間違って穿はいたら……大変よ」

「そっか……わかった」

　みかるは切り離した丸い布の周りを縫ぬってほつれないようにしてから、穴のてっぺんに縫いつけた。それだけでは寂さびしいので、赤いリボンも縫いつける。

「これでどうかな？　フタもつけたけど、尻尾が出たときに可か愛わいくなるように、リボンもつけてみたの」

　みかるは下着の中に手を突っ込んで、パカパカとフタを開けたり閉めたりを繰り返した。するとリボンが上下に揺れてとても可愛い。我ながらいいアイデアだと思うのだが、ローラは笑いを堪こらえるように顔を歪ゆがませている。

「何？　だめ？」

「ううん。いいのよ。ええ、きっとディーンは喜んでくれるわ。私からもちゃんと言っておくから……みかるは本当に感謝してたって。もう……ほんっと……チェリーの柄といい、真っ赤なリボンは最高よっ！」

「よかった～。じゃああとは綺き麗れいに包装し直せばいいね」

「ディーンは今、馬ば房ぼうにいるはずよ。みかるたちが持って帰ってきた飼い葉を納な屋やに積んで、薪まきを切る予定だから。私もついていくわよ」

「ありがとう、ローラ」

　みかるは下着を見み栄ばえのいいように包装すると、プレゼントを持ってディーンがいるだろう馬房へと向かった。

　庭ではジャスパーが草を食べていて、その手前でディーンは薪を切っていた。

「ディーン、ちょっといい？」

　ローラの声にディーンは斧おのを下ろし、額ひたいに浮かんだ汗を布で拭ぬぐう。

「ああ、いいぜ。なんだ？」

「みかるからプレゼントがあるのよね」

「プレゼント!?」

「はい、これ、ディーン。いろいろお世話になったから、お礼のつもり。受け取って」

「なんだ～気ぃ遣ってくれたのかよ。悪ぃな～。でも、そんなの今度から……」

　言いながらディーンはガサガサと包みを開けて下着を手に取り、目を見開いて硬直する。けれどしばらくすると顔を上げ、なぜかローラに問いかけるような表情を向けていた。

「みかるね、真剣にディーンのためだって作ってたのよ。一生懸命だったわね」

　ローラの言葉にディーンはもう一度、手に持った下着を見下ろす。

「そんなに大変じゃなかったから、気にしないで。あ、そうだ。前後ろ間違えないでね。リボンがついてるほうが尻尾が出るところだから。ものがものだけに、穿いたところを見せてもらえないのが少し残念。でもこれでディーンの悩みも解決だよ」

「……そうか。そうだな。ありがとうな」

　ディーンは目の端に涙を浮かべるほど喜んでくれた。

　みかるは大満足だった。


ＥＮＤ．
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あすか

Asuka




奈良県在住。７月３日生まれ。蟹座のＡ型

海賊に財宝そしてお約束（？）のクラーケン。

ＬＯＶＥもてんこ盛り（ハート）。

みなさまに、美麗イラストと合わせてドキドキ、ワクワク、めいっぱい楽しんで頂けますように。










イラスト

香坂ゆう

You Kousaka




８月生まれ熊本在住

ファンタジー感あふれる世界をこよなく愛しています。

今回、王子様とかお姫様とかトキメク言葉いっぱいの作品に関われて嬉しく思います。
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